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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　まえがき







　誤解や混乱が起きる前に、ちょいと、この小説のルールを説明しておこう。何、簡単な話。




　　　　　第３章




　　　『三日後　暴れる北きた浜はま雄ゆう一いち』




　てな感じのタイトルがあったとしよう。頭の三日後ってのは、前の章（第２章）の最後の場面からこの章（第３章）の冒ぼう頭とうの場面の時間の間かん隔かくを意味してる。三日後に限らず、『同時』とか『一日前』なんてのも、たまにあるが、基本的に時間は順送りに流れてる。また省略する時もある。

　続いてサブタイトルの『暴れる北浜雄一』ってのは、この章が北浜雄一の視点から語られてることを意味してる。（専門的には北浜雄一の一人称てやつだ）

　覚えておいていただければ幸い。
















　　　プロローグ





尋じん常じようならざる厄やつ介かい事ごとに巻き込まれた　　　　　




北浜雄一はいかにして　　　　　




『最強最悪の調理人』　　　　　




との戦いに勝利したか？　　　　　









　　　　１




　　　『不ま味ずい弁当を食う北浜雄一』




「雄一、愛しているわ」

　くれなずむ放課後の教室。

　誰だれもいないはずの放課後の教室に、呼び出されて行ってみれば目を潤うるませた女からの告白。かすかにブレザーの制服が震ふるえて見えたのは錯さつ覚かくではなかったと思う。

　しかも、こちとら高校二年の男である。

　告白したのが物心ついた時から隣となりに住んでいる幼なじみで、しかも毎度毎度、俺おれに厄やつ介かい事ごとを押しつける立たて野の徳とく湖こでも（言うまでもないがザリガニを取りにいって一いつ緒しよにドブにはまったり、小学三年生の遠足の時にちょいと弁当の卵焼きをつまみ食いしただけで、飛とび蹴げりを顔面にくらわされた思いでのある幼なじみを、女としては意識してなかった）めんと向かって愛していると告白されれば、

「そうやったのか徳湖。じつは俺も前からお前が好きやったのだ」

　と答えたからと言って誰に責められよう。好きでもない女から告白されて、男はそれを受け止められるか？

　答えは、もちろんイエス。

　嫌きらいな女でない限りは絶対にイエス。

　ここでのモラルとは『少なくとも嫌いな女にはノーと言う』である。

　くどいようだが俺は高校二年生、若さがあふれているのだ。（若さを性欲ボンバーと言い換かえたければ言い換えればいい、だが同時に愛に脅おびえる優しい野や獣じゆうであることも忘れてはいけない）

「良かった」

　そう言って徳湖は俺の胸に飛び込んできたのだ。ドギマギしながら徳湖の背中に手をまわす。制服布地の独自の感かん触しよく。手をまわしながら俺が何を考えていたか？　答えは一つ。

　やはり学校でシテはまずいんじゃないだろうか。である。

　徳湖の、軽くソバージュがかった髪かみから漂ただようシャンプーの香かおり。その香りを女の匂においだと勘かん違ちがいするほど馬ば鹿かではなかったが、俺の頭の中では『知性』と『知能』と『知識』が、いきなりの展開に浮うき足あし立ってエンドレスな河内かわち音おん頭どを踊おどり狂くるっていた。

　ともかく手付けとしてキスはいいだろう。しかし舌はまずかろう。と、馬鹿な考えを思いついた、我が心の河内音頭トリオの命令に従って、徳湖の髪に手をまわしつつ体重をかけようとしたその時、徳湖は俺の手からするりと逃のがれた。

　闇やみよりも黒い瞳ひとみを包みこむ切れ長の目。白い肌はだに薄いルージュ。そして細いあご。（告白なんぞされてなけりゃ、『愛あい想そが悪い淡たん白ぱくな顔』の一言で片づけていただろうが）魅み惑わく的てきな笑みを浮かべつつ、徳湖はささやいた。

「雄一の為に、お弁当を作ってきてん。食べてくれる？」

　現在、時刻は午後六時前。露ろ骨こつに妙な話ではあった。

　だが、俺の『知性』は『たぶんこれはあれや。ほんまやったら、昼休み前に告白を済ませて食べてもらおうと思っててんやけども、言うに言えずに今までしまってたんや。たぶん。きっと』と都合のいい解釈をしたのだ。

　ま、ともかく北浜雄一の見解としては喜んで弁当を食べる事に決定した。

「わざわざ俺の為に作ってくれたのか？　ありがとう、いただくよ」

　生きつ粋すいの関西人である俺がなぜ標準語をしゃべったか？　今後の参考の為に覚えておくといい。関西人が無理に標準語をしゃべるのは二つの時しかない。緊きん張ちようしているか、ふざけているか、どちらかの時だけだ。
















　俺の声を聞いて徳湖は、満面の笑みを浮かべた。そして、かばんの中から弁当箱を取り出す。それは御ご存ぞん知じのとおりの小さい小さい『女子学生弁当箱（オレンジ色）』だった。

　以前から思っているのだが、こんな小さい弁当箱で食った気になるのだろうか？　俺はそんなに大食らいではないが、このサイズの弁当箱なら三個分位は食わなければ満足出来ないだろう。

　まあ、見方を変えれば家から持ってきている弁当と徳湖の作る弁当を、両方食っても食い過ぎにはならないともいえるが。いつのまにやら徳湖が俺の為に、毎日弁当を作ってくれると勝手な事を考えていると、目の前に弁当箱が差し出された。

　幸いにも割わり箸ばしがついている。少なくとも『女子学生弁当箱オプションスプーン』を使う必要はないみたいだ。

「はい、どうぞ」

　俺は弁当を受け取り、猫ねこがカツオ節にかじりついている絵のついたフタを開けた。そして、そこに見たものは……。

　カツ。イカリング。卵焼き。シーフードサラダ。御飯の上にかかった三色のソボロ。

　まあ、美う味まそうだった。弁当なので食欲を誘さそう香りまで望むのは酷こくというものだろう。俺は割り箸を割り、弁当を食い始めた。徳湖はそんな俺を真剣に見つめている。

　徳湖の次のセリフは決まってる、馬の鞍くらを賭かけたっていい。絶対に『美お味いしい？』だ。

　まず最初に肉ソボロと一いつ緒しよに御飯を口に入れた。そして、かむ。

　中学生の頃ころ、スマッシュの練習をしている卓球部の背後を通った時、お互いの不注意のせいで振ふりかぶったラケットが俺の眉み間けんに炸さく裂れつした事があった。

　その時の衝しよう撃げきと一緒だ。俺はソボロを食った途と端たん、脳のう髄ずいに閃せん光こうをともなう衝撃を受けたのだ。そう、

（不ま味ずい）

　のだ。しかも尋じん常じようではない。

　コーヒーに砂さ糖とうと間ま違ちがえて塩を入れれば不味い。塩味のコーヒーは不味いからだ。徳湖のソボロはそういうものとは違ちがう。次元が違う。世界が違う。ゲオルグの名にかけて無限性の濃のう度どが違う（俺は理系で勉強家なのだ）と言ってもいい。

　それにはソボロの風味すら残っていなかった。ソボロが巻き起こせる不味さではない。

　恐きよう怖ふ小説の大家、ラヴクラフトならば『ああ、それは名めい状じようしがたき味をもって私の薄灰色の器官に忍しのび込こんでいく』と表現したかもしれない。だが俺はラヴクラフトではなく北浜雄一なのだ。表現してみせよう。

　徳湖のソボロは、『さっぱりとしたアスファルト』もしくは『天てん津しん甘あま栗ぐりを作る機械の中で、栗と一緒にぐるぐる回っている石を柔やわらかくした物』の味がした。しかも徳湖は真剣な顔で俺を見つめている。動どう揺ようを悟さとられてはいけない。徳湖は微笑ほほえんで言った。

「六時までに全部食べてね」

　語尾にはハートマークが、ついていたかもしれない。馬の鞍ならくれてやる。ただし、この弁当も持っていってくれ。

　六時までにはまだ十五分程ほどある。こんな遅おそくまで活動をしているのは文化系クラブじゃデバッグに苦しむコンピュータ部ぐらいだろうと、ふと現実から逃とう避ひしている自分に気づいたが、弁当はいっこうに減る気配を見せない。俺は『発はつ狂きようして自分がチーズだと思い込んでいる煎せん茶ちや味』の黄色いソボロを口に入れた。

「でも良かった。雄一も私の事が好きやったなんて」

　己の助すけ平べ根性に後ろめたさを感じながらも俺は答えた。心に脂あぶら汗あせをかきながら。

「いやあ、それはもう、お前の為なら、ソ連兵、三十万とで、も戦った、るで」

　出席点だけで体育の授業を切り抜ぬけている男のセリフではないなと思った。

　ソ連が無くなった現在、ランボーは何と戦うのだろう？　意表をついてヤクザと戦うランボー５ってのを見てみたい気がしないでもない。三木のり平に怒いかりのボウガンを撃うち込むランボー。……弁当はまだ減らない。いくらあがこうとも現実からは逃げられない。だって地球は空くう洞どうなんだもん。

　大だい丈じよう夫ぶ、まだ正気だ。

　くった。

　くった。

　さらにくった。

　俺は重大な発見をした、人は『柔らかい地じ引びき網あみ味』のシーフードサラダを食べても、正気でいられるのだ。

　そろそろ六時になるせいだろうか、徳湖が焦あせり始めている。

「時に徳湖さんや、何を焦ってるん？」

　徳湖の顔には焦りの色だけではなく、何かを思い詰つめた表情すら浮かびはじめた。

「……ねえ、私の話を聞いてくれる？」

　俺はうなずいた。弁当はあらかた食べ終わっていて、残るはカツぐらいだった。何なに気げなく教室の時計と腕うで時ど計けいを見比べて一つ気がついた、教室の時計は五分遅おくれている。正確な時刻では、もう六時になって……。

　俺の耳に響ひびくのは爆ばく発はつ音おん。爆発音に混じってガラスの割れる甲かん高だかい音。この教室の廊ろう下か側の壁かべが大爆発したと俺は思った。冗じよう談だん抜ぬきで。だから俺が吹ふっ飛んだのも最初は爆ばく風ふうのせいだと思ったのだ。

　ほめてくれ。それでも北浜雄一は弁当箱を離はなしませんでした、だ。机つくえを巻き込みながら反対側の壁に叩たたきつけられたのが、本当は壁をぶち破りながらのタックルを食らったからだと気づけという方が酷こくだろう？

　あまりにも状じよう況きようが異い様ようだと思うんで、もう一度言う。俺は六時ちょうどにタックルを食らった。壁をぶち破りながらのドテライ男おとこのタックルだ。軽トラにはねられたような（比ひ喩ゆでも何でもない）衝しよう撃げきを受けたわりには痛みを感じなかった。本当だ。俺はタックルよりも、ドテライ男のセリフにダメージを受けた。そこいらのサラリーマンのように平へい凡ぼんな体と平凡な体つき、黒ずくめの服は着ているが目だし帽ぼうまでは被かぶっていない。とてもドテライ男には見えないドテライ男は言った。

「こんばんは」







　　　　２




　　　『一秒後　この世の驚きよう異いを知った北浜雄一』




　右手には箸はし、左手には弁当箱。足は後ろ受け身に失敗した時のようにアサッテの方向を向いている。ついでに言うなら鎖さ骨こつが折れているようだ。これが俺おれの今の状況。

　余よ裕ゆうしゃくしゃく、勝ち誇ほこった顔をしているのが通称ドテライ男おとこ。

　何が起きたのか把は握あく出来ずにおろおろしている哀あわれな子こ羊ひつじが立野徳湖……だったらまだ救われたんだろうが、わが立野徳湖嬢じようは状況を完全に把握しているようで、ドテライ男を見て舌打ちまでしていやがる。

　ドテライ男は徳湖に言った。

「では立野徳湖よ、古いにしえからの掟おきてにより『調味魔ま導どう継けい承しよう者しや』の地位と『秘伝の味』の製法をかけた戦いを始めるぞ。神しん農のうの舌にかけて戦いを受けて立つか？」

　間かん髪はついれずに徳湖は答える。

「嫌いややね」

「いややゆうてもあきまへん」

　関西言語圏けん以外の人間がしゃべる、無理やりな関西弁の嫌なイントネーションだった。ギリギリと徳湖の歯が怒いかりにきしむ音が俺の所まで聞こえる。そして徳湖は俺にむかって怒ど鳴なった。

「雄一！　はやくカツを食べて!!」

「させるか!!」

　ドテライ男が人間離れした速度で俺に迫せまってくる。その目は獲え物ものを狙ねらう獣けものの目。もしこのまま、もう一度タックルを食らって壁との間に挟はさまれたら、肉体は間ま違ちがいなく潰つぶれる。俺は徳湖の声に反応し、急いでカツを口に入れ、かみ砕くだいた。かみ砕きながら、

（カツなんか食わずにタックルを避さけりゃよかってんや）

　と思ったが後の祭り。ドテライ男のショルダータックルを、ノドボトケから胸にかけて食らっていた。壮そう大だいに潰れる音。白い光。

　俺は不思議にも潰かい死ししなかった。壁はまるで俺なんかよりも百倍デリケートなのだと言いたげに潰れた。のどと胸に激げき痛つうを覚えながら、俺は壁を突つき破り転がった。転がりながら冷たい興奮感にとらわれていく。

　まず視覚に変化が起きた。判りやすく言えば焦しよう点てんが消失した。焦点を無くした視覚が地面と夜空を交こう互ごに知覚していく。

　俺はまだ転がっているのだ。ついさっきまで、間ま抜ぬけに河内かわち音おん頭どを踊おどっていた『知能』は、いつのまにやら百戦錬れん磨まの軍師になったのか？　俺は今自分がどのように転がっているか完全に理解していた。

　やがて思考が疾しつ走そうする。




・俺の体と地面の摩ま擦さつがどれくらいかを無意識にはじき出した俺が足を延のばすと同時に靴くつと地面が擦こすれていく抵抗感に体重をかける俺は心地好よく重心を低くしながら駆かけるのはすでに二本足で器用に疾走する狼おおかみの息で無む味み乾かん燥そうな焦点を無くした映像情報として視野内を左目が脳に伝える時に右目は俺がはじき出された穴あなに焦点を結ぶ時にドテライ男の笑みと交差する時に俺も笑う・




　駆ける。




・俺自身の力で壁かべをぶち破る轟ごう音おんを友にして俺は教室の中に舞まい戻もどりドテライ男の油断を見る・




　教室の壁をぶち破り吹ふっ飛ばされて、それでも俺は舞い戻った。

　俺は、全神経をドテライ男の動作に集中した。

　ドテライ男は息を吸った。俺にも充じゆう分ぶん判るぐらいに大きく。お返しに俺はタックルを仕し掛かけた。壁ではなく柱で挟むように。柱に、めりこむ音と同時に男のどこか胸の辺あたりの骨が折れる音。徳湖を見れば、ゆっくりと俺の方を振ふり向むこうとしている。

　この教室にいてはまずい。ノドボトケが陥かん没ぼつしているドテライ男は、死んではいないだろうが気絶はしているだろう。

　俺は暴れる徳湖を肩かたに担いで教室から出ていく。

　徳湖が叫さけぶ。

「雄一！　奴やつに早くとどめをさして!!」

　俺はまだ人殺しにはなりたくなかったので徳湖の言葉を無視した。




　　　　＊




　絵を描いた事があるだろうか？　適当なやっつけではなくて真剣に。風景画でも人物画でも何でもいい、上う手まく描きたくて仕方がないのに思うように描けない、焦あせって焦ってどうしようもなくなった後にフッと力が抜ぬけて筆が動きだす妙なリラックス感。その脳の状態ってのは普通の時とは明らかに違ちがう。俺がほんの数秒の間にドテライ男を叩たたきのめした時の感覚はそれに似ている。俺はそれを『冷たい興奮感』、『思考の疾走』と名付けた。

　徳湖を担いで別の無人の教室に逃にげ込こんだ時には、もう普通の精神状態に戻っていた。

　徳湖が、なんやかやとわめいているが、俺は無視してタネ明かしをさせる事にした。

『放課後の教室で繰くり広げられる、ちょっぴり甘あま酸ずっぱい思春期のメモリアル』と『放課後の教室で巻き起こる血で血を洗う、ちょっぴり死の香かおりが漂うジェノサイド』心ひかれるのがどっちかは言うまでもないが（もちろん、前者だ！）先にけりをつける必要のあるのがどっちかというのも言うまでもない。

「徳湖さんや。事情を説明してもらおうか」

　徳湖の顔も先刻までの『愛の嵐あらし』モードからいつもの顔に変わっていた。さっきの告白が、ただの芝しば居いなのは既すでに明らかだ。

「……銀山が言っていたでしょ。彼は私の調味魔ま導どう正統継けい承しよう者しやとしての地位と継承者のみが調味出来る『秘伝の味』を狙ねらっているの」

　一度笑う。しばし間をおき、さらに笑う。一度目はドテライ男が銀山という名前だったから。二度目の笑いは徳湖の説明がふざけていたから。

「お嬢じようちゃん、そういうのは『どこか影を背負った謎なぞの転校生』が言うセリフやぞ。しかもその転校生ならば『駄だ目めよ北浜君。これは私達チョーミマドーケーショーシャの問題なの。無関係な北浜君を巻き込むなんて出来ないわ』と言うやろうぞ」

「……少なくとも雄一なら『何を言ってるんだい、僕ぼくが君を見捨てるなんて出来ないさ』とは言わんでしょうね。いや、言うか？　さっきみたいな助すけ平べ面づらで」

　野の太ぶとい声で言い返してやった。

「ひどいひどいわ。僕をからかったのね。さっきの告白は噓うそだったのね？」

「ああでもしなきゃ、あんた私の弁当を食べんかったでしょ？」

　ジグソーパズルのピースのように、幾いくつかの理り不ふ尽じんな謎が転がっていた。徳湖の今の言葉でピースの幾つかが結びつき、大きなピースになった。俺に弁当を食わせる為に徳湖は告白の芝居をしたのだ。結合した大きなピースは理不尽を通り越して、不ふ条じよう理りですらあった。徳湖の言うとおり恋れん愛あい感情（もしくは助すけ平べ心ごころ）が絡からまなければ超ちよう越えつ的てきに不ま味ずい弁当を食べきる事は出来なかっただろう。だが、そこまでして、なぜ弁当を食べさせる？

　徳湖が続けて言った。

「あの弁当を食べていなけりゃ、雄一は銀山に殺されてた」

　さらにピースが、つながった。『ドテライパワーを持つ銀山と戦う為には、ドテライパワーを呼び起こす弁当を北浜に食べさせねばならない。しかしドテライ弁当はドテラク不味い。その為には色いろ仕じ掛かけが一番』

「ちょい待て。あの弁当を食ったから俺は銀山に勝てたのか？」

「決まってるでしょ。雄一が銀山を倒たおしたのは尋じん常じような動きやなかったでしょ」

　算数や数学が判らない奴やつは、どこでつまずくと思う？　それは数学的論理を現実問題に例たとえられなくなった時からだ。三＋五は三個のミカンと五個のミカン、足したら幾つになる。という『例え』に置き換かえれる。虚きよ数すうみたいに極度に抽ちゆう象しよう的てきな理論が難解と感じるのは、その置き換えに無理が生じるからだ。徳湖の理り屈くつは単純明快で、理不尽な部分は一つしかない。（なぜ、弁当を食えば強くなるかは仮定としておいておくのだ）それは不味い弁当を食うのは徳湖であるべきで、俺である必要性がないって事だ。

「それやったら、お前が弁当食って銀山とやらと戦ったらええやんけ」

　徳湖は、さも当然のように答えた。

「……あんな不味い物を食べたくないやん」

　腹が立った。冷たい興奮感は怒いかりによって巻き起こるらしい。俺の目から焦しよう点てんが消えたのを見て徳湖は慌あわててフォローする。

「てのは冗じよう談だん。生物学的には女性は男性よりも安定してるでしょ？　今の弁当みたいに、戦せん闘とう能力にかかわる調味魔ま導どう食は女性には効果が少ないのよ。それに頼たよれる男の子は雄一しかいなかったから……」

　何をいまさら甘あまえていやがる。いつだってそうだ。厄やつ介かい事ごとはいつも俺に押おしつけやがって。怪け我がさせても心が痛まないのは俺だけだと言いたいのだ、この女は。

　だいぶ外が騒さわがしくなっている。それはそうだろう、教室が一つ半はん壊かい状態なのだから。

「そもそも調味魔導ってなんやねん」

　徳湖は机つくえに座りながら答えた。

「発はつ祥しよう地ちは中国らしい。よく知らないけど、漢方薬を考え出した人が編あみ出した術と言われているわ。だから一説には『神しん農のう』が創始者とも伝えられてるの。

　単純な例えで言えば、人間は砂さ糖とうを食べれば太るわよね？　では、もし砂糖と全まつたく同じ甘さの物を食べればどうなると思う？」

「砂糖と同じ味の合成要素に、人間を太らせる物質があれば太る」

　徳湖は溜ため息をついた。

「普通はそう考えるよね。けど調味魔導はそうは考えない。砂糖と全く同じ味を再現すれば、その味は砂糖と同じ効果を人間にもたらす。と考える」

「何をふざけた事を」

「ではこう考えて。人間が砂糖の甘あま味みを感じた時の反応が起こると」

「それはまあ、砂糖と同じ味やったら人間は砂糖に対する反応を起こすやろうけど」

「ある種の毒と同じ味を合成すればその味で人を殺せると思う？　人間はその毒に対する拒きよ絶ぜつ反応で死ぬんだとしたら」

　俺は、とっさに否定出来なかった。

　小学校の時の漆うるしアレルギーの友達が、漆塗ぬり風のプラスチック箸ばしを持っただけで、かぶれたのだ。かゆがったのではない、かぶれたのだ。

「これが調味魔導の基本理論。次は高度な応用理論ね。では、この世に存在しない味を人間に食べさせるとどうなるか？」

　俺は答えられなかった。

「判るわよね。さっき雄一が食べた弁当は、この世にあらざる味やったのよ。筋力を増大させる味、反射神経を高める味、知覚能力を引き上げる味、平へい衡こう感覚を研とぎ澄すます味に、治ち癒ゆ能力を促そく進しんさせる味。正確に言うなら筋力を増大させたりする反応を、人間に引き起こさせる味なんやけどね。銀山も似たような物を食べていたはず」

　突とつ然ぜん、教室の扉とびらが開いて銀山が登場。徳湖は驚おどろきもしない。俺はなぜ徳湖が銀山にとどめを刺させと言ったのか理解した。俺の鎖さ骨こつと同じように、銀山の胸骨と陥かん没ぼつした、ノドボトケも元に戻もどっていたのだ。

「よお、銀山の先生。扉の使用方法を知ってたんや？」

　Ｄ・アダムスばりのアメリカジョークは銀山には理解出来なかったらしく、俺は無視されてしまった。銀山は徳湖に言った。

「なかなかいい『験師』ではないか。それとも調味魔ま導どうで死への恐きよう怖ふを消しているのかな？　しかし立野徳湖よ。事実関係ぐらいは説明してやったらどうなんだ」

　俺は推すい論ろんした。『験師』とは何か？　女調味魔導師の代わりに戦いを受け持つ男。そんなところだろう。徳湖がいつまでたっても説明しようとしないので、銀山が代わって口を開いた。

「さっきの説明で調味魔導とは何かは判っただろう？

（俺は少し考えた。銀山は調味魔導によって五感まで研ぎ澄ましているのだろう。それで俺と徳湖の会話を聞いていたのだ。廊ろう下かの外で。俺は大声を出して銀山の鼓こ膜まくを破ってやろうかと思ったが、馬ば鹿からしいのでやめた。銀山が、そんな弱点を持つ調味魔導を自分自身にほどこすはずがないではないか）

　俺はその調味魔導師として生まれ、育てられた。ただ継けい承しよう者しやになる為だけの人生だったといってもいい。ところがどうだ？　先代の継承者はどこの誰だれかも判らない、そこの小こ娘むすめを継承者として認め、秘伝の味まで伝授しやがった。俺は立野徳湖を探した。そしてついに見つけたのだ。古いにしえより継承者に異議がある場合には、戦いを仕し掛かける権利が認められている。昨日きのう、立野徳湖に今日の午後六時をもって戦いを始めると宣言したのだ」

　疑問を覚えた俺は、口をはさんだ。

「え？　徳湖の家が調味魔導にゆかりがある一族とかそういうんでは……」

　徳湖が首を横に振ふる。

「いいや。こないだの夏休みに信州の田舎いなかに帰ったときに、爺じいさんにナンパされてひょこひょこついてったら教えてくれてん。調味魔導を」

　銀山への同情心が芽め生ばえ、俺は徳湖に冷やかな視線を送った。

「あ、大だい丈じよう夫ぶよ雄一。やらしい事はされんかったから」

　銀山の怒いかり、おして知るべし。

「徳湖。銀山氏に究極の味か秘伝の味か教えて、信州へお引き取り願ったらどうや」

　徳湖は感情のたかぶりを抑おさえる為にか、逆に静かな口調で答えた。

「……嫌いやよ。師し匠しようの仇かたきに秘伝の味を教えるわけにはいかない」

　もてあそばれた女を弁べん護ごするつもりはないが、徳湖はそうお気軽に人をだましたり陥おとしいれたりする女ではない。知っている限りでは。その徳湖がなかなか外げ道どうな方法で俺に弁当を食わせたという事は、それなりの事情、おそらく誰かの生き死にが絡からんでいるのだろう。

　俺の為に言ったのか、自分の為に言ったのか、徳湖はつぶやいた。

「この人は師匠を殺したのよ」

　銀山は否定せずに笑った。そして笑いの後に何かを言おうとした。奴やつが正確に何を言おうとしたのかは判らない。

　だが、奴が師匠とやらを殺した理由を言おうとしたのは確実だ。俺は人の死を正当化する奴が嫌きらいだった。『彼は××だから死んでも仕方がない』『××だから彼は死んでも本望だろう』どちらにしても、それは生きている者の思い上がりにすぎない。ふだんならただ、嫌けん悪お感かんを覚えるだけだろうが、今の俺は広がる冷たい興奮感を覚えてしまった。俺は見ず知らずの爺さんの仇をとろうとしているのだ。銀山の口が小さく開き俺は思考を疾しつ走そうさせた。




・銀山の口が小さく開いてすぐに奴の舌が奴の上あごに触れた時に俺は足の裏の摩ま擦さつと重量感を感じつつ駆かける駆ける駆ける俺の目が奴の舌が前歯を撫なぜてサかタかナ行の発音をする寸すん前ぜんに奴のあごを右手で下から上に打ち抜ぬくと奴の口から奴自身がかみ切ってしまった舌の一部が吐はき出され衝しよう撃げきで奴が吹ふき飛ぶ時に俺は奴の目から焦しよう点てんが消え去るのを確認した為に出来た隙すきの為に奴の膝ひざ蹴げりを胸に食らい二人は跳はね飛ぶ俺と奴は跳ね飛んだ・




　だいぶ判ってきた。冷たい興奮感と普通の精神状態への切り替えは瞬しゆん時じに出来る。俺の手に押おされて銀山は自分の舌をかみ切った形にはなっている。

　だが、銀山は自分の舌を、かみ切り始めた時と、かみ切り終えるまでのほんのわずかな瞬しゆん間かんに切り替えを終えていた。常時、自分を冷たい興奮状態においておくのが一番なのは確かだが、筋肉に無理な負担が掛かかりそうなので、俺は随ずい時じ切り替えていく事にした。銀山もそうしているので間ま違ちがった考えではないだろう。口元から血を垂たれ流しつつ銀山が言った。充じゆう分ぶんな間合いがあるので同じ手は通用しない。

「なかなか上う手まい調味だな。

　闘とう争そう本能と知性をそこまで融ゆう合ごうさせる味って難しいんだぜ」

　その言葉は俺に対して語られていた。どうやら銀山は俺を一人前の敵として認めたようだ。つまり、いまさら謝っても許してはくれないってわけだ。




・体の固さを確認した俺が壁かべをぶち破り廊ろう下かに転がるとすぐに同じ音をたてた奴やつが俺を追い掛けるので俺は廊下を走り続ければ追う奴は舌からの出血を抑おさえる為に血圧の制せい御ぎよを失うのを恐おそれる為にどこかに無理が生じるのを俺は狙ねらい走り続けると流れる視野に生徒の姿が流れるが俺を知覚するのは可能だが俺だと認める気になるとは考えられない時に奴の足音が近づく奴はけりをつけたがっているのは俺の考えがあっている証しよう拠こであろうにしても人目が少ないにこした事はないだろうから俺は回転しだしたのは奴の拳こぶしが俺の背中をかすった為にバランスが崩くずれた為である回転をすぐに止める前に奴の蹴りが俺の腹を打ち抜くと同時に俺は痛みよりも純じゆん粋すいに行動力の減げん衰すいを考え抜いた足は駄だ目めだ信しん頼らいに欠ける事に今の奴の蹴けりでなったのだから俺は手で廊下を押し上げ俺は空中に跳ね飛んだので奴の拳は空をきると同時に俺の足が廊下の天てん井じように触れている落下を制御する為の蹴りぐらいは出来ると俺は考え天井を蹴るが甘あまく奴の振ふり返りざまの拳が俺の右脇わき腹ばらを打つ俺は吹ふき飛ぶ廊下の外に面するガラスを打ち破り校舎の外の体育用具入れ等がある裏庭に飛び出しつつ用具入れと同時に認識するもう一つの建物を見て俺は慌あわてるが奴はその小屋の意味に気づいていなく俺を追い掛けて再び拳を俺に放って俺をその小屋とはさみ打ちにするつもりだやめろそれは変電施し設せつだ高電圧注意の看かん板ばんが目前に迫せまるやめろお前も感電する・




　俺と銀山は変電施設に突つっ込こんだ。

　破は壊かいと共に引きちぎった配線から、俺たちの体に電気が流れこみ、肌はだには千本の針を刺さされた激げき痛つう。熱。そして空白。
















　　　　３




　　　『五分後　立ち上がる北浜雄一』




　焦こげ臭くさい匂においで目が覚めた。制服が焦げたのだろうと俺は考えた。死んでいないのは謎なぞだが、恐らく致ち命めい的てきな高電流は流れなかったのだろう。だが確認したくとも体が動かないのだ。目を開けるのも、面めん倒どうだった。涼すずしげな徳湖の声だけが俺の耳に響ひびく。

「あなたの負けよ銀山。それ以上、動くと舌からの出血を制御出来なくなるわ。これを食べて」

「……わかった。俺の負けだ」

　俺に近づく足音。俺の肩かたを抱だき、下ろす。首の後ろには布ごしに感じる膝ひざの感かん触しよく。徳湖の匂い。顔に当たる涙の感覚。そして徳湖の涙の味。

「ごめんね雄一。いつもあんたに迷めい惑わくかけてばっかしやのに、今日もこんな目にあわせてしまって」

　間ま違ちがってもらっちゃ困る。『お前の膝ひざ枕まくらと涙さえあれば俺はどんな困難にも打ち勝ってみせるぜ』なんて、俺は考えない。『この土ど壇たん場ばで涙を流してそれで全すべてをチャラにするつもりかこの外げ道どう』と俺は思った。俺が目を開けると、徳湖は慌てて涙をふいて、いつもの強気な口調で言った。

「どう？　怪け我がはない？　あれぐらいの電流じゃ、命に別状はないと思うけど」

「怪我はないが、疲つかれた」

　徳湖に肩を借り、俺は立ち上がった。徳湖がうれしそうに俺の耳元でささやいた。とっておきの冗じよう談だんを発表する時の、ほほえんだ声ってやつで。

「北浜君。今度お礼に手料理でもごちそうしましょうか？」

　俺の答えは、よそよそしい声で。

「そうかい？　楽しみだなあ、立野さん」

　そう。俺は心にもない噓うそをついた。

　閻えん魔ま大王に舌を抜ぬかれりゃ、徳湖の料理を味わわずにすむからだ。
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　　　　１




　　　『サンフランシスコの、ユゲ・ビブルオックス』




　ひゃっほう。

　ゲームをしよう。何、簡単なものだ。

　今から俺おれが言う状じよう況きようを頭の中で想像してくれればいい。情報は小出しにしていくが、やがては一つの風景になる。

　その風景を想像できれば、あんたの勝ち。まあ、勝ち負けにあんまり意味はないが。

　では。

　１　真夜中のサンフランシスコ。

　想像できただろうか？

　２　そのサンフランシスコにある大きな倉庫。太平洋に面し、月明かりを浴びている、倉庫に充じゆう満まんする潮しおの香かおり。

　３　潮の香りに混じる、強きよう烈れつな血の臭におい。潮の香りと血の臭いに混じる、はじけた肉の臭い。

　４　倉庫の床ゆかの、あちこちに機き関かん銃じゆうで射殺された多くの死体。多くの血ち溜だまり。

　５　倉庫の中で生きているのは二人の人間だけ。一人は床にうずくまり虫の息。もう一人の、全身の傷から出血している男は、そいつを見下ろして銃を構えている。

　６　うずくまる金きん髪ぱつの中年はチャーリー、麻ま薬やく王おうの異い名みようを取る豚ぶた野や郎ろう。銃を構えている黒くろ髪かみの色男は俺。

　７　豚野郎は麻薬王どころか『デイレル』であり、




「ユ、ユゲ!!」

　おっと。ゲームは中断だ。チャーリーが俺を呼んでいる。俺は足を使ってチャーリー・デイレルを仰あお向むけにした。

「グッモーニン、チャーリー、いや、デイレル。俺一人を殺す為に、自分の部下を巻き込こんで銃の乱射、なかなか素す晴ばらしかったぞ。まさにデイレルらしいやり方だ。もう少し運があれば、俺にもっと傷を負わせられたかもな。血圧の制せい御ぎよは得意だから、この程度の傷じゃ俺は失血死しないぜ」

　デイレルは顔を引きつらせ、強がった。

「へ、へ、へ、勝ったつもりか、ユゲ・ビブルオックス!!」

「……勝ってるではないか」

　確かに口を利くだけで全身の傷が痛む。だが、ここで気絶するわけにはいかない。

　外げ道どうの悪あく魔まは笑って吠ほえた。

「へ、へ、残念だが、パウ・デイレルの書はここにはない。すでに日本へ送ったあとだ。戦いはまだ終わらん。だが、次のデイレルで全すべては決するはずだ。次のデイレルこそ、全デイレルの中で最強のデイレルになるぞ、ユゲ。お前らは敗北するのだ。世界はデイレルの前に屈くつするのだ。デイレルが望みさえすれば全人類は発はつ狂きようするかもしれん。人類は、世界に光が存在した事を後こう悔かいするのだ!!」

　ひゃっほぉぉぉぉう!!

　そこまで聞けば充じゆう分ぶんだ。俺はデイレルを消し去った。さて、倉庫から逃とう走そうする為には残った力を絞しぼり出さなければならない、俺は自分の体を触さわった。かすかだが燃え上がる力。




・俺は全身の出血に気づかいながら可能な限りの速度で走り走り走る時・




　倉庫からだいぶ離れた所で、俺はぶっ倒たおれた。意識は、はっきりしているが、デイレルのせいで負った傷は五、六か月では治りそうもない。

　……俺だってやる事はやった、日本まで面めん倒どうが見られるか。

　デイレルが世界を征せい服ふく？　あんなのはチャーリー・デイレルの悪あがきのハッタリに決まっている。




　たぶん。







　　　　２




　　　『夢見る北浜雄一』




　俺おれの拳こぶしが七色に光って必殺のヒポグリュフアッパーカットが銀山を捕らえ撃うち抜ぬく。

　俺は肩かたで息を切らせながら、つぶやく。

「か、勝った。なんとか銀山に勝った」

　だが、そんな俺をせせら笑うかのような、ざわめきが辺あたり一面に巻き起こる。

　俺の五感は、ざわめきと共に現れた多数の気配に戸と惑まどう。

　ざわめきは数多くの人影になり、その影の一つが俺に向かって、しゃべり出した。

「北浜雄一!!　よくぞ銀山を倒した。だが、そいつは我らの中で一番の若じやく輩はい者もの」

　いきなりの衝しよう撃げき的てき宣言に、俺は飲みかけていたコーラを吐はき出した。

　口をふきながら、隣となりで出で刃ば包ぼう丁ちようを持ってカツオを三枚におろしている徳湖に怒ど鳴なる。

「待たんかい!!　そんなんありか!!」

　徳湖はカツオを火（炭火の七しち輪りん）であぶりながら答えた。何を今いま更さらって声だ。

「ありよ」

「……そんなん、嫌いややぞ」

　あぶったカツオを氷水の中に入れて（どうやらカツオのタタキを作っているみたいだ）徳湖は言い返してきた。

「嫌や、ゆうても現実は変わらないわ。

　ところで雄一、京橋の居い酒ざか屋やではカツオのタタキをカツオのシバキっていう関西ナイズなネーミングで呼んでるって知ってる？」

「あぁ、聞いた事ある。……いや、今はカツオのシバキが問題やなくてやな、銀山みたいなんが、まだまだ何人もおるのか？」

　影が答えた。

「天暴星・銀山の技量は我らの中でもっとも劣おとっていたのだ」

　テンボウセイ？　天なんとか星と言えばやはりあれか？　水すい滸こ伝でんの偉えらい方の三十二人のあれなのか？　調味魔ま導どう師しは、あれと同じで星の異い名みようを名乗るのか？

　俺は影に叫さけぶ。

「すると貴様らは徳湖と銀山を除のぞいて三十人もおるのか？」

「違う」

　では水滸伝百八の魔ま星せいが全員？

　俺はフラフラになりながら聞く。

「ほんじゃ徳湖と銀山を除いて百六人もおるんかいな!!」

「違う」

　内心、ホッとした。

　なんぼなんでもそんなに継けい承しよう者しや候補がいるわけがない。ここらで一発ジョークをかましてやれ。

「判った。徳湖と銀山を除いて三百六十三人いるんや」

　ちょいとマイナーだが、封ほう神しん演えん義ぎという中国古典の物語がある。それに出てくる主要人物というのは三百六十五人いるのだ。

「惜おしい。そこの娘むすめは我らの名めい簿ぼの勘かん定じように入ってないので、我らは銀山を除いて三百六十四人いる」

　あごが外はずれそうになった。

　安物のマッドサイエンティストみたいな笑顔をして徳湖が俺に告げる。

「一か月、一人の勘定でたおしていっても三十年以上かかるわね。でも大だい丈じよう夫ぶ。パワーアップした敵に対抗して、私の調味魔導もパワーアップ!!　勿もち論ろん、味の破は壊かい力りよくも、さらに倍ばい増ぞうしてるわ。さあ、雄一、手始めにこのカツオのシバキを食べて」

　俺は絶ぜつ叫きようした。

　そして悪夢から目覚める。

　耳に心地好い、雀すずめのさえずり。柔らかな朝日、駆かけ抜ぬけるそよ風。見慣れた俺の部屋。そして今の悪夢。

　……最低の朝だ。

　もしかして銀山との戦いまで、悪夢の一部だったのか。

　だが、壁かべに引っ掛けてある制服の細かい焼やけ焦こげが、あの戦いは現実だと物語る。
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　　　『二時間後　北浜雄一の平へい凡ぼんな学校生活』




　悪夢の余よ韻いんが覚めやらぬまま、俺おれは学校へ行った。

（今日はゲンが悪いから学校は休みや）と、やりたかったが、今日は数学部の部会議があると副部長の涼りよう子こちゃんが言っていたので、まじめに登校したのだ。

　いつもどおりの学校。

　教室の中も、いつもどおり。

　銀山と戦った後、しばらくは、謎なぞの校舎破は壊かい事件（銀山との壮そう絶ぜつな体当たり合戦の傷きず痕あととも言う）の犯人探しと、半はん壊かい校舎の補修工事でどたばたしたが、それも収まり平和な日常が戻もどってきたのだ。

　校舎破壊事件は迷宮入りになった。あんな理り不ふ尽じんな破壊は現代の科学では説明不可能だから仕方あるまい。おかげで助かったが。




　教室の中で徳湖は、調味魔ま導どう正当継承者としての十じゆう字じ架かを背負ったが為の、憂うれいを帯びた目をしているわけもなく、いつもどおり、ちょいと無ぶ愛あい想そな顔でア〇ヒ芸能を読んでいる。

　……ア〇ヒ芸能。朝っぱらから女子高生が読む雑ざつ誌しか？　この女は何を考えてるんだ。まあ、どうせ好奇心の強い徳湖の事だ、ヤクザの抗争記事でも読んでるんだろう。

　ア〇ヒ芸能をからかって、隣となりの席の男が卑ひ猥わいな冗じよう談だんを徳湖に言ったが、もっと凶悪な冗談で切り返されている。甘あまい奴やつめ、徳湖にその手のオチョクリが通じるとでも思ったか。

　徳湖を見ていると不思議な気分になる。

　子供の時から知っている徳湖はいつも、こうだ。絶対に自分のペースを崩くずさずに、理路整然としている。言いたい事はずけずけ言うし、やりたい事は好きなようにする。

『自分勝手な天才？』

　いや、そうではない。いつも強気だが、強がってるわけでもない。

　計算高い人間なのは確かだ。だが、冷れい酷こくというイメージからはかけ離れている。友達も多いし。

『本当は心優しい人間なのだがクールぶっている？』

　これも違ちがう。あいつが自分に正直なのは確かだ。あいつは普ふ段だんは無愛想だが面おも白しろい時には笑う、腹がたてば怒おこる。徳湖に一番縁えん遠どおい言葉は『愛想笑い』だろう。

　徳湖の顔を見てるだけでは、どう考えても目の前で師し匠しようを殺されたという過去を背負ってるようには見えない。

　調味魔導の一件は、『とうてい何も背負い込んでませんよ』という態度自体が、背負ってるものの重さの証しよう拠こなんだろうか。

　あぁ、判らん。

　そういや、あいつが色気づいたのはいつ頃ごろだったろうか？

「どうした北浜。立野さんにでも見とれてるんか？」

　振ふり向いてみると、そこには我が宿敵、西にし中なか島じま良りよう太たがいた。

　身長は俺より五センチほど高くて、体重は六キロ上。

　普段使う筋肉を重点的に鍛きたえこんだ体は、とてもコンピュータ部には見えまい。引きしまった顔とその言動が我が宿敵にふさわしい男である。

　うむ、ホモ雑誌の表紙がつとまりそうなほどの色男だ。

「よお、色男」

　椅い子すに座りつつ、俺は悪夢の記き憶おくを断ち切る為に西中島良太に聞いてみた。

「ところで西中島良太。俺って普通の高校生やな？　どこをどう見ても」

　質問も質問だが、答えも答えだ。

「どこの世界の普通の高校生が他人に、自分が普通の高校生かと確認をとるねん。このトンチキが!!」

　俺は朝からトンチキ扱あつかいされてしまった。

「誰だれがトンチキやねん!!　こう見えても俺は知能指数三百五十の天才やねんぞ」

「北浜、いいことを教えてやろう。知能指数は最大でも二百が限度なのだぞ。恥はずかしいからそういう噓うそは言わんほうがいい。

　それに今じゃ知能指数は創造性とは関係ないんじゃないかという説があって、あまり重要視されてはおらん。知能指数で大おお騒さわぎしてるのは十年前のＳＦぐらいやぞ」

　ぬう。さすがは我が宿敵、実用性に乏とぼしい知識が豊富だ。それに痛い所を上う手まく突ついてくる。

「いや、だからや、そういう間ま抜ぬけなハッタリをかますところが、いかにも平へい凡ぼんな高校生やなあ。という気がせんか？」

　西中島良太は髪かみをかきあげ、いらつきのジェスチャーをしながら答える。

「己の愚おろかさを自覚している者は愚ぐ者しやではないぞ」

「西中島良太。君は僕ぼくを買いかぶり過ぎているんだ。僕が何をしたって言うんだ」

　鋭するどく指し摘てきされた。

「貴様が、校舎を破は壊かいした張本人だというのは判っている」

「わははは。何を非科学的な発言をしているんだい。あんな破壊活動は個人の力では不可能だと生徒会も納なつ得とくしたではないか」

　その目に、冷たくも激はげしく燃え盛る知性の炎ほのおを灯ともして、西中島良太は反論した。

「いや、個人の力でもプラズマの力を利用すれば説明可能だ」

　……だんだん嫌いやになってきた。

　俺もよせばいいのに聞いてしまった。

「ほお。どういう説明がつく？」

「良かろう。まず北浜がプラズマを発生するんだ」

　判ってる。ここで突っ込んで西中島良太の話を止めるべきだった。だが、俺はあまりの単刀直入さに言葉を失っていたのだ。

「そしてプラズマを校舎の壁かべに当てる。するとプラズマから破壊エネルギーが噴ふん出しゆつして壁が壊こわれるのだ」

　絶句してる俺に代わって、いつのまに来たのか徳湖が突っ込んだ。

「何を朝から間抜けな話をしてるんよ」

　取ってつけたようなオーバーアクションで西中島は驚おどろく。

「やや、これは意い地じ悪わるなクラス委員長」

「誰が、意地悪なクラス委員長やねん!!」

　おお。さすがは我が宿敵、言いえて妙な発言だ。外見的には徳湖はそう見える。

　まあ、外見的にはそうでも、徳湖が口を開けば『意地悪なクラス委員長』が『アナーキーでバイオレンスな発言が目立って、除じよ名めいされてしまったクラス委員長』になるが。

「徳湖、何か用か？」

「聞くともなしに、あんたたちの間抜けな会話が聞こえたから、わざわざ突っ込みに来てあげたのよ」

　そして腹を立てた徳湖はとんでもない発言をしやがった。

「けど、本当にあんたたちって言動や性格が似てるわね」

　俺のどこが西中島良太に似ているというのだ？　怒おこって俺は言い返す。

「徳湖!!　いい加か減げんな事を言うと、お前をなれなれしく『とっこ』と呼ぶぞ」

　なぜだか知らぬが徳湖は『とっこ』と呼ばれるのを嫌がっている。女友達にも『立野』か『徳湖』と呼ばさせているぐらいだ。

「なにぃ!!　そんな事したら私もあんたたちを『りょうちゃん』『ゆうちゃん』で呼ぶわよ、それでもいいの？」

　よくないわい。『りょうちゃん』『ゆうちゃん』では、なんか、全然面おも白しろくないのに人気だけが先行して、いい気になってる関東の若手漫まん才ざい師しみたいではないか。

「とっこに、りょうちゃん、ゆうちゃん。授業を始めるから、とっとと席に着け」

　響ひびき渡わたる英語教師の声。

　クラス中の笑いを買いながら、徳湖と西中島良太は席に戻もどり、俺も自分の席に座り直した。西中島良太は席に戻る途と中ちゆう、学園マンガのギャグメーカーみたいな口調で、頭を叩たたきながら『こいつぁいっけねえや』と言いやがった。

　俺はこんな奴やつには絶対似てない。




　　　　＊




　特に何の事件もなく（普通はそうだ）午前中の授業が終わり、昼休みになった。

　西中島良太を始めとする学食利用者はベルと同時に必死の形ぎよう相そうで食堂に向かい、今の教室は静かなもんだ。

　俺は弁当を持って、俺の席から三列右で一つ前の徳湖の席に行き、今朝の悪夢の話をしてみた。徳湖はサンドイッチをぱくつきながらしゃべりだす。
















「大だい丈じよう夫ぶよ。銀山みたいな調味魔ま導どう師しが何人もおるわけやないから。

　普通、正当継けい承しよう者しやは五人の直系の弟子をとるねん。

　五人といっても、その中で後こう継けい者しや争いをやらせたりするんやなくて、次期継承者とその補ほ佐さみたいな感じでね。

　私の師し匠しようの天山も銀山と四人の弟子を持ってたわ。まあ、銀山以外に直接会った事はないけどね。私は天山師匠の六番目の弟子で」

　五人の弟子？

「待て。ほんじゃ銀山以外の四人が、銀山の弔とむらい合戦を仕掛けてくる可能性があるんやないのか？」

「いや。調味魔導って基本的に一いつ子し相そう伝でんで、銀山と他の四人じゃ伝でん承しようされた技の格が違ちがうねん。銀山が負けた相手に、ケンカを売るなんて無茶はせんと思う」

「技の格ねえ？　そういや銀山が、俺は半生をかけて調味魔導師になったと言ってたが、そんな難しい技術をお前は一か月でマスターしたんか？」

　徳湖は説明を『例たとえ』でする癖くせがある。

「……英語で例えてみる？　銀山ってのは英文学のエキスパートで、思考形態を英語に切り換かえられるってとこやね、海外留学中の英文学専せん攻こうの大学院生みたいなもん。

　他の四人の弟子は、英単語の一部を知っているだけで、英会話は勿もち論ろん、英作文も、出来やせえへん。ただし、結構、特とく殊しゆな英単語を知っている。

　私は小学生程度の日常会話が出来る程度。けども私は一応自分自身の力で、調味魔導を精しよう進じん出来るレベルではあるけどね」

　当然、沸わき起こる一つの疑問。

「もしかして銀山って、無む茶ちや苦く茶ちや強い調味魔導師やったのか？」

「そうよ。銀山の頭の中には、ありとあらゆる調味魔導の応用調味が詰つまってる。

　師匠が死んだ今、調味魔導師の中で最高の知識を持ってるのは奴よ」

　そんなのと戦っていたのか。俺は。

「徳湖。お前はそんな凄すごい奴に、俺をけしかけたのか？」

　徳湖先生はニッコリ笑って、トマトが挟はさまったサンドイッチを、俺の弁当箱の中に入れた。これが、詫わびのしるしなのか？

　俺は知っているぞ、たしか徳湖はトマトが嫌きらいだ。

「それと、銀山自身が復ふく讐しゆうに来るなんて考えられんのか？」

「……奴やつはプライドの高い男やから、自分で敗北を認めたからには、それはないと思う。奴は私に対しての怒いかりより、自分自身の油断に対して憤ふん慨がいしてるやろうから」

　なるほど。小学生に、ケンカで負けた大学院生がリターンマッチには来ないか？

「まあ、すんだのは仕方ないけど、もう、ああいう訳わけの判らん厄やつ介かい事ごとに俺を巻き込むのはやめてくれよ。俺は普通の高校生で、普通の生活を送りたいんやから」

　西中島良太に続いて徳湖にまで突つっ込こまれてしまった。

「……数学が趣しゆ味みで、数学部で数学やってて、あまつさえ家で飼かってる黒くろ猫ねこにシュレディンガーって名前をつける高校生のどこが普通なのよ？」

「やかましい。猫につけてるシュレディンガーという名前が変やと判る女に、とやかく言われたないわい」

　俺と徳湖が口ゲンカをしていると、わが宿敵、西中島良太が食事をすませて教室に戻もどってきた。

「いよお、お二人さん、相変わらず仲がいいねえ。一体、二人の仲はどこまで進んでるのかな？」

　甘あまい。甘いぞ、西中島良太。

　朝、徳湖から『意い地じ悪わるなクラス委員長』で一本とったからといって、徳湖にそんなありふれた常じよう套とう句くの、からかい文句は通用しないぞ!!

（な、何、言ってるのよ、私と雄一はそんなんじゃないわ!!）

　なんて、この女は死んでも口にしない。

　お前は、『意地悪なクラス委員長』発言の仕返しがてらに凄すさまじいバックブローをおみまいされるはずだ。

　ムッとしているはずの徳湖はニッコリ笑って大声で逆ぎやく襲しゆうした。

「私と雄一の関係？　そうね、肉の欲望を満たすだけの爛ただれた関係ってところかな？　欲求を満たす為に、お互いの肉体をむさぼりあうような」

　しかも大声で言ったから、昼休みの教室は水をうったように静かになる。面おも白しろいから俺も一いつ緒しよになって西中島良太を攻こう撃げきした。ラッシュというやつだ。

「そうだよ。僕ぼくたちは小学二年の時から、もう他人じゃないんだ」

　人にはそれぞれキャラクターというものがある。徳湖の場合は、どことなく天才肌はだで思った事をずけずけ言うが、裏を返せば腹の中に何も隠かくしてない、さばけた女。というキャラクター性。

　俺の場合は……やめよう、自じ慢まんになる。

　で、西中島良太は体格がよくて顔もそこそこ、しかも気のいい兄ちゃんで、たまに変へん幻げん自じ在ざいの大おお法ぼ螺らをふくのが趣味。というキャラクター性。

　徳湖や俺の、どぎつい冗じよう談だんはキャラクター性からは離れていない。哀あわれなのは西中島良太だ。

　奴やつのキャラクター性ではクラス中の注目を浴びて、あんな、どぎつい発言を切り返すのは不可能だ。なんと恐おそろしいキャラクター性の駆かけ引ひきであろう。

　キャラクター性の相関について、もう少し考察してみよう。

　参考までに西中島良太の（全然似てない）双ふた子ごの姉、西中島涼子ちゃんについて考えてみよう。彼女のキャラクターは、おっとりしているの一言で説明がつく。

　もしも徳湖が、西中島良太に対して使った冗談を涼子ちゃんに使ったのならキャラクター性の相関で、世せ間けん様さまは『あんなきつい事、言わんでもいいのに』となり、徳湖は悪者になって負けである。かように、あてこすりを行う時にはキャラクター性とその相関が重要な部分を占しめるのである。気をつけたいものだ。

　そうでなきゃ、赤面して慌あわてふためく西中島良太のようになる。

　そうだ、俺は西中島良太を『西中島良太』とフルネームで呼んでいる。なぜかというと『西中島』では涼子ちゃんまで呼び捨てにしてるようだし、『良太』では宿敵に対してなれなれしいからだ。

　いい加か減げん、かわいそうになったので俺は西中島良太に助け船を出してやった。

「で、西中島良太。お前は俺たちをからかいに来たのか？」

　西中島良太は我に返り、話しだした。

「違ちがう。うっかり忘れてたんやけど俺は、お前らに教えたい事があってん」

　徳湖が意外そうな表情をした。

「私も？」

「そう。北浜と立野さんの両方にな。お前たちを探ってる奴がおる」

　徳湖の表情がこわばる。多分、俺の顔も負けず劣おとらず、こわばっていただろう。

「誰やの？　西中島君？」

　西中島良太は、ゆっくりと言った。

「奴は流る浪ろうの天才落語家・左さ方かた天てん詳しよう」




　あごが外はずれそうになった。




　さすがは我が宿敵、ナイスなジョーク（いや奴の流りゆう儀ぎでは大法螺か？）をかましてくれるではないか。今朝の間ま抜ぬけな会話はまだ続いていたってのか？　俺は賞賛の意味を込こめて言った。

「消え失うせろ、このトンチキが!!」







　　　　４




　　　『二時間三十分後　部会議に出席する北浜雄一』




　放課後。数学部部室。

「えーと、要するに、『生徒会及およびクラブ顧こ問もんによる予算会議』の決定は、文化系クラブである我が数学部が体育系の実績をいくら上げようが、それを部の功績として認める事は出来ない。と、いうことです。

　この決定に関して、サッカー部顧問の佐藤教きよう諭ゆの圧力があったのは明白です」

　数学部、副部長にして会計担当の西中島涼子（二年五組）は、水だしコーヒーのようにまろやかな口調で報告した。

　いいなあ涼子ちゃんは。徳湖とは違ちがって、おっとりとして優しげで。

　シニョンも似合っているし、いいなあ。

　これで、あの西中島良太と双ふた子ごとは、運命はなんて過か酷こくな仕打ちをするんだろうか？

「まだ、あの佐藤のトンチキはこだわっとるんかいな」

　数学部、部長の辰たつ己み哲てつ夫お（三年一組）はパイプ椅い子すにふんぞり返り、遠くを見ながら吞のん気きな声で言った。見掛けより、ほんのわずかだが、この人は切れる。

　数学部、書記の北浜雄一（二年三組）つまり俺は、ノートに（佐藤がみんな悪い）と記した。涼子ちゃんは、ノートを横目で見つめる。

「北浜君、余よ計けいな事まで書いたら駄だ目めよ」

「あかんて涼子ちゃん、人のノートをのぞいたら」

　涼子ちゃんは徳湖と違い『公式記録用のノートをのぞいて、何が悪いねん!!』とは言わない。俺の冗じよう談だんを判ってくれて、さらにニッコリとほほえんでくれる。俺は満足して（佐藤がみんな悪い）という文書を消しゴムで消した。




　この高校で、もっとも奇妙なクラブの異い名みようをとる数学部。その首脳部は、事実上この三人で構成されている。

　数学部のどこが奇妙か？

　１・文化系クラブにしては部員が異常に多い。

　２・数学部部員がなぜかラクロス大会に出場し府でベスト８に入った。ラクロスに限らず親善試合の名を借りた、体育系他クラブとの交流試合を多く行い結構強い。

　３・数学部で数学をしているのは俺だけ。

　数学部の部室は視し聴ちよう覚かく教室で、今もとくに何をするでなく、だべっている部員がちらほらみられる。

　首脳部会議といっても部室のすみっこで顔を突つき合わせてうだうだ言ってるだけだが。

　で、首脳部が何をしているかというと、先日、行われた時期外はずれの予算会議に、数学部潰つぶしの気配が感じられたので、対応策を考えているのだ。

　すると突とつ然ぜん、数学部部室の扉とびらを開けて、徳湖がやってきた。そしてでかい声で言いやがった。

「雄一、司書室の棚たな卸おろしやるから手伝ってちょうだい」

　……司書室の棚卸しって何やねん？　疑問を覚えたが俺は答えた。

「今、会議中やから、邪じや魔ますんな」

　御ご存ぞん知じのようにそれで引っ込む、立野徳湖ではない。

「そうなん？　ほんじゃ若いの借りてくで。えーと。へい、南みな方かた、かむひあ」

　平和に無む駄だ話ばなしをしていた部員、線の細い南方圭けい司じ（一年二組）は、可哀かわいそうに徳湖にさらわれていった。合がつ掌しよう。

　徳湖と共に喧けん騒そうが去った後、部長が口を開いた。

「仕方ない。水面下で進めていたラグビー部との親しん睦ぼくを兼ねた、サッカー親善試合は中止にしよう。佐藤がゴネたらグランドの使用許可はおりんやろうし。

　くそお、ラクロス大阪大会、数学部、堂々の八位入賞の実績が無視されてまうのか。

　そや、北浜。涼子ちゃんにはこないだ話したんやけど、数学部創設にかかわる秘密をお前は知ってるか？」

「知りません。けど何か複雑な事情があったんでしょ？　普通、文化系クラブの部員が七十人もいるなんて、そうはありませんからね」

　部長は満足そうに笑った。そして雄ゆう弁べんに語り出した。

「数学部自体はこの高校が創設された時からあってん。もちろん、その時は今みたいに特とく殊しゆなクラブやなく、あ、まるで見たように話すけど気にすんなや。

　えぇと。特殊なクラブやなくて、数学好きの変わり者が集まる、弱小クラブやった。

　で、今から十五年前に、当時の体育教きよう諭ゆのサッカー部顧こ問もんが、ちょいとばかり調子にのりやがった。今と同じように予算の面でな。自分のクラブの取り分を多くする為に文化系クラブの予算を締しめつけた。他の体育系のクラブからも、やりすぎやという意見が上がったぐらいにな。

　バドミントン部や水泳部が、文化系クラブと仲がええのはその時にサッカー部顧問に文句を言ったからやねんで。

　えぇと、そういう嫌いやな事をしやがったから生徒全体が、クラブ活動自体から遠ざかりはじめてん。圧力に耐たえながらクラブをやっても面おも白しろないし、あまり人に圧力をかけるってのも気持ちよくないもんな。

　で、生徒のクラブ離れに危機感を感じた、先刻のサッカー部顧問は生徒会にまで圧力をかけて、生徒は絶対、何らかのクラブに入らなあかんと校則を決めやがった。

　これが、いわゆる『生徒全員入部法』で北浜が入学する前まであってん。そういう、ちょいとした混乱期があったわけや。

　ここで数学部中興の祖の誉ほまれも高き、磯いそ垣がき部長が凄すさまじい噂うわさを流しよった。

　数学部はいかなる理由においても部員を拘こう束そくしない。自由参加という名の束そく縛ばくも絶対に行わない。とな。

　いうなれば、幽ゆう霊れい部員を公認しようというわけや。

　で、この策がピタリとはまり、当時の数学部は、サッカー部を抜ぬき去り全クラブ中でも野球部の次に多い六十人の部員を集めた。

　予算の面では部員の数がものを言うねん。

　かくてサッカー部の暴走の押おさえ込こみに成功したってわけやな。

　数学部は部員を束縛しないばかりか、幽霊部員が、気まぐれに野球をやりたいと言い出せば、親善試合の形を使って野球をやらせたり、好きにさせた。

　さらにこういう事も出来る。

　ボクシングをやりたい新入生がおったとしよう。しかしこの高校にはボクシング部は無いし、生徒全員入部法があるから何かクラブに入らなあかん。

　クラブ設立の活動も出来るんやが、新入生には手続きが複雑でようわからん。そこで、そういう奴やつはみんな、一度数学部に入るわけやな。それで同じようにボクシングをやりたい奴を集めて、じっくりクラブ創立の活動をする。上う手まくいったら数学部をやめてボクシング部に入部したらええ。それに文句を言う数学部員は、一人もおらん。秘密やけど、実はラクロスもその線やねんで。

　こうして数学部は、その混こん沌とんさゆえに栄えい華がを極めました。

　めでたしめでたし。

　つまり数学部は、数学とは名ばかりの混沌とした何でもありのクラブってわけやな。

　まあ、たまに北浜みたいに、数学部で数学をしようという変わり者もでてくるけども」

　なるほど。うすうす勘かんづいてはいたが実際に聞くとインパクトがある。

「…………。そんなとんでも無い過去があったんですか。それじゃ部長は、なんでこのクラブに入ったんですか？」

　部長は笑って答えた。

「俺はな、体質的にこういう訳わけの判らない混沌としたものが大好きやねん」

　ほお。俺だってそうでしたよ。実際に不ま味ずい弁当を食って暴れまわるまでは。訳の判らない混沌としたものに一度でも関わるとそんな事は言ってられないと思いますよ。

　気分を取り直し俺は涼子ちゃんにも聞いてみた。

「涼子ちゃんは？」

　さあ、どんな深遠な答えが返ってくるか？　柔やわらかい声で答えが返る。

「なんとなく」

　いいなあ。これはこれで深遠な答えだ。いいよなあ、これで西中島良太の姉やなかったらなあ。

　部長は結論を出した。

「まあ、そんなわけで数学部は文化系クラブとしての実績を出さなあかんわけや。月並みやが文集とか演えん劇げきをやろうと思う」

　西中島さんは部長の意見に賛成したが俺は異議を唱となえた。

「それのどこが、数学部の実績になるんですか？」

　間かん髪はつ入れず部長は言った。

「よし、じゃ北浜には数学部、活動の実績として、来週の月曜までにフェルマーの大定理を解いてもらおう」

　間髪入れず俺は答える。

「口くち応ごたえして、ごめんなさい」

　部長と、涼子ちゃんも笑う。

　フェルマーの大定理というのは……ピタゴラスの定理ってのがある、あれは二乗しての計算だ。では二乗以外の数字であれと似たような事が出来るのか？　という簡単そうで非常に難しい問題で、たまぁに、新聞とかで『俺は解いたぞ!!』という記事が載のるけど大たい抵ていは証明出来てない。詳くわしくは自分で調べてみよう。もし解けたら『ノーベル数学賞』は君のものだ。

　……西中島良太に突つっ込こまれる前に言っておこう『ノーベル数学賞』は実在しない、今のは冗じよう談だんだ。

　どうして『ノーベル数学賞』が存在しないのか、さすがの俺も理由までは知らん。

「まあ、そんなわけやから北浜、掲けい示じ板ばんに原げん稿こう募ぼ集しゆうの張り紙を出しといてくれ。一応、希望者には締しめ切きりを決めて書いてもらう。どうや涼子ちゃんに北浜。何か書いてみるか？」

　涼子ちゃんは小首を傾かしげて、少し考えてから言った。

「いや、私はいいです」

　俺も少し考えた。そして決めた。

「何か面おも白しろそうやから書きます。枚数は適当でいいでしょ」

「構わん。けど、いきなり三千枚とかは勘かん弁べんしてくれや。よし、以上。解散」

　さてと、徳湖に誘ゆう拐かいされた哀あわれな南方でも救出に行くか。
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　　　『恋こいする南方圭司』




　立野先せん輩ぱいの後をついて廊ろう下かを歩きながら僕ぼくは、西中島先輩との会話を思い出していた。




　　　　＊




「南方君、ちょっとごめんね。今から部会議やるから、そこのパイプ椅い子すとってくれるかな」

　西中島先輩に名前を呼ばれて僕はドキリとした。

　先輩の目、宝石のように、きらめく虹こう彩さい、全まつたく曇くもりのない白目とのコントラスト。

　ゆるやかな、まぶたのラインが形づくる、柔やわらかな表情。

　それが僕を見つめている。

　すらりとした鼻。滑なめらかなカーブを描く頰ほほのライン。

　先輩はいつもの癖くせで少し首を傾げて、笑いながら言った。

　薄い唇くちびるからこぼれる白い歯。

　そして僕の耳に届く涼すずしげだが全すべてを包み込こむ優しさを秘めた声。

「どうしたん？　南方君」

「あ、いや、パイプ椅子ですね」

　僕は慌あわてて、壁かべに立て掛けてあったパイプ椅子を持った。

「どこに持っていきます？」

「わざわざ持ってきてくれるん？　ありがとう。部会議はコッチの窓まど際ぎわでやるから、そこにおいといて」

「はい」

　先輩は後ろを向いて指差した。

　西中島先輩の栗くり毛げ色の髪かみが僕の目の前に迫せまった。

　いつもの艶つややかで、真まっ直すぐな髪は今日はシニョンになっている。

　シニョンを覆おおうチェックの布がとても似合っている。

　いけないと思いつつも、うなじのほつれ毛をみていると、背後からでも抱だき締しめたくなってしまった。

　僕がまた、ボーっとしかけると部室の扉とびらが開いて、部長と北浜先輩が入ってきた。
















　僕は部会議の邪じや魔まにならないように他の部員と、どうでもいい話を始めた。




　部会議が始まってどれほどたっただろう、唐とう突とつに、部室の扉が開いた。

　入ってきたのは、立野先輩だ。

　確か、この人は数学部じゃなかったと思うけど、よく部室に遊びに来て西中島先輩とだべったり、北浜先輩をからかったりして遊んでいる。

　僕はこの人が苦手だ。

　何か、全てを見み透すかし、手の内を知られてて、手玉に取られそうな感じがして。

　今日は何の用だろう。

　司書室の棚たな卸おろしがどうとか言ってるけど。

　あ、こっちを見た。

「へい、南方。かむひあ」

　逆さからうと、いじめられそうなので僕は立野先せん輩ぱいについて行った。

　後ろを振ふり向くと、北浜先輩が僕の顔をみてすまなそうにしている。
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　立野先輩は僕を司書室に連れてきた。司書室には沢たく山さんの生徒がいて忙しそうにしている。

　僕は立野先輩に一つの本ほん棚だなの前に連れられてきた。

　立野先輩が口を開く。

「では南方隊員。今回のプロジェクトを説明しよう。まず南方隊員がこの本棚の本を全て下に降ろす。そして私がこの、新図書館管理コードシールを本に張る。張り終わった本を南方隊員が元の場所に戻もどす。以上だ。何か疑問点はあるかな？」

　疑問点……？

「えーと。司書室の整理をするって、立野先輩は、図書委員か何かなんですか？」

　僕の素そ朴ぼくな疑問は、立野先輩の痛いところを突ついたらしい。

「……い、いい質問だな南方隊員。結論から言えば私は図書委員ではない。物事には全すべて表と裏がある。ある種の規律には、例外というか超ちよう法規的な処理が行われる場合があるのだ。

　私の場合は、今学期の体育科の授業の出席点において、教師と私との間で意見の相そう違いが起きてしまったのだ。そこで、お互いの平和的問題解決の為に、私が労働奉ほう仕しを行うことによってだな」

　僕は判った。

「体育をサボリすぎて単位を落としそうだから、罰ばつとして図書館の整理をいいつけられたんですね？」

　立野先輩はニッコリ笑って言った。

「うん。手伝って」

　……この人はひねくれているのか素直なのか？

「構いませんよ。どうせ暇ひまだし」

「ありがとうね。南方君。うめあわせは、きっとするから」

　人の性格を手軽に見切ったなんて言うべきではないと思うけど、もしここで僕が手伝うのを断ったところで、立野先輩は根に持って仕返しをしたりはしないと思う。

　この人は自分の責任というものを判っている人だと思う。

　ただ、楽が出来るところは楽をするべきだし、手伝ってくれる人がいるなら素直に援えん助じよを受けようと考えるんだと思う。

　僕は、はしごに登り、一番上の棚たなの数冊を下に降ろした。
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　本の上げ降ろしは、ちょっと力がいる仕事だけども単純作業だ。

　僕は退たい屈くつを紛まぎらわす為に立野先輩と話しながら仕事を続けた。

「立野先輩は、西中島先輩と友達なんですか？」

　見事なシールさばきでシールを張りつつ、立野先せん輩ぱいの答えが返ってきた。

「涼子とは一年の時、同じクラスで出席番号が続きやったから席も前、後ろで、しゃべってるうちに気があってね」

「へえ」

　立野先輩は、にまあ、と笑った。

「涼子の事が、そんなに気になる？」

　いきなり核心を突かれて僕は慌あわてた。

　そんな僕を見て立野先輩は真顔で言った。

「涼子の好みのタイプは、年上の人よ」

　僕は自分自身の血の気が引く音を聞いた。

　立野先輩は大笑いして続ける。

「てのは冗じよう談だん。いやあ、若いな南方、恋れん愛あい感情がすぐ顔に出て」

　立野先輩は悪人ではない。

　けど間ま違ちがっても善人じゃない。

　いまさら隠かくしても無む駄だだろう。

　ここは素直に相談にのってもらおうか。

「そんなに顔に出ますか」

「普通、判るわよ。涼子を見る時と私を見る時の目の輝かがやきのギャップは尋じん常じようやないもん」

　指し摘てきされて恥はずかしかった。

「そんなに不自然でしたか？　と、いうことは西中島先輩も気づいてるんでは」

「いや、涼子は、そこらへんのところは鈍にぶいから気がついてないと思う」

　ほっとしたような、期待が外はずれたような、妙な気分がした。

「立野先輩、いろいろと相談にのってもらえますか？」

「別にいいけど、こういうのは雄一のところに持っていくと面おも白しろいわ。

　あの兄ちゃんはクールでシリアスぶってるけど、意外とこういう軟なん弱じやくな厄やつ介かい事ごとが好きやからね」

「いや、出来るだけ内密に」

　ゆっくりとした足音を立て、人影が僕たちの方にやってきた。

　北浜先輩だ。

　北浜先輩は、芝しば居いがかった口調に、オーバーアクションまで付け加えて声を上げた。

「へい、徳湖。南方を返してもらうぜ。数学部書記のこの俺の目の黒いうちは、数学部部員を手て込ごめにはさせん」

「あ、雄一、聞いて聞いて、南方が涼子を手込めにするのを手伝えって私を脅おどすのよ」

「なんだとおう!!　この俺を差し置いて、じゃなかった、涼子ちゃんを手込めにするたあどういう了りよう見けんでい」

「う、噓うそですよ!!」

　そこで北浜先輩の芝居がかった口調はピタリととまり、いつもの口調に戻もどった。

「なるほど。どうせ徳湖の誘ゆう導どう尋じん問もんに引っ掛かって、涼子ちゃんが好きだということを白はく状じようさせられたんやな。そしてそれをネタにからかわれている。図星やろ」

　北浜先輩にも西中島先輩の事がばれていたのか。

「……その通りです」

「やはりな。本来なら俺と南方は恋のライバルというところだが、いかに可愛かわいくても涼子ちゃんは我が宿敵、西中島良太の血族。よし涼子ちゃんは南方に譲ゆずってやろう」

　大おお袈げ裟さに立野先せん輩ぱいは僕を祝福してくれた。

「よかったわね南方君。後はもう自分の本能の命ずるままにアタックあるのみよ」

　息のあった二人のかけあい。

　……もしかして僕は二人のおもちゃにされてるんじゃないんだろうか？

　悲ひ壮そうな僕の表情に気づいたのか、北浜先輩は、いいことを教えてくれた。

「南方。実は、さっきの数学部首脳会議で決まったのだが、数学部で文集もしくは演えん劇げきに使えるような原げん稿こうを募ぼ集しゆうするのだ。例によって部長と涼子ちゃんが、いろいろと世話をするのだが、部長もそろそろ受験の準備が忙いそがしくなるだろう。

　そうなれば涼子ちゃんが、一人で頑がん張ばらなければならない」

　小さな声で立野先輩は突つっ込こんだ。

「書記は手伝わんのか？」

　北浜先輩は聞こえないふりをして続けた。

「そこでだ南方。貴様は編へん纂さんスタッフになって涼子ちゃんの手伝いを行うのだ。しょっちゅう顔を突き合わせていれば涼子ちゃんの情もうつるってもんだな」

　僕は嬉うれしくなった。

　そうだ、北浜先輩に立野先輩と言えば、

「北浜先輩に立野先輩。そういえばこの間、妙な人に二人の事を色々聞かれましたよ。

　扇せん子すを持った人で、名前は左方天詳、自分では流る浪ろうの落語家だって言ってました。知り合いなんですか？」

　たぶん思い過ごしだと思うけど、僕の言葉を聞いたとき、二人は凄すごく怖こわい顔をした。
















　　　第２部





再び尋じん常じようならざる厄やつ介かい事ごとに巻き込まれた　　　　　




北浜雄一はいかにして　　　　　




『流る浪ろうの天才落語家』　　　　　




との戦いを渡りあったか？　　　　　









　　　　１




　　　『三週間後　警けい戒かいする北浜雄一』




「いい、雄一。本当はこんな込こみ入ったところまであんたに説明する気はなかったんやけど、事情が事情やから、調味魔ま導どうの複雑な部分の理論を説明するわ。

　よく聞いてや。

　雄一も知っているように、調味魔導というのは、自然界にはまず存在しないような特とく殊しゆな味を造り出し、その刺し激げきを人間に与えて、人体の超ちよう越えつ的てきな能力を引き出す魔ま術じゆつよね。

　調味魔導は生理学や栄養学では、おっつかない現象を巻き起こすけども、それは生理学や栄養学が、まだ気づいていない部分に作用しているだけであって科学的に理り不ふ尽じんなものじゃない。と思う。

　でね、

　雄一も、勘かんづいていたかもしれないけど、味の再現という意味だけなら料理にする必要はないのよ。味を構成する、甘あま味みや辛から味みをはじめとした幾いくつかの要素──要素が幾つかは秘密にさせてね。

　その、幾つかの要素を液えき体たい状のエッセンスにして、エッセンスを合成して調味魔導飲料を作れば、食べるという手間を省はぶくぶん、より便利でしょ。要は味覚に刺激を与えたいんやから。

　けど、一部の調味を除のぞいて、そういう液体状の調味は、せえへんねん。

　なぜやと思う？

　調味魔導食は、消化器の中にある間も、運動能力向上のエネルギー源として作用するねん。

　判ってるわよ。栄養分は胃で消化されて腸に行って初めて吸収されるんであって、食べて、すぐに吸収は出来ない。

　けどもその消化吸収プロセスを促そく進しんさせる調味魔導が、ちゃんとあるんよ。

　結局、何が言いたいかというと、調味魔導の作動限界時間の事やの。

『調味魔導食は二十五時間有効』

　覚えといてよ。さらに、

『戦せん闘とう力りよくアップは食事直後で、のべ五分間、二十四時間後で約十秒間有効』

　だいたい、五分で一秒、一時間で十二秒減ると考えといてくれればいいわ。

　この時間てのは自然に人体が食物を消化する時間やからね」

「待て徳湖。調味魔導の爆ばく裂れつした味は二十四時間も持続せんかったぞ。後味がいいとは口が裂さけても言わんが」

「……最後まで聞いて。そこも含ふくめて説明するから。

　脳のう味み噌その中の、Ａという部分とＢという部分が連結すると、人間の戦闘能力がアップする回路が頭の中に出来ると考えて。

　だけどＡとＢはそう簡単には、くっつかない。

　ＡとＢの間にある壁かべをぶち破って結びつけるのが調味魔導食の超越的な味なわけよ。回路を作ってしまえば、しばらくは、あの味は必要でなくなる。

　その回路は普ふ段だんは動いてなくて、雄一が今や!!　と思った時に作動するようになってるねん。

　そして回路が作動したら、その回路は腹の中の調味魔ま導どう食を特とく殊しゆな形で吸収してエネルギー源とする。

　しかし調味魔導食は通常の消化プロセスでも、栄養素として吸収されてるから、二十五時間後には腹の中から消えてしまう。

　ＡとＢの連結も永久って訳わけやなくて、この結合も二十五時間以降には離れてしまう。

　だから雄一は、毎日、調味魔導食を食べる必要があるのよ。判わかった？」

　と、徳湖が低くささやいたのは、いつの日か？　もう三週間にはなるんじゃないか。

　西中島良太と南方圭司では、その言葉の信しん憑ぴよう性せいに天と地ほどの差がある。

　南方が、落語家が俺おれたちを探っていると教えてくれた次の日から、俺は対落語家（しかも、流る浪ろうで天才で、おまけに正体が謎なぞときている）用に徳湖の弁当を毎日、昼食として食わされているのだ。

　落語家ぐらいで大おお袈げ裟さなと思うか？　では謎の落語家に正体を探られたときのスタンダードな対応ってのは、どんなんだか教えていただきたい。

　その落語家が万が一、調味魔導がらみで俺らに危害を加えようとして探っているとしたらどうする？

　今さら、調味魔導食の味はとやかく言うまい。ともかく俺は毎日、昼休みに地じ獄ごくを見ているのだ。




　今日も今日とて、血の涙を流しながら徳湖の作った弁当を食っていると、部長と南方、それと涼子ちゃんがやって来た。

　三人が三人とも、並んで弁当を食っている俺と徳湖の姿を見てニヤリとする。

　部長が俺を指差して言った。

「あ、ほんまに弁当食ってる。やるなあ、北浜、愛あい妻さい弁当か？」

　切り返す気力もない。言いい訳わけは徳湖にまかせた。徳湖はへらへら笑いながら部長に説明する。

「ちゃいますよ部長さん。これは私が、雄一と賭かけバックギャモンの勝負をして、負けたから、いやいや作ってるんですよ」

　……言うにことかいて賭バックギャモンか？　もうちょっとメジャーな言い訳ができんのか。

　涼子ちゃんが、俺のほっぺたをつついた。

「ほうら、北浜くぅん。せっかく立野が作ってくれた弁当なんやから、そんな仏ぶつ頂ちよう面づらしないで美お味いしそうに食べたら？」

　涼子ちゃんには俺の血の涙が見えないのか？　魂たましいの叫さけびが聞こえないのか？

　南方まで調子にのってやがる。俺が涼子ちゃんのそばにいつも居られるようにしてやった恩を忘れたか。

「涼子先せん輩ぱい、これはたぶんあれですよ。

『へい徳湖、勝負に負けたら俺に弁当を毎日作ってもらうぜ』

　てな感じで北浜先輩が立野先輩に冗じよう談だんで言ったのを、立野先輩は北浜先輩が照れて嫌いやがると思って、本当に実行したんじゃないんですか？」

　み、南方ぁぁぁぁぁ!!　なんて言いぐさだぁ!!　それに涼子先輩とはなんだ!!　前までは西中島先輩と呼んでいたではないか。

　徳湖が感かん慨がい深げにうなずいた。

「おぉ、南方。なかなか駆かけ引ひきというものが判ってきたやないの。その通りよ」

　間ま抜ぬけな会話のなか、部長がひょいと俺の調味魔ま導どう弁当箱からシュウマイをつまんだ。




・俺は反射的に箸はしを持つ右手を箸ごと滑すべらし部長の右手につままれているシュウマイを俺の持つ右手の箸でつまみ奪うばい返す・




　今の一いつ瞬しゆんに起こったことが部長には、理解出来ただろうか？　たぶん無理だろう。

　この瞬しゆん間かん、俺の右手の動きは、プロボクサーが冗談半分で撃うったジャブぐらいの速度はあった。

　部長は俺の動作ではなく、自分の手に持っていたシュウマイが、俺の箸につままれているのを見て判断したはずだ。

　ニヤリと笑い、部長は俺をからかった。

「き、た、は、まぁぁ、むきになって。徳湖の弁当は誰だれにも渡さないってか？　このお。素直やないんやから」

　徳湖の弁当を口にするのを俺は防いであげたんだ。部長とはいえ、命の恩人に向かって言う言葉か。

　俺は、やりばのない怒いかりを押おさえる。

　そして、学食横の自動販はん売ばい機きで買った伊藤園の緑茶で、のどを潤うるおし口を開いた。

「そんで、部長に南方に涼子ちゃんまで来て何の用なん？」

　眉み間けんに皺しわをよせ、部長は俺に手を差し出した。

「忘れたか北浜、原げん稿こうをよこせ」

　ああ、あの文集のね。俺は机つくえの中から原稿用紙を引っ張り出して部長に渡わたした。

「確かに受け取ったぞ北浜。ところで、これはどんな話なのだ」

「普通の話でちょいとオチをひねった五ページの話です」

　部長は嫌いやそうな声を出した。

「北浜、お前だけは俺の考えを判っていてくれたと思ったのに」

「へ？」

「俺は、『文化系クラブはおとなしく活動してればええんや』という一部の教師に対する、あてつけの意味を込こめて、ごく普通の文集を作りたかったのだ。

　ところがどうや？　集まった原稿は奇き作さく怪かい作さくばっかしやんけ。

　どんなんがあったか教えたろ。よう聞いとけよ。

『主人公に決断力があって、適材適所な判断をくだすラブコメ』やろ。

『上から読めば日本語の短歌、下から読んでみたらドイツ語の詩になってる歌集』やろ。

『一・二・三・四章順に読んだときと、三・四・二・一章順に読んだときでは犯人の違ちがう推すい理り小説』やろ。

『ちょっぴりあわてんぼうな女子中学生の主人公が、クラスメイトで自分が美人な事を鼻にかけてる嫌な学級委員長との口ゲンカの途と中ちゆう、言葉の弾はずみで「私には彼氏がいるのよ」といったからさあ大変。今度の文化祭に彼氏を連れてくるはめになっちゃった。

　時を同じくして担任教師は、故こ郷きようの母親に恋こい人びとがいるという噓うその手紙を出した。ところが恋人の顔を見に母親が上京するから、これまた大変。しかも担任教師が密ひそかに恋心を抱いている社会科の教師はお見合いを無理矢理やらされそうになる。そこで主人公に、お見合いをぶち壊こわして欲しいと頼たのみこむ始末。さらに、転校してきた美少女の正体が、ちょっと気になる不良っぽいけど実は心根の優しい、あいつの親が決めたいいなずけ!!

　恐おそるべきまでの人間関係のもつれから、ついに巻き起こる連続殺人事件。果たして犯人の意外な正体とは……っていう粗あら筋すじのスプラッタ小説』やろ。

　他にも、まだまだあるんやが、どれも九州帝てい国こく大学の極秘資料室に眠ねむってそうなもんばっかしやねんで」

　最後の話の粗筋を部長が朗ろう読どくする姿には怖こわいものがあった。

「それに比べたら俺の話なんか単純でいいですやん」

「どあほ。そんな訳わけの判らんもんの中に一本だけ普通の話があってみろ、読者はこの話には、どんなトリックがあるんやと頭抱かかえてノイローゼになってまうわい」

　確かにそうだが、それは俺のせいではないではないか。

　部長は仕方なさげに指示した。

「やむをえん。本来なら数十部刷するつもりやったが、ここまで奇き作さくぞろいなら逆に装そう丁ていに凝こって限定一部発行にして、貴重性を持たせて、数学部、伝説の怪かい書しよにしてやろう。

　涼子ちゃんに南方。今週中に、どこか古本屋に行って装丁に凝った本を二、三冊買ってこい。それを参考にして装丁を行う。総予算は二万円、ええな」

　こうして、文集編へん纂さんスタッフから急きゆう遽きよ、数学部伝説の怪書編纂スタッフになった三人は去っていった。

　ああ、君たちは行ってしまうのか、君たちと一いつ緒しよに一いつ般ぱん常識とか日常生活が去っていくようで俺は悲しい。

　残った俺と徳湖は、謎なぞの落語家対策のミーティングだ。

　徳湖は自分の席に戻もどってレポート用紙の束たばを持ってきた。そして俺に説明した。

「ここ、一か月足らずで調べた事をまとめといたわ。意見を聞かせて」

　俺はレポート用紙に目を通した。




　　　　＊




　　　　　証言一


証言者、南方圭司　　






『僕ぼくが、その人に会ったのは、下校途と中ちゆうの駅の券けん売ばい機きの前でした。ジーンズにジャケットを着ていて、年の頃ころはそうですね二十代中頃だと思いますよ。

（人相、及および肉体的特とく徴ちようは？　質問者、立野徳湖）

　身長は百六十五センチぐらいで、少し瘦やせていました。普通の人ですよ。え？　詳くわしく？

　えぇと困ったな。黒くろ髪かみ、黒目で、日本人だと思います。

　愛あい想そがいい人でした。それと声がよく通る人で、人ゴミの中で呼び止められてもすぐに僕を呼んでるんだって判りました。

（なぜ、そいつが落語家だと判ったのか？　質問者、北浜雄一）

　その人は、僕を人ゴミから少し離れた所まで連れていって、自分を、流しの落語家、左方天詳だと言ったんです。

　そうそう、ちゃんと落語家らしく扇せん子すを持ってました。

　僕は、流しの落語家なんて初めてききましたから、それは何ですかと聞きました。

　左方さんは、今から僕に一つの落語を聞かせて、途中で、もっと話を続けてほしかったなら、お金を貰もらうって言ったんです。

　ええ、聞きたくなければお金は出さなくていいって。

　面おも白しろそうだったんで、ぼくは左方さんの落語を聞きました。

　面白かったですよ。

　そうですね、全部で五百円ぐらい払はらったかな。

　ところが肝かん心じんのオチになって左方さんは、お金はいらないから君と同じ学校に通っている、北浜雄一と立野徳湖について知っていれば教えて欲しいって言うんです。

　変だと思ったんですが、どうしてもオチが知りたかったんで正直に話しました。

　僕の話を聞いて、左方さんは何か期待外はずれな顔をして、約やく束そく通りオチを教えてくれました』




　　　　　証言二


証言者、西中島良太　　






『落語家の話？　だから言うたやろ。俺は今まで一度も噓うそをついた事はないねんで。

　あれは俺が下校途中、駅に向かう道、スーパーの裏っかわの道、知ってるやろ？　ちょっと人通りの少ない方の道やん。を、歩いてたら、二十五、六歳さいのスラックスにジャケットを着た男が俺に声をかけてきた。

（人相、及び肉体的特徴は？　質問者、立野徳湖）

　普通の人やで、立野さんと北浜の身長の中間ぐらいやから百六十五、六センチかな。ちょっと瘦やせぎみで。手には扇子を持ってて。髪かみの毛は、軽く真ん中で分けてた。愛あい想そは良かったで。

　で、自分を流しの落語家、左方天詳やと名乗った。しかし俺はその声の張りから左方天詳が普通の落語家やないと見切った。

　あの若さで、声の深みは桂かつら米べい朝ちように匹ひつ敵てきするものがあったぞ。

　あれはたぶん、自分の技を磨みがく為にあえて修業の旅に出た、流る浪ろうの大天才落語家に違ちがいない。

　で、今から一つの話を俺に聞かせて、話の途と中ちゆうで続けるかどうかを聞く、もし続けて欲しければ、いくばくかのお金をいただきたいって、言った。

　面おも白しろそうやから俺は話を聞いてん。

　ところが左方天詳はオチの部分になって、オチを教えて欲しければ自分の質問に答えて欲しいって言いよった。

（その質問とは？　質問者、北浜雄一）

　こないだ、うちの学校で起こった、謎なぞの破は壊かい事件てあったやろ？　どう考えても、土木建築機器を使わな不可能な、教室と変電施し設せつの破壊事件。だが、俺はあの現場にお前と立野さんがおったのを知ってたんや。

　あの事件が起こった時、俺はコンピュータ部でデバッグに苦しんどった。そこへ突とつ然ぜんの停電やぞ。俺はパニックになって四階の階段の踊おどり場から下を見たんや。そこにいたのは立野さんとお前やった、間ま違ちがいない。

（いちいち余よ計けいな事を言うとは見み損そこなったぞ西中島良太!!　発言者、北浜雄一）

　すまん。どうしてもオチが知りたかってんや。すまんと思ったから二人に、落語家の事を教えてやったんやないか』




　　　　＊




　証言は他にも幾いくつかあったのだが落語家と一番最初に遭そう遇ぐうしたのは西中島良太で、それ以降、落語家は俺たちを集中して探っているようだった。

　別に西中島良太に対して怒いかりは覚えなかった。校舎破壊事件には、少しだが目もく撃げき者しやがいて、そのうち何人かは、校舎を破壊したのは俺に違いないと証言したのだ。

　俺は、教師の追及を知らぬ存ぜぬで押おし通して、人力で破壊事件が起こせるわけがないと主張した。

　俺の主張は何とかとおって、かくて旧二年三組は、生コン詰づめという壮そう絶ぜつなる補修工事が行われ現在は封ふう鎖さされている。

　レポート用紙を置きながら徳湖に答えた。

「ようするに、落語家は、謎の校舎破壊事件から、俺たちを調べだしたんやな」

　疲つかれ果てた姿を演じながら徳湖はなげく。

「そう。でも、なんで落語家なわけ？」

「……徳湖、何か落語家に恨うらみをかうことをしでかした記き憶おくはないか？」

　徳湖は腕うでを組んでしばらく考えた。そして手を打った。

「あ、そういえば昔、お父さんが大学の知り合いから上かみ方がた落語の某ぼう大おお御ご所しよの独演会のチケットを貰もらったの。

　それを家族四人で見に行ったんやけど、私はまだ四歳さいか五歳かやったから退たい屈くつして会場を走り回って暴れたらしいんよ。それがもしかして某大御所の怒りをかったのかも」

　真顔で徳湖は言った。つまり冗じよう談だんで言ったということだ。ちなみに徳湖の家は四人家族、嫁よめに行った湖みず枝えという姉がいる。

「なるほど。それが原因や徳湖。某大御所は激げき怒どして、上方落語協会の特とく殊しゆ工作一門の呼び声も高い、闇やみの落語家軍団、左方一門から刺し客かくとして天詳が派は遣けんされたんや。きっと奴やつが持っている扇せん子すの中には針が仕し込こんであって、それで徳湖の眉み間けんをプス……や」

　真顔で俺は答えた。やはり冗談で答えたってことだ。

「なんてことやの。いや、もしかして耳元で延えん々えんと、幻まぼろしの落語『地じ獄ごく八景・亡もう者じやの戯たわむれ』を演じて発はつ狂きようさせるつもりかも……」

　好き勝手な言いたい放題の後、二人揃そろって壮そう大だいに溜ため息いきをついた。

　想像してみて欲しい、なんだかよく判らない落語家が自分を調べている、さあ、奴の正体は？　目的は？　と、ああでもないこうでもないと三週間も考えているのだ。いいかげん、まじめな思考にも飽あきてくる。

「けど、温おん厚こうで知られる某大御所は上方落語の頂点に位置する者として、その人格は清せい廉れん潔けつ白ぱく。そんな個人制せい裁さいに走るとは思えない。そうでしょ、雄一」

　徳湖よ。確かにそうだ。だが、清廉潔白じゃない落語家にケンカを売れば、闇の落語家が仕込み扇子を持ってやって来るとでもいうのかね。

「あぁ、もういや。落語家の影に脅おびえて幾日眠ねむれぬ夜をおくればいいの？」

　もちろん、徳湖の言いたいことは言葉通りではない。通訳しよう。文句があるならとっとと出てこい。出てきたら北浜先生が、ケチョンケチョンにやっつけちゃうんだからあ。といったところか。すまん、俺もちょっと疲つかれている。

　俺は、残った弁当をゆっくり味わって食べた。

　別にマゾに目覚めたわけじゃない、味わわずに食べると徳湖が怒おこるのだ。







　　　　２




　　　『三時間後　北浜雄一、走る』




　その日の放課後、俺おれは部長や涼子ちゃんや南方の手伝いをしようと思ったのだが、徳湖が『今日はプリズナーの再放送があるから帰る』と、言い張ったので、仕方なくクラブをさぼり、下校した。




　いつ、落語家が攻せめてくるのか判らないので俺と徳湖は二十四時間、ひとときも離れられない。

　だが、そういうわけにもいかないので俺は常に徳湖の悲鳴、もとい、落語家が現れたときに徳湖が奴やつに浴びせるであろう罵ば声せいが聞こえる範はん囲いにいるようにした。

　こういう時には家が隣となりどうしというのは便利だ。つまり、登校と下校を一いつ緒しよに行えば、二十四時間つかず離れずという条件はクリアでき、しかも互いに普通の生活を送れるのである。

　俺は玄げん関かん前で徳湖と別れ、二階にある自分の部屋に戻もどり、制服を着替えた。

　六畳じようで、ベッドがあって、たんすと本ほん棚だながあって、壁かべ際ぎわにはミニコンポとテレビ、窓際には机つくえがあるというごく普通の部屋だ。

　謎なぞの落語家に対するストレスのせいか、最近、睡すい眠みんが浅い。

　睡眠の足しに夕食まで横になろうと思ったが、残念な事に俺のベッドには先客がいた。

　全長五十五センチ（尻しつ尾ぽ含ふくまず）体重七キロの黒くろ猫ねこ、シュレディンガーである。

　ひっくり返って気持ち良さそうに寝ねてやがる。

　俺は犬よりは猫のほうが好きだ。

　犬が嫌きらいというわけではないが、犬みたいに、あそこまで絶対服従されてしまうと『いや、そこまでしてもらうほど僕は偉い人じんじゃないんだから』という気分になって落ち着かないのだ。

　食事がからまなければ人を人とも思わないシュレディンガーの、一いつ貫かんした態度に敬けい意いを表そう。

　そんなわけで仕方なく眠ねむるのをあきらめ、床ゆかに寝っ転がり、テレビをつけた。

　もし、シュレディンガーを追っ払って横になったとしても、この一本筋すじのとおった座ざ豚ぶた猫ねこは復ふく讐しゆうとばかりに俺の胸の上で眠る。そういう猫なのだ。




　テレビはニュースをやっている。

『現地時間午後六時、麻ま薬やく王おうチャーリー・コーベルが殺害されました。コーベルは一か月前、サンフランシスコで発生した、麻薬密売人銃じゆう殺さつ事件の黒くろ幕まくとされており、対立するマフィアの報復犯行と思われています』

　一か月前の銃殺事件？　落語家の出現も約一か月前、これは一体どういう事だ？……そうか、判ったぞ!!

　と、なれば物語でよくある、おなじみの展開になるのだが現実は甘あまくない。俺は生あくびをかみ殺した。

　赤いハンカチをかみしめた漫まん才ざい師しが出てる靴くつ屋やのコマーシャルに続いて、テレビはプリズナーを放映した。徳湖の、お気に入りというからには、どれだけ複雑怪かい奇きなサスペンスサイコスリラードラマかと思えば、西部劇ではないか。あいつが西部劇ファンだとは知らなかった。意外な発見だ。




　　　　＊




　ドラマはどうやら続き物らしく、ストーリーがよく判らなかった。それでもボーっとしながら三十分は見ていただろうか、突とつ然ぜん、シュレディンガーが飛び起きた。

　寝ね惚ぼけたか？

　しかしシュレディンガーは、いつになくシリアスな顔をして、耳をピンと立て何やら警けい戒かいしている。せわしなく動き続ける耳。

「どうした、シュレディンガー？　まさか、ネズミを見つけたなんて、とんでもない事を言い出すんやないやろな。ゴキブリはおっても今いま時どきの家屋にネズミはおらんぞ」

　シュレディンガーは何も答えずに、（言葉のあや。馬ば鹿かげているが一応、確認しておこう、うちの猫はしゃべらない）机つくえの上に飛び乗った。

「ぶくぶく太ってる割には俊しゆん敏びんな動きやないか。そんなに面おも白しろい物が机の上にあったか」

　違ちがっていた。

　シュレディンガーは体勢を低くし、机の上から窓の下を見つめていたのだ。その耳も目と同じ所を向いている。

　その時になってはじめて、俺はシュレディンガーのエメラルド色の目が、ネズミを見つけた目ではなく、野生の猫が鷹たかや狼おおかみを警戒する目であると気づいた。

　俺はシュレディンガーも真っ青な速度で飛び起き、窓へ向かった。

　二階の窓からは、ちょうど徳湖の家の玄げん関かんが見える。小さな門の外には若い男が立っていて、門を挟はさんで、徳湖にそっくりな、徳湖のおばさんと話をしている。男の特とく徴ちようは落語家の特徴と一いつ致ちしていた。

　俺の鼓こ動どうが高鳴る。

　だが、今、判っている落語家の特徴というのは、どれもありふれたものばかりなので男を落語家とは確定できない。

　俺は窓を少し開け、聴ちよう覚かくに意識を集中してみた。男の声が聞こえる。

　？

　何？

　この男は何を言ってるのだ？

　男は低くつぶやいていた。

「なまたさう」

　感覚としては、きつい方言のようだった。

　調味魔ま導どうを使えば五感を洗練できる。俺はこの間まで勘かん違ちがいしてたが、聴覚の洗練というのは、鼓こ膜まくの感度を上げるのではない。

　鼓膜の感度を上げるには、鼓膜を広く薄くしなければならない。いかに調味魔導で冗じよう談だんみたいな肉体制せい御ぎよが出来るといっても、筋肉がついてない場所は動かせない。
















　調味魔導による聴覚の洗練とは、耳から入ってくる音という情報を必要なもの以外、カットする技術だ。

　俺はシュレディンガーの低い唸うなり声、リモコンからの指示を待ち続ける、コンポの振しん動どう音おん、さらに俺自身の呼吸音をカットし、男の声に集中する。

「ぬあ、ま、とす、あ、あう」

　男は同じ言葉を繰くり返かえしている。さっきの『なまたさう』は、正確には『ぬあ、ま、とす、あ、あう』と発音されていた。だが、やはり男の言葉の意味は判らない。

　妙に頭に残るリズムとテンポだ。

　ＣＭソングのように耳にこびりつき、脳の中を駆かけ巡めぐる声。

　なぜ、こんなにも『なまたさう』なんて言葉が気にかかるのだ。どこかで聞いた覚えがあるのか。なまたさう？　こんな意味をなさない言葉に覚えがあるはずがない。

　単純明快な難問にぶちあたり、脳のう味み噌そが引きつる程ほど、考え続けるような気分だ。

　なまたさう？

　なまたさう？

　この意味の無い言葉にはどんな意味があるというのだ。

　男は門を開け、棒ぼう立だちで放心状態のおばさんの横を通り抜ぬけて家の中に入った。

　なまたさう？　どんな意味があるのか!!　本当に意味があるのか？　なにかの名前なのか？ 『なまたさう』はなにを示すのだ!!　数分経過して徳湖の家の玄げん関かんから、ゆったりとしたセーターにブルージーンズをはき、虚うつろな目をした徳湖が男に寄り掛かるようにして出てきた。

　そんな姿を見ても俺の頭は徳湖に関心を持ちたがらなかったのだ。いや、なまたさう以外の全すべてに注意をはらいたがらなかった。

　なまたさう？

　違ちがう。この言葉に頭を振ふり分けてはいけない。なまたさう？　違う。俺がすべきなのは『なまたさう』の謎なぞを解くことではない。

　脳味噌が蜜みつの中で、もがき苦しむ感覚。

　徳湖は夢見るような歩き方で道を進む。男は軽く徳湖に手を添そえている。

　なまたさう。

　徳湖の姿が遠くなっていく。徳湖がさらわれようとしているのだ!!

　なまたさう。

　違う。違う。違う!!　壮そう絶ぜつなストレスを感じながらも俺は思考を疾しつ走そうさせた。




・俺は右手を動かしてシュレディンガーをなまたさうシュレディンガーを机つくえの上から降ろし俺自身が机の上に飛び乗り左手をなまたさうなまたさう左手を動かして窓を開けて開けた窓から俺は飛び下りるので着地の体勢をとろうとなまたさうなまたさう俺は地面に激げき突とつしたのでよろめきながら立ち上がり道路へ駆かける・




　思考の疾走が上う手まくいかない。思考の中に『なまたさう』が混じり、瞬しゆん時じの判断が甘あまくなっているのだ。

　二階程度の高さから飛び下りるのは、思考を疾走させれば簡単に出来る。だが、着地寸前の思考に『なまたさう』が混じり、俺は着地に失敗し、足首をねんざしてしまった。

　それでも俺は徳湖と男を追った。




・走るなまたさう走る走るはしなまたさう・




　周まわりから見たら、俺は必死な形ぎよう相そうでジョギングしている、正体不明の男だっただろう。プールの中を走るような、はがゆさだ。

　そんな努力のおかげだろうか、やっと俺の意識は『なまたさう』の呪じゆ縛ばくから逃のがれた。

　しかし思考の疾走に関わっていると思われる、俺の深しん層そう心理は、まだ『なまたさう』に縛しばられていた。

　男と徳湖はだんだん人通りのない路地へ入っていく。追いつけるだろうか？　追いついてみせる。




　　　　＊




　逢おう魔まが時という言葉がある。太陽が沈しずんでいるのにまだ明るい時間を指した言葉だったと思う。夕方、たそがれどき。

　昼でも夜でもない、その時間には妖よう怪かいやら魔ま物ものやら訳わけの判らない物が現れるという。謎の落語家が乱らん舞ぶしていても不自然ではない時間だ。……いや、逢魔が時でも不自然か。

　俺は行き止まりの路地に奴やつと徳湖を追い詰つめた。……もしかして逆におびき出されたのか？

　徳湖はブロック塀べいにもたれかかり、心ここにあらず、といったところか。

　奴は振ふり返った。夕日を背に受け、俺をにらんだ。沈ちん黙もくの中で俺たちはどれだけ、にらみあっていただろうか。

　口火は俺が切った。

「左方天詳か？」

「いかにも。貴様は北浜雄一だな」

　もしも、ドラマでおなじみのこんな状じよう況きようになったら『違ちがいます、人違いです』と言ってみたかったのだが、実際問題としてできたものじゃない。

　天詳の眼光の前ではなおさらだ。

　たいして根こん拠きよがあるわけでも無いが、左方天詳は手ごわそうだ。

　俺は天詳の間合いに気をつけながら、言葉を続けた。

「なんの用だ？　あんたと面識はなかったと思うが」

「ああ。お前とは会った事はない。だが、私はお前の正体を知っている。黙だまって見過ごすわけにはいかないのだ」

　心持ち低く、確かによくとおりそうな声だった。

「落語家にそんな事を言われる筋すじ合あいはないな」

　天詳はジャケットの内ポケットに手を入れた。そして引き抜ぬいたのは扇せん子す。

　ピシッと澄んだ音がして扇子が開かれた。

　扇子には道どう明みよう寺じ駅前商店街の文字。謎なぞの落語家がなんで近所の商店街の記念品の扇子を持っているかは、今は考えない。深読みしても仕方がないだろう。重要なのは、記念品の扇子には扇子としての機能しかなく、針が仕し込こんである可能性がないって事である。

　俺は息を吐はいた。天詳との戦いは避さけられないだろう。

　問題は思考の疾しつ走そうの残り時間がどれだけあるかだ。

　聴ちよう覚かくを研とぎ澄すましたり、道路を駆かけ巡めぐったりして結構、消費しているはずだ。手持ちの時間は五分、少なくとも三分以上は使っている。一分も残っているだろうか。

　天詳が、駆けた。俺も、駆ける。




・天詳は右手に扇子を持ちながら駆けて俺に近寄る俺は上体をずらすそのまま駆け抜けて間合いを取る天詳・




　今の一いつ瞬しゆんの間合いの取り合いで判明した。天詳の動きは鈍にぶい、というか普通の人間と同じ速度だ。よし。奴やつは思考を疾走させてる訳わけではない。こちらが攻こう撃げきを仕掛けてもカウンターを食らう心配はないだろう。

　再び開いた間合いで、天詳は息をついている。呼吸の乱れからして天詳はスタミナにも問題があるようだ。




・俺は走る走る走る天詳も重心を落とし駆ける駆ける駆ける時に俺の拳こぶしは天詳の顔面を狙ねらい撃うつが外はずれて天詳の滑すべり込こみながらのスライディングのせいだと思った時には足を払われていて俺は転げる・




・転げながらも俺は体勢を立て直し起き上がる寸前の天詳目め掛がけて走り拳を奴のあごを持ち上げるようにアッパーを撃つ・




　俺の拳を受けて天詳は吹ふっ飛んだ。

　そして徳湖のそばの壁かべにぶち当たる。

　天詳の足が少し徳湖に引っ掛かったせいか徳湖はバランスを崩くずして地面にへたりこむ。

　巻き起こる、激げき突とつ音おんと土つち煙けむり。

　このあいだの銀山との戦いで俺が使ったのは体当たりだけだった。

　落語家の存在を知って、これではあまりに心もとないので、幾いくつかの格かく闘とう技ぎの専門書を読みフォームだけは覚えておいた。

　このアッパーは、それが役にたったというところか。

　よし次は二段回し蹴げりでもやってみるか。

　土煙の中から天詳は立ち上がった。

　圧あつ倒とう的てきに俺が有利な割には、左方天詳に焦あせった感じが見受けられないのが不気味だ。

　もし、徳湖を人質にとられると厄やつ介かいなので俺は速そつ攻こうで動いた。




・走り走り走りへたり込む徳湖の頭上をかすめるように足を回転させて天詳の横っ腹を蹴り抜ぬこうと足を放つ時に俺はバランスを崩してしまう・




　うっかりしていた。俺は右足をねんざしていたのだ。そのせいでバランスが崩れた……。

　へ？　調味魔ま導どうは治ち癒ゆ効果を促そく進しんするんではなかったのか。骨折なんざその場で治したではないか。それがどうして、ねんざごときが治せないのだ？　徳湖に説明させようにもあいつの心は彼ひ岸がんの彼方かなただ。

　俺は右足首を回してみた。痛みは無く、前後にはうまく動く。しかし左右のねじりが全まつたくきかない。これでは走れても蹴りが使えないではないか。




　俺は大馬鹿だった。天詳の存在をころりと忘れて足首をねじっていたのだ。奴やつの気配にきづいた途と端たん、俺は奴の蹴りを右肩かたに食らったのだ。

　よろけながら俺は思考を疾しつ走そうさせた。逃にげる為ではない、攻こう撃げきする為だ。




・俺は奴を軽々追い詰つめとどめの拳こぶしを撃うつ壁を背にした奴に逃げ場はない逃げ場のない奴は俺の拳を見つめているその目を開き拳を見続ける勇気は認めるがさらばだ天詳だが俺の腕うでが伸ばされ俺の拳が奴に届とどく寸前に奴の目から焦しよう点てんが消え去るのを俺は見たのだ奴は思考の疾走が出来ないのではないしていないだけなのだ・




　土ど壇たん場ばで天詳は思考の疾走をかましてくれた。俺の拳は空を切った。思考の疾走と思考の疾走のぶつかりあいだ。




・天詳の突つき上げた拳が俺の右肩をさらに撃ち吹ふき飛んで俺は地面を滑すべる時に天詳は走り走り俺が立ち上がる寸前に右足の膝ひざを踏ふみつける俺の左足の膝を踏みつける左肩を踏みつける激げき痛つうを無視して俺が立ち上がると天詳は驚おどろきを隠かくせない・




　天詳に両足をしばき倒たおされた。普通ならば戦せん闘とうどころか、移動不能のノックダウンだ。

　しかし俺は立ち上がった。

　俺が立ち上がるのを見て、天詳はあとずさった。天詳との間合いはざっと六メートル。その距きよ離りをおいて判るほど、天詳の息切れが凄すごい。天詳の正体は何なのだ？　思考の疾走が出来るのになんであんなに息切れする？

　どうみても、俺の方の怪け我がが酷ひどい。しかしスタミナは俺の方が残っている。普通に考えれば天詳の有利だが、俺の体の回復能力は調味魔導のせいで格かく段だんに上がっている。やはり俺の方が有利だ。天詳にもそれは判っているのだろうか。

　天詳が叫さけんだ。

「北浜、これでけりをつけてやる」

　天詳は扇せん子すを投げ捨てた。何をするつもりだ？　貧血で血の気がひくのと同じ速度で、俺の体からは痛みが消えていく。痛みが完全に消えたら反はん撃げきしてやる。

　調味魔ま導どうの回復力の前に天詳は勝ち目があるまい。

　天詳は、腕を胸の前で交差させ口から長い息を吐はく。気合いを溜ためているのか？

　天詳に踏まれ熱を帯びた関節が、心地好よく冷えてくる。

　俺の傷は治ろうとしているのだ。

　続いて天詳は腹の前で透とう明めいなソフトボールを両手で持つポーズをした。

　それからソフトボールを持つ両手を自分の左脇わき腹ばらへ動かす。

　ん？　このモーションはどこかで見た覚えがあるような。

　まさか。

　天詳は透明なソフトボールを両手で押おし出すように……。

　馬鹿な、これは格かく闘とうゲームやマンガでお馴な染じみの、気を相手にぶつける時のモーションではないか。

　気の固まりを飛ばして俺にぶつけようってのか？　そんな非論理的な。でも六メートルの距離をおいての攻こう撃げきは飛び道具以外には考えられない。

　気の存在をどうこう言ってるんじゃない。

　血や体たい液えきが勝手に体外に出たりしないように、気も体の外にほとばしるような物ではないと俺は考えている。気の固まりを飛ばすなんて出来るわけがない。

　これが天詳の余よ裕ゆうの秘密だというのか。

　天詳は両手を押し出した。

　そして刺さすような声で叫ぶ。

「めるふあうつあたあうえんふぺと!!」

　なんてこったい。

　俺は吹ふっ飛んだ。







　　　　３




　　　『同時　敗北する北浜雄一』




「めるふあうつあたあうえんふぺと!!」

　青白い光の固まりが見えたわけではなかった。だが、俺おれは実際に吹っ飛んだ。

　全身を包むジーンとした熱。

　引きつる背筋。

　あお向けで吹っ飛ぶ俺の目には夕焼けが見える。

　なんて綺き麗れいな夕焼けなんだ。

　目のすみには俺と同じように吹き飛ぶ徳湖の姿が見えた。そんなに凄すごい衝しよう撃げき波はだったのか。

　俺はスローモーションでバウンドして地面を滑すべった。

　全身を包んでいた熱は、血管の中でまだくすぶっている。

　せまりくる足音。

　俺の視界に天詳の顔が見える。

　俺を見下ろし、天詳は真顔で言った。

「この世から消し去ってくれる」

　思えば短い人生だった。人の命なんてどこでどうなるか判ったもんじゃないが、流る浪ろうの天才落語家の『気』で吹っ飛ばされて、とどめを刺さされる人生ってのは……まあ、仕方がないか。

　自分の望む死に方なんて出来るわけないもんな。

　……俺の望む死に方？　俺は死なんざ望んじゃいない！

　だが負けちまった。徳湖も殺されてしまうのか。救われない話だ。

　天詳は膝ひざをつき、俺の耳元で静かに死の宣告を行った。

「さらばだ。北浜デイレル」

　デイレルって何だ？　俺はデイレルなんかじゃない、もしかして本当に人ひと違ちがいなのか？

　だが声も出ない。

　天詳はささやいた。

「あぬとはらあゆねたあるらあぷゆ……」

　独特のリズムで俺の脳を襲おそう天詳の言葉。最初に来たのは、脳のシワの間を蟻ありがはいずり回る感覚。
















　次に来たのは、三日ぐらい徹てつ夜やして頭痛と共に眠ねむる時のような感覚。

　……眠い。……なんて眠……いん……だ。




　　　　＊




「大だい丈じよう夫ぶか北浜君」

　どこかで聞いた声が俺を呼ぶ。誰だれの声だったか？　えぇと……天詳の声だ!!

　俺は、全身の痛みをこらえ飛び起きた。

　頼たのもしげというか、包ほう容よう力りよくがあるとでもいおうか、そんな、さわやかな笑顔で天詳は俺を見ている。

　まわりの状じよう況きようも、さっきと全然変わっていない。行き止まりの路地のまんま。

　違うのは天詳の表情だ。さっきまでは背中にゴゴゴゴゴォォォという効果音がついていたのに今やリラックスしまくっている。

「詳くわしい説明は後だ。さあ立野さんも助けてあげよう」

　いうまでもないが俺は温おん厚こうな性格をしている。けど腹が立つと怒おこるのだ。

「またんかい。左方天詳」

　天詳の顔に驚おどろきが広がる。

「なぜ、私の名前を？」

「やかましい!!　俺はもうこんなシュールで非常識な生活に嫌いや気けがさしてるんや!!」

「そうか、北浜君。君はデイレルを背負っていた間の記き憶おくを持っているのか。うむ、さぞや辛つらかっただろう」

「がぁぁぁ。天詳!!　デイレルって何やねんな？　徳湖、こっちへ来い!!」

　虚うつろな徳湖はゆらゆらと、俺のところへ来た。そして焦しよう点てんの定まらない目で俺を見て尋たずねてきた。

「あ、雄一。『なまたさう』って何を意味しているか知ってる？　知ってたら教えてちょうだい」

　俺はゆっくりと深呼吸し、怒いかりを誰にぶつけるべきか考えた。天詳しかいまい。

「天詳!!　徳湖を元にもどせ!!」

「いや、その前にデイレルを消去しなければいけないんだ」

「だからデイレルってなんやねんな」

　徳湖はうわごとのようにつぶやいている。

「なまたさうなまたさう」

　天詳は少し真剣な顔になりながら、語り始めた。

「デイレルというのは、君が読んだパウ・デイレルの書という古い本の」

　徳湖の低いつぶやきが耳について仕方がない。

「なまたさうなまたさう」

「さきに徳湖を元に戻もどせ。俺はそんな古い本なんか読んだ覚えはないぞ」




　　　　＊




　徳湖は満面の笑みを浮かべていた。

　俺の知る限りでは徳湖の満面の笑みとは、最大級の怒りを表すはずだ。

　その証しよう拠こに笑いながらこめかみがひくついている。

「あらまあ、あなたが噂うわさの左方天詳さんなのぉ？　なかなかやってくれるじゃないの。この私を惑わく乱らんさせるなんて、堅かた気ぎの人間には出来ませんわよ」

　徳湖は、あまりの怒りで自分で何を言ってるのか判ってないようだ。

「まあ、徳湖、落ち着け」

「あらまあ、北浜君。こんな落語家に気を遣う必要なんてなくってよ。この落語家のせいで私が、どれだけ苦労したと思って？」

　一番苦労してるのは俺だと思うが。

「本当に君達はパウ・デイレルの書を知らないのか？」

「知りませんよ。天詳さん」

　俺の天詳に対する怒りはだいぶおさまってきたので『さん』づけで呼ぶ。

「しかし××高校校舎破は壊かい事件の犯人は君たちではないのかい？」

　いつになくまろやかな声で、ドスを効きかせて徳湖はなじった。

「んまあ、犯人ですって？　北浜君。この落語家さんは口の利き方を知らないようね」

「徳湖!!　いい加減にしろ。天詳さん、さっきも言ったように私はパウ・デイレルの書なんて知りません。たぶん徳湖も……」

　まさか『ああ、あれね』と徳湖が言って俺が『ぎゃふん!!』なんてパターンじゃあるまいな。

　そんな俺の不安を徳湖は消してくれた。

「知らないってば」

　三人の間に沈ちん黙もくが流れる。

　お互いに、人さまには言いにくい事情があるのだ。徳湖や俺が調味魔ま導どうの事を口にしないように、左方天詳も自分の事情を話そうとしない。

　最初に徳湖が焦じれた。

「ああ、もうええわ。校舎の破壊は雄一がやったんよ、天詳さん。私は調味魔導師というある種の魔ま術じゆつを」

　天詳は端たん正せいな顔を再び、驚おどろきに歪ゆがめた。

「ち、調味魔導!!　あの長野県のですか？」

　天詳の言葉を聞いて、徳湖も負けずに驚いた。

「調味魔導を知ってるん？」

「はい。噂には。しかし調味魔導師は長野の隠かくれ里『××村』から滅めつ多たに外出しないのでは？」

「私の場合はちょっとした事情があってね。それまで説明しろっていうん？」

「いや、別に構いませんが。女調味魔導師ならば、北浜君は『験師』なのですか？」

「その言い方はやめて。雄一は私の友人よ。いろいろと迷めい惑わくをかけてるけど」

　徳湖みたいな奴やつに、すまながられると落ち着かない。しかし、現代社会の行政の中で隠れ里なんて存在できるのか？

「なあ、今時、隠れ里なんてあるんか？」

　天詳と徳湖は互いの素す性じように興味を持ったようで、俺の質問は思いっきり無視された。

「そうか、それで私と戦った時に内的制せい御ぎよを行ったんですね」

　内的制御？　思考の疾しつ走そうの事か？　俺は、めげずにもう一度聞いた。

「なあ、隠れ里ってやっぱし滝たきの裏とかにあるんか？」

「うるさいわね。黙だまっててや。今時の隠れ里ってのは行政的には普通の村と一いつ緒しよで、秘密を共有している集団の事を言うのよ。

　それやったら天詳さんは戦せん闘とう状態の雄一に勝ったん？　どうやって？」

「私も内的制御を使いましたから」

「内的制御？」

「一時的に、運動能力を上じよう昇しようさせる技術ですよ」

「そんな事が出来るって天詳さん、あんたは一体？」

「立野さんが手の内を明かしてくれましたから、私も手の内をみせましょう」

　徳湖と俺は生つばを飲んだ。いま明かされる謎なぞの落語家の正体。

「調味魔導師が人間の味覚に作用して魔術を行うように、私たち、左方一門は聴ちよう覚かくを利用して魔術を行います」

　生つばに続いて、徳湖と俺は息を飲んだ。調味魔導師が調理師とは似ているようで全然違ちがうように、左方一門は落語家のようで実際の落語家とは、別のものなのか。だが、待てよ。味覚を操あやつる魔術と聴覚を操る魔術があるのならば、当然……。

　俺の質問は徳湖に先を越こされた。

「それじゃ、人間の五感それぞれについて、魔術があるっていうの？」

　天詳は、うなずいて説明を始めた。

「私が知ってるのは聴覚を利用した『言葉』を使う左方一門。

　それと味覚を利用した調味魔導師。

　嗅きゆう覚かくを利用した魔術は、近世までは残っていたそうですが、途と絶だえたそうです。

　あと、触しよつ覚かくはノロンジという格かく闘とう技ぎがそれにあたり、私の知人のユゲ・ビブルオックスが操ります。もっとも彼はデイレルとの戦いで半死半生の危き篤とく状態ですが。

　そして、




　視覚魔ま法ほうこそがデイレルです。




　私たち左方一門とノロンジ使いはデイレルと対立しています」

　ビブルオックス？　本好きの雄お牛うし？　本名なら凄すごい名前だ。

　俺は軽く口くち笛ぶえを吹いて徳湖に言った。

「徳湖、上には上がいるもんやな。俺は詳くわしいところまで判らんけど、感覚を通して人体に刺し激げきを与え、尋じん常じようならざる効果をおよぼすんが基本やとするなら、感覚の持つ情報量が多ければ多いほど力があるんやろ。

　嗅覚には勝つと思うが触覚や聴覚、ましてや視覚と比べたら味覚なんてささいな物やんけ」

　徳湖は怖こわい顔をして俺をにらみつけたが何も答えない。

　俺は、天詳の使う技の理論から考えて、気と扇せん子すの秘密を解いた。確認の為に天詳に尋たずねる。

「天詳さん。さっきの気や、徳湖を惑わく乱らんさせたのが聴覚魔ま術じゆつなんでしょ？　気の正体は、あのモーションやなくて叫さけんだ言葉にあってんや。あの言葉は恐おそらく聴きいた者の背筋を急きゆう激げきに収縮させて相手を吹ふき飛ばす技なんでしょ。それと扇子ってのは言葉に方向性を持たすために使う道具とみたけど」

　天詳は深い瞳ひとみで俺を見た。俺の洞どう察さつ力りよくに感心したようだ。

「基本的にはそうです」

　徳湖の頭をつついて俺は言った。

「徳湖、聴覚は相手に言葉を聴かせると、飛び道具としても使える。

　触覚は相手に触さわるだけで攻こう撃げきできるやろうし視覚にいたれば相手に見せるだけで攻撃が出来る。

　調味魔ま導どうじゃこうはいかんわな。相手に毒弁当を無理矢理食わせてみるか？」

　徳湖は自分の頭をつつき続ける俺の手を叩たたいて答えた。

「確かにそのとおりよ。直接攻撃に使おうと思えば味覚なんて嗅きゆう覚かくよりも劣おとるわ」

　俺と徳湖がケンカを始めるとでも勘かん違ちがいしたのか天詳は慌あわてて仲裁に入った。

「まあ、落ち着いて。確かに私の『言葉』は離れた相手にも攻撃として作用します。しかし、余よ程ほど注意して使わなければ、味方も巻き込こみますし、有効射程もそんなにありません」

「六メートルもリーチがあれば万ばん々ばん歳ざいやと思うけど。ん？　声ならば六メートル以上は届とどくでしょ？　それに天詳さんは自分の言葉を聴いてどうして無事なんですか」

　結構『言葉』の秘密の奥深い部分に関わってそうだが、天詳は教えてくれた。

「『言葉』は厳げん密みつな周波数の中で再現されます。

　私自身が『言葉』の効果を受けないのは、自分の出した声というのは自分の肉や骨を伝わったりするので認識の時点で、必要周波数からずれてしまうからで」

　なるほど。録音された自分の声って自分のイメージと全然違ちがうもんな。天詳は続けた。

「それにも関わるんですが、あまり大きな声を出すと鼓こ膜まくから伝わる『言葉』が体の中を伝わる『言葉』を上回って自分自身にも効果を及およぼしてしまいます。それで六メートルが限界なんです。それに大きすぎる声は、口内反はん響きようの都合で歪ゆがみを起こし、効果を半減させるのです」

　徳湖は大きなあくびをした。

「ふぁぁあ。あほらし。『言葉』？　調味魔導とは格が違うわよ。そんなの子供だましやない」

　いきなり大だい胆たん不ふ敵てきな発言をする女だ。馬鹿にされて天詳は怒おこるかと思ったが、意外と彼は冷静だった。

「確かに」

　俺は言った。

「そうか？　どう考えても調味魔導よりは使えると思うが」

「それは雄一が『言葉』なんて知らずに戦ったからやよ。もし『言葉』の理り屈くつが判ってたなら『神奈川水すい滸こ伝でん』でも『日本全国酒が飲める音頭』でも大声で歌いながら戦えば『言葉』は封じられるやん」

　確かにそうだ。

「いい、雄一。『言葉』が調味魔導に比べて有利なのは一点しかないのよ。それは『言葉』は何の準備も要いらずに使用できるってところね。相手に対して使おうが自分の運動能力を上げる為に使おうが、必要な時にすぐ使える」

　待て、それが重要なのではないか？

「待て徳湖。ネタが割れてたら飛び道具としての機能は失われるとしても、自分自身に作用する『言葉』を使えば、俺みたいに思考の疾しつ走そうが可能なんやろ？　弁当を食うという手間をかけんぶんだけ凄すごいやないか」

　徳湖は説明するのも面めん倒どうそうな顔をした。

　徳湖に代わり天詳が俺に教える。

「いえ。私の内的制せい御ぎよは、のべ数十秒が限界ですから」

　あ。調味魔ま導どうでの思考の疾走は五分有効。それに比べれば短い。調味魔導が他の魔ま術じゆつに比べて圧あつ倒とう的てきに有利な点はそこにあるのか。調味魔導は食事という性格からしてエネルギー源を腹の中に持っている。のべ五分の戦せん闘とう能力向上ってのは本来は破格なのか。

　これで、『言葉』を使う左方天詳と『調味魔導』を使う立野徳湖の、互いの手の内は出で尽つくしたか？

　ならば残る疑問は一つ。

「天詳さん。デイレルって誰なんですか？」

　そして天詳は語った。デイレルの正体。そして視覚魔ま法ほうの恐きよう怖ふを。







　　　　４




　　　『デイレルに驚きよう愕がくする北浜雄一』




　もしも、俺おれや徳湖が調味魔導の関係者でなかったら、天詳はあんな話をしたりしなかったと思う。天詳が語った事実ってのは、五感を利用した魔術の存在を知らない者にとってはあまりにも馬ば鹿かげた話だったからだ。

　だが、魔術の存在を知る徳湖や俺にとっては驚愕の事実であった。

　天詳はあの、夕ゆう闇やみ迫せまる路地裏でデイレルの存在を俺たちに話した。




　　　　＊




「五感魔術はその発生時期や、創始者には何の関連もありません。

　五感魔術の発見は異い端たん的な天才や、狂きよう気き的なまでの観察力を持つ人物によって行われたのです。

　私たち左方一門の祖であり『言葉』の創始者は平安時代の歌人だと伝えられています。

　その歌人は、本来なら意味の無い言葉が時として人間の心に微び妙みように作用する事から『言葉』を発見し、応用していったそうです。他の魔ま術じゆつの創世も似たようなものでしょう。

　問題の、視覚魔法の創始者は中世の女性でした。本名は判りませんが、通り名では『パウ』と呼ばれていた魔ま女じよです。

　確認しておきましょう。五感魔術はその効果から魔術だと言っていますが、私は純然とした技術であり科学であると考えています。

　五感魔術は物理的に不可能な現象を起こすわけではありません。ただ、脳や生命の未知の領域に作用しているだけなのです。

　魔女は魔法を使うから魔女と呼ばれますよね。ただしパウは、視覚魔法を使うから魔女と呼ばれていたわけではありません。

　パウは視覚魔法を創始する以前から魔女と呼ばれていたのは確かです。それの意味する事は判りませんが、私は彼女を脳の秘密を完全に解きあかした人物だと思います。

　そうでなければパウ・デイレルの書など造れるはずがない。

　パウ・デイレルの書とは羊よう皮ひ紙しの表紙の古い洋書に過ぎません。そして、中に書かれているのは、何の法則性も見出せない細かい幾き何か学がく模も様ようです。

　この幾何学模様こそが視覚魔ま法ほうなのです。

　第一ページから順にパウ・デイレルの書を読んでいくと、読者は視覚魔法にかかっていき、最後まで見終えると、




　視覚魔法により読者の精神の中に疑ぎ似じ人格『デイレル』が構成されるのです。




　文ぶん献けんによれば、視覚魔法を利用して疑似人格を構成しようと考えたパウは試行錯さく誤ごを繰くり返したそうです。最初のあいだはただ、読者に共通の感覚を、怒いかりとか悲しみを与えるだけでしたが、やがて読後に凶きよう暴ぼう性せいを与える事にも成功しました。

　そしてついに人格の構成にすら成功しました。それがデイレルです。しかしデイレルは凶暴で邪じや悪あくな性質を持っていたのです。

　パウはデイレルの完成をもって視覚魔法の研究を打切り、パウ・デイレルの書を封ふう印いんしました。しかし時代は流れパウ・デイレルの書は世界に流れだしたのです。人間の原点が善なのか悪なのかは知りません。でも、デイレルは純然とした悪の権ごん化げなのです」

　徳湖は興味を覚えたのか天詳に尋たずねた。

「パウ・デイレルの書を読めば、誰だれでもデイレルになるっての？」

「個人差があります。

　知ってるかも知れませんが、人間が書物を読む時には、うっかりページを抜ぬかしたり文字を飛ばしたりする事が結構ありますよね。

　パウ・デイレルの書とは幾何学模様の集まりですから、飛ばした部分の読み直しはしないので、たいがいのデイレルは不完全なデイレルとして再現されます」

「完全、不完全の根こん拠きよは？」

「一言で言えば凶きよう悪あく性せいに差がでます。

　パウの研究ノートはオカルトマニアの間に結構出回っていて、パウ・デイレルの書についても言げん及きゆうされています。左方一門は、古くから聴ちよう覚かく以外の五感魔ま術じゆつについて調査していました。そして、パウ・デイレルの書とデイレルの存在を知ったのです」

　否定するつもりは無かったが、俺は天詳にきいた。

「そう、悪や邪悪やと言われてもね。実際に誰がデイレルやって例を上げてもらわな。まさかヒットラーがデイレルやったなんて俗ぞくなこと言いませんよね」

　天詳は首を横に振ふった。

「まさか。一番最近では、アメリカの麻ま薬やく王おうがデイレルになりました。彼の場合はパウ・デイレルの書を希き書しよとして、コレクターに売りつけるつもりだったようです。そしてうっかり中をのぞいたんでしょう。

　ただ、かなり雑な読み方だったらしくデイレルとしては弱い方で、視覚魔ま法ほうは使えてもデイレルの性せい質しつは弱かったのです。それでもユゲは半殺しにされましたが。一番有名なのは麻薬王の二人前のデイレル、テキサスのタッド・ペノーですね」

　徳湖はタッド・ペノーの名前を聞いて青い顔をした。しかし俺はタッド・ペノーなんて知らなかった。

「天詳さんタッド・ペノーって誰ですか？」

「知りませんか？　テキサスのクリーニング屋ですよ」

　思い出した。テキサスのクリーニング屋といえば、二年間で（判明しただけで）三十五人の子供を惨ざん殺さつしたあのクリーニング屋だ。

　名前は忘れたが現地の三流新聞がすっぱ抜ぬき、スクープとして惨殺現場の写真を発表したのだ。日本でもどこかの週しゆう刊かん誌しがその写真を発表した。よせばいいのに当時、中三だった徳湖がその週刊誌を買い、現場写真を見たのだ。徳湖の青ざめた顔ってのは、珍めずらしいだけにちょっとした見ものだった。

「タッド・ペノーは私の知る限り最悪のデイレルでした。タッド・ペノーは麻薬王とは逆のパターンで、視覚魔法は全まつたく使えずにデイレルとしての性質が強く出ていました。

　パウ・デイレルの書を読む前のタッドは非常に温おん厚こうな性格だったと、ユゲは言ってました。タッドの一件は私たちの完全な敗北で、私たちはデイレルの消去に失敗しました。二度と精神病院から出られないでしょうが、タッドは今もデイレルです」

「デイレルを消し去るなんて出来るん？」

「はい。デイレルはいうなれば、強きよう烈れつな暗示ですから五感魔術を用いれば、奴やつを消し去る事が可能です。タッドの時は間に合わず、消去前に警けい察さつに逮たい捕ほされましたが」

　興味ぶかそうな顔をして、徳湖がうなずく。

「暗示を解かい除じよするだけなら難しくないわね。その程度の調味なら私でも出来るわ」

「パウ・デイレルの書はイギリスからアメリカに伝わりました。アメリカでだいぶ長い間行方ゆくえ不ふ明めいになっていたのですが、麻薬王の手で日本に送られたと、ユゲが左方一門に連絡してきたのです。左方一門の情報網もうで関西方面に伝わったところまでは判明したのですが」

　天詳の説明はそこまでだった。

　関西各地で暗あん躍やくする謎なぞの落語家一門……嫌いやすぎる現実だ。

　お互いに事実を語り終え、天詳は俺と徳湖にかけた迷めい惑わくを詫わびて、立ち去ろうとした。俺は天詳に疑問をぶつけた。

「天詳さん。さっきの飛び道具のモーションに何か意味はあったんですか？」

「ありませんよ。ただ、あるとするなら北浜君。あのモーションを見て飛び道具を本当に出すかと考えて一いつ瞬しゆん、悩なやんだでしょ。その隙すきと私の動作と一いつ緒しよに声にも北浜君の注意を向けたかったのです」

　そういうことか。

　天詳は去りぎわに自分が使っているホテルの電話番号を教え警けい告こくした。

「気をつけて下さい。油断してはいけませんよ。知性的なデイレルなら、自分にとって五感魔ま術じゆつ師しが脅きよう威いになると考えるはずですから。私が君たちを調べられたように、デイレルにも正体が疑われる可能性があります。別に脅おどすつもりはないですが、もしも妙な事件が起きたなら遠えん慮りよせずに、そこへ連絡してください。まだ半年はそのホテルにいますから」

　言い残して天詳は去っていった。

　風のように現れ、風のように去っていく男だ。おっと、徳湖にねんざの説明をさせねば。

「……雄一。常識で考えて骨折した骨が瞬しゆん間かん的に治ったりすると思う？」

「思うも思わんも、おまえが言ったんやないか。げんに銀山と戦った時の鎖さ骨こつの骨折は、あっという間に治ったやんけ」

「まあ、それほど違ちがっちゃいないんやけどね。調味魔ま導どうを使えば本来不可能なような筋肉の制せい御ぎよが出来るねん。単純な骨折なら、骨が本来、位置するべき場所に押おし戻もどして骨折部分の、そばの筋肉の数パーセントを治ち療りよう用に回すって作業を無意識下で行うねん。

　いうなれば、筋肉によるテーピングであり添そえ木ぎでありギプスやね。意識の上では少し引きつる程度の感覚しかないと思うけど。折れてはいても本来の位置からずれてないから痛みはないでしょう？　出血の制御も似たような理り屈くつで行ってるねん。動脈自体の活動を制御するんやなくて、動脈付近の筋肉の収縮によって出血を押さえるって感じでね。

　だから、ねんざとか複雑骨折は雄一の無意識下での回復は、でけへんねん。痛みとかはないと思うけども無理な動きは体が許してくれへん。

　それと、今、天詳さんと話してて気づいたんやけども、参考までに覚えといて。

　天詳さんが、『言葉』で雄一の背筋を制御出来たって事は、五感魔術はもしかして調味魔導で行っている治ち癒ゆ効果を打ち消せるかもしれん。

　激げき闘とうの末に相手に五感魔術を食らって全身の傷から出血するわ、骨は外はずれるわ、もうわやや!!　と、なるかも知れんから気ぃつけてや」

　何をどう気をつけろだと？

「誰がそんな凄すごい仕打ちを俺にするって言うねんな？」

「……デイレル」

　わっはっは!!　徳湖、パンチの効きいたなかなかのジョークじゃないか。

　この世の尋じん常じようならざる厄やつ介かい事ごとは、全すべて俺に挨あい拶さつをしにくるとでもいうのか？　いやあ、本当に面おも白しろいジョークだ。

　面白いから頼たのむ徳湖、笑ってくれ、そんな真剣な顔をせずに。俺には笑う余よ裕ゆうは無い。だから頼む徳湖、笑ってくれ。

　頼む!!
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　　　『浮かれる男・南方圭司』




　僕ぼくは約やく束そくの時間より早く、待ち合わせ場所である天てん王のう寺じ駅に着いた。

　十一時に待ち合わせだったから五分ほど早く到とう着ちやくしたのか。

　人ゴミを注意深く見たけども涼子先せん輩ぱいはまだ来てないみたいだ。

　ついこの間まで僕は涼子先輩の事を西中島先輩と呼んでいたんだけど、優しい涼子先輩は『言いにくいでしょ？　西中島やなくて涼子でええよ』と、言ってくれた。

　これだけでも、文集編へん纂さんスタッフになるのを勧すすめてくれた北浜先輩に感謝しなければ。

　今日は日曜日。

　僕と涼子先輩は、文集の装そう丁ていの参考にする古書を買いに行く為に、待ち合わせをしている。

　最初は近所の古本屋で探すつもりだったけど、涼子先輩が『どうせ装丁に凝こるんやったら大きな古本屋で探そう』と言ったので、梅うめ田だにある古本屋街『カッパ横町』まで出掛ける事になったんだ。




　僕が待っていると、すぐに涼子先輩がやって来た。

「南方君、待った？」

「いえ、今来たところです」

　僕は涼子先輩の私服姿を初めてみた。

　シンプルなデザインの白いブラウス。

　赤いチェック地の巻きスカート。

　今日の髪かみは下ろされていて、腰こしにまで届とどきそうだ。

　よく見なければ判らないけども、普ふ段だんよりほんの少し濃こい口くち紅べに。

　僕は少し照れながら涼子先輩に聞いた。

「涼子先輩はチェック地が好きなんですね」

　涼子先輩は微笑ほほえんだ。

「うん。何となくチェック模も様ようを見てると落ち着くねん」

「へえ。似合ってますよ」

　言ってから、ハッとしたが、涼子先輩は軽やかな笑顔で答えてくれた。

「そう。ありがとう」

　なんて、いやみのない笑顔なんだろう。

「ほんじゃ行こうか南方君。南方君は梅田に詳くわしい？」

「いえ、あんまり」

「そう。じゃ、少し遠回りになるかもしれんけど谷たに町まち線で行こうか。私、東梅田からやないと、ようカッパ横町、行かれへんから」

「はい」

　僕たちは谷町線に向かい歩き始めた。
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　地下鉄谷町線は日曜の午前中だったので、そんなに混んでいなかった。

　僕と涼子先輩は並んで地下鉄の座席に座った。

　涼子先輩は、あくびがちに伸のびをし、僕に話しかけた。

「ごめんね、南方君。日曜やのにつきあわせて。彼女とデートの約やく束そくでもあったんちゃうん？」

　慌あわてて首を振ふって否定する。

「彼女なんていませんよ!!」

「そうなん？　南方君、男前やから彼女の一人や二人おりそうやのに」

　僕は思い切って聞いてみた。

「……涼子先せん輩ぱいは、つきあってる人がいるんですか？」

　ほほえんで涼子先輩は答えてくれた。

「ううん。おらへんよ」

　良かった!!　とりあえず良かった!!

　たたみかけるように尋たずねてみた。

「涼子先輩はどんな男の人がタイプなんですか？」

　トレードマークになっている、小首を傾かしげて考える仕し種ぐさをして涼子先輩は言った。

「そうやね……余よ裕ゆうしゃくしゃくの人かな。それでいて他人に優しい人」

　余裕しゃくしゃくで他人に優しい人？　どんな人を言うんだろう。頼たよりがいのある人なんだろうか？

「例たとえば、どんな人です？」

「んとね。北浜君みたいな人。私、北浜君、好きやわ」

　度ど胆ぎもを抜ぬかれる、というのは、こんな時に使うんだろうか。

　衝しよう撃げきの事実にショックを受けつつ、僕はしゃべった。

「北浜先輩って頼りがいありましたっけ？」

「わはは。あんまり無いよね。私が言いたいのは頼りがいがあるって事やなくて、なんて言ったらいいのかな。

　こんな事言ったら怒おこられるかもしれんけど、北浜君て根こん拠きよの無い自信家よね。

　けど、それを鼻にかけてるわけやなし、皮肉とかも言うけども基本的には自分の思った事を、そのまま言う人でしょ。

　立野とかが面めん倒どうを押おしつけても、文句をいいながら、自分に出来る最良の手段で挑いどんでいくでしょ。

　嫌いやな顔一つせずに、厄やつ介かい事ごとに当たるんやなくて。

　嫌やったら、嫌な顔をしまくるけども、ついつい全力を尽つくしてしまう。

　これって、本当は無茶苦茶優しい人やないとでけへんと思うねん。

　その優しさを支えるのは自分に対する余裕やとも思うし。

　そういう意味やったら部長も好きやわ。

　あ、立野も、なんやかんや言って、そういうところがあるから立野も好きやな」

　なんとなく涼子先輩の言いたいことが判るような判らないような。

　けど、涼子先輩の好きな人というのはどうやら、異い性せいではなくて人間性の話をしているみたいで僕はホッとした。

　でも人間性が嫌きらいな人を涼子先輩が好きになるわけはないな。

　僕もこれからは人の為に全力を尽くすようにしよう。

　そして地下鉄は東梅田に到着した。
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　カッパ横町をいろいろと歩いて古本屋に入ったけども、困った事に装そう丁ていに凝こった本というのはどれも高かった。

「困りましたね涼子先せん輩ぱい。二万円じゃ良くて一冊さつ買えるか買えないかですよ」

「そうやね。仕方がない、親切そうな店員のおる店探して相談にのってもらおうか」

　僕たちは、さらに何軒か店を回り陽気そうなおばさんが店番をしている店を発見した。

　涼子先輩が尋たずねてみた。

「すみません。私たち、装丁に凝った本を探してるんですが、どれも高くて。

　できれば三、四千円で装丁に凝った本て、ありませんか？」

　おばさんは、パンと手を打って答えた。

「ちょうど良かったわ、お客さん。今、傷きず物ものの整理を裏でやってるから良かったら見ていって」

　おばさんは僕たちを倉庫のようなところへ連れていった。

　倉庫の中には一人の白髪しらがのおじいさんが一いつ所しよ懸けん命めい、たくさんの本の状態を調べている。

　おじいさんに、おばあさんは説明した。

「功こうさん、この二人が装丁に凝った本を探してるんやて、傷物の中でええのがあったら渡わたしたって。お客さん、一冊二千八百円でどうや？」

　涼子先輩は少し考えてから承しよう諾だくした。

　おばさんは店にもどり、おじいさんは作業を続けながら僕たちに話しかけてきた。

「若いな。学生さんか？　わしが今、何をやってるかとゆうとやな、一言で言えば売りもんになる本とならん本を分けてるわけや。

　ほら、この本を見てみい」

　おじいさんは一冊のボロボロの本を僕たちに見せた。

「これは紙が酸化してボロボロになってるんや。よほど注意してめくらなページが取れてまいよるんやな。

　この本の場合は、古いけども活版印刷されとるから同じ本で、もっと保存状態がええのが沢たく山さんあるねん。

　つまり商品価値は皆かい無むって事やな。

　洋館とかの建て直しで、沢山古書が見つかったりするやろ。そしたらわしらみたいな者が呼び出されて鑑かん定ていするんや。高い本は金を払はらって買い上げるんやけども、大たい抵てい一いつ緒しよに二に束そく三さん文もんにもならん本も一緒に持っていってくれって言われるねん。ここにある本がみんなそうや。ただ、世の中には保存状態がどんなんであろうと存在するだけで価値がある本ってのもあるから、それをここで最終チェックしてるわけやな。

　そっちの本の山は最終チェック済ずみで焼しよう却きやく処分が決定した物や。

　燃えるゴミを二千八百円で売ろおってのかって腹立つかもしれんけど、堪かん忍にんしてや。

　欲しがる者がおる時に商売は発生するんやから。まあ、気楽に気に入るのを探してや。わしはこっちでチェックを続けるから」

　涼子先せん輩ぱいはうなずいて本の山に向かった。

「南方君はそっちから、面おも白しろそうなんチェックして。私はこっちからいくわ」

　こうして僕たちは百五十冊ぐらいありそうな本の山と格かく闘とうした。

　僕は手始めに一冊の本を手にとって、中を開いてみた。

　たしかに、おじいさんの言うとおり酷ひどい代しろ物ものだ。

　この本は虫食いだらけでとても判読できた物じゃない。

　いちいち中を見る必要も無いので、僕は手早く、変わった表紙や造りになっている本を探し始めた。

　手にとっては後ろに置き、手にとっては後ろに置きの繰くり返しだった。

　けど、たまに変なとじ方をした本や、表紙の革に妙な空想上の生物が削けずりこまれている本がある。

　途と中ちゆうから面白くなって僕は夢中で本のチェックをした。
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　本のチェックを始めてからどの程度の時間がたったのだろう。

　本の山はだいぶ減っていて、反対側からチェックしていた涼子先輩は、もう僕の目の前で本を調べている。

　そして僕は一冊さつの妙な本を発見した。

　他の本が半分、表紙が取れかかったりしてるような物ばかりなのに、その本はきっちりと本の形を保っていた。

　多分、動物の革で出来た黒みがかった表紙には、アルファベットで『ブック・オブ・ポウ・ディィィル』と、妙なつづりで書いてあった。僕が黒い本に気を取られていると、涼子先輩が声をかけてきた。

「どう、南方君。面白そうなんあった？　私の方は二冊、見つけたけど」

　僕は自分の手に持っている黒い表紙の本を涼子先輩に見せた。

「涼子先輩。この本は何でしょうか？　これだけは何か保存がいいみたいですけど」

「どれ、ちょっと貸して。……ブック・オブ・ポウワ・ディルル？　変なつづりね」

「僕の方はその本を含ふくめて三冊、見つけましたよ」

「ちょっと待ってや、南方君。この黒い本は無傷やし、もしかしたら、おじいさんが間ま違ちがえて分類したもんかも判らんやん。一応確認しておこ」

　心優しい涼子先輩はおじいさんに確認をとりに行った。

　おじいさんは笑って答えた。

「ああ、なんやパウ・デイレルか。それも焼しよう却きやく処分でええねん。それは捏ねつ造ぞう品ひんやから」

　涼子先輩は小首を傾かしげた。

「この本は贋にせ物ものなんですか」

「ちゃうちゃう。贋物ですらない。どこで紛まぎれ込こんだか知らんが、どっかの誰かが冗じよう談だんで作ったんやろ。

　出版年月日と、印刷や製本技術がかけ離れてるもんな。この時代にその印刷法は無かったはずやねん。

　その時代にそんな印刷した奴やつがおったら大天才の化ばけ物ものやで。それに中を見てみ」

　涼子先せん輩ぱいは本の中身をパラパラっとめくった。中には小さい幾き何か学がく模も様ようがびっしりと書かれている。

「判ったか？

　それは本ですらないねん。恐おそらく印刷機械の試し刷りサンプル本として作ったんやろうけど、そのサンプルを作った奴が愛あい嬌きようよしで古書の真ま似ねをしたんやろ。そいつも持っていってええで」

　そうして僕たちは五冊の古書を手に入れたんだ。

　それから梅田のロフトをのぞいたり、阪急ファイブで涼子先輩のウインドゥショッピングに付き合ったりして一日を過ごした。

　そして、ついに別れの時が来た。

　改札口で別れる時の涼子先輩の一言を僕は一生忘れないだろう。涼子先輩は言った。

「じゃあね、南方君。古書は私が月曜日に学校持っていくから。ええって、南方君は電車通学やから荷物になるでしょ？　私は自転車やから大だい丈じよう夫ぶやって。
















　そんじゃね南方君。

　今日は一日楽しかったよ」

　涼子さんの笑顔の残像の中で僕はとろけそうになった。







　　　　２




　　　『二時間後、麻ま薬やく王おうの罠わなに落ちる西中島涼子』




　ちょっと遅おそくなってしまった。

　門限にひっかかるような時間ちゃうから、お母さんに怒おこられはせんやろうけど、夕食には間に合うかな。

　玄げん関かんに着いた時に時計を見てみたら七時三十分やった。

　私は扉とびらを開けて家に入った。

「ただいまあ」

　廊ろう下かの奥おくからドタドタ音がして良ちゃんが出で迎むかえてくれた、珍めずらしい事もあるもんやね。

　良ちゃんは右手に箸はしを持って私に泣きついてきた。

「姉ちゃん、帰ってきてくれたか。助かった。晩ばん飯めし作ってくれ」

　姉ちゃん、姉ちゃん言われても私と良ちゃんは双ふた子ごやないの。

　双子で、名前が良太と涼子やから、私は良太のことを良ちゃんと呼び良ちゃんは私のことを姉ちゃんと呼んでいる。良ちゃん、涼ちゃんでは訳わけが判らなくなる。

「お母さんは？」

「何か知らんけど婦人会の集まりに出ていった。どうせまた、長話してくるやろから、帰ってくるのは八時まわるんちゃうか」

「お父さんは？」

「今日は十時まわるって、さっき電話があった」

　お父さんはデパートに勤めているので日曜の今日も出勤してる。

「けど、良ちゃん。買い置きのインスタントラーメンかなんかあったんちゃうん？」

「俺おれもそう思ってたんやけど、ラーメンは一つも無くて焼きそばばっかしやねん」

「ほんじゃ、焼きそば作ったらええやん」

「あかん。俺が焼きそばを作ると、出来上がるやつより、フライパンにこびりつく方が多くなってしまうねん」

　良ちゃんは料理に関してはとても不器用やった。

「わかった。すぐに何か食べる物、作ったげるからちょっと待って。部屋に荷物を置いてくるから。その間に良ちゃん、風ふ呂ろの準備でもしといて」

　私は自分の部屋に入って、荷物を下ろし、服をトレーナーに着替えた。

　そして、台所へ向かう。

　台所について冷蔵庫の中を調べてみる。

　魚が何匹びきか入ってるとこを見ると、お母さんは焼き魚でも作るつもりやったんやろうか？　焼いといてあげようかとも思ったけど、良ちゃんはだいぶ、おなかすかしてたみたいやから先に焼きそばを作ったげよう。

　私がフライパンに水を入れていると、良ちゃんが風呂場から戻もどってきた。

「湯、出しといた」

「あ、ありがと、五分もしたら、焼きそば出来るからそこに座って、待っといて」

「うん」

　良ちゃんは台所の大きいテーブルに座って焼きそばが出来るのを今か今かと待ちかねている。

　しばらくして焼きそばは完成した。

「はい、良ちゃん」

「ん？　姉ちゃんは食わんのか？」

「私は夕食まで我が慢まんする」

　焼きそばを食べながら良ちゃんは私に聞いてきた。

「デートやから、食ってきたんちゃうん？」

　手をふき、私も椅い子すについて答えた。

「デートやないって。クラブで必要な本を買いに行ってただけやよ」

「クラブ？　数学部？　するとあの、北浜雄一と今まで一いつ緒しよやったんか!!」

「違ちがう違う。今日は北浜君は、一緒やなかった。それにしても、なんで良ちゃんは北浜君と仲が悪いん？」

　良ちゃんは遠くを見る目をして語った。

「姉ちゃん。別に俺は北浜雄一が嫌きらいやとか仲が悪いとかいうんではないねん。何と言うか、この魂たましいの奥おく底そこで対立する物があるねん。それは北浜も思ってるはずやが」

　私は、昔誰かに聞いた言葉を思い出した。

「あ、判った良ちゃん。誰に聞いたか忘れたけど、『自分にソックリな人間ほど気にいらんものはない』ていうから、しっくりいけへんねや」

　箸はしを握にぎりしめて良ちゃんは怒おこった。

「それを言われるのが、一番、嫌いややねん」

　全身に怒いかりのポーズをとっているけど、声はいつも通りの優しい声やった。

「そういうところが北浜君にそっくりやと思うわ」

「やかましい」

　私は笑って席を立った。

「それじゃ良ちゃん。先に、お風呂入ってくるわ」

「おう」




　　　　＊




　湯船につかりながら今日あった事を思い出してみた。

　南方君は、母性本能をくすぐるというか、弟みたいで可愛かわいかった。

　実際の弟は、あんな感じじゃないのは知ってるけども。

　梅田に出たのも久し振ぶりやったから、あっちこっち南方君をひっぱりまわしたけど、怒ってないやろうか。

　歩き回って疲つかれたんで私は大きく伸のびをした。その時、ガタンと玄げん関かんの方で音がした。

　お母さんが帰って来たようだ。

　今日は疲れたから夕食を食べたら寝ねよ。

　私は風呂からあがった。




　　　　＊




　夕食を食べ終わり片付けの手伝いをして、私はお母さんに言った。

「今日は、日曜やのに朝早かったし、一日中歩いて疲れたからもう寝るわ」

「そう？　それじゃおやすみ」

　私は自分の部屋に戻もどって、明日の学校の準備をした。

　忘れんように古本をもって行かな。

　私が、本の間にはさんでおいた領収書を探していると、何かのメモのようなもんを見つけた。

　黒い表紙のパウ・デイレルから半分だけのぞいている。

　興味を引かれて引っ張りだしてみると何かのメッセージやった。

　えーと、ジスブックハブァアルティメ……英語か？　辞書を使って翻ほん訳やくしてみようか。

　私は辞書と鉛筆を取り出してメッセージを翻訳してみた。

　だいたいこんな文章やった。

『この本は究極の秘密と力を秘めている。

　デイレルの創造者であるところのパウは、これが持つ驚きよう異いの力を押おさえる事を望み、幾いくつかのトラップを仕掛ける事に成功した。

　人間の目の癖くせにより、デイレルの完成度はほとんどの場合、四十パーセントに満たないのがそれの第一である。

　これは彼女自身が仕掛けたという事実よりも、あえてその事に対応する手段を行わなかった事が理由として上げられる。

　驚異の映像法を使えばこの癖を押さえ込む事など、いとも簡単である。

　そしてその方法はページの入替えという形をとってデイレルの書に含ふくまれている。

　現在までの多くのデイレルはデイレルになった時にその事実を知るのだが、自分こそが唯ゆい一いつのデイレルでいたいが為に、その事実を隠かくしている。

　だが、私は違ちがう。

　このメッセージに気づいた者がいる時、私はすでにデイレルではないだろう。

　だが、デイレルの永遠性の為に私はその秘密をここに示す。

　パウ・デイレルの書はその最終ページを最初に目にするようになっている。

　この事実を忘れてはいけない。

　一度デイレルになった者はデイレルに再びなるのは不可能である、それに留意し、最終ページから見なければならない。

　そして、もう一つのアドバイス。

　無む駄だな時間を過ごさない為に教えよう。

　視覚には敵対する者がいる。

　触しよつ覚かくのノロンジ、聴ちよう覚かくのサカタが主に対立している。

　嗅きゆう覚かくは、もはや存在していない。味覚は非ひ干かん渉しようを装よそおっているが、少なくとも味方ではない。

　留意すべし。


チャーリー・デイレル』　　






　……何のこっちゃ？

　こんな図形ばっかしの本に読む……見る順じゆん序じよも何もあったもんやないと思うけど。

　何か立野が好きそうな話やから、明日学校に行ったら、彼女に話してみようか？

　私は眠ねむたくなったので、部屋の明かりを消そうとした。




　……でもなんかやっぱり気になる。

　私はパウ・デイレルの書の最後のページを開いて図形を、文字を読むときのように結構真しん剣けんに見た。

　図形ばかりのページやから二分もかからんかったと思う。

　けどページを読み終えると私の頭からは眠気なんか吹ふき飛んだ。

　なんていうか睡すい眠みんを充じゆう分ぶんとったような、頭の中に心地好よい冷たさを与えてくれる場所が出来た気分。

　視力も何か上がったような気がする。

　今までよりも、はっきり物の輪りん郭かくが判るような感覚。

　私は面おも白しろくなってパウ・デイレルの最初のページを開いて見た。







　　　　３




　　　『十八日後　美う味まい弁当を食う北浜雄一』




　楽しい楽しい昼休み。俺おれは徳湖がわざわざ作ってくれた、手作りの弁当に箸はしをつけた。

　まずは卵焼きからだ。

　箸でつまみ口に運び、かみしめる。

　柔やわらかい感かん触しよく、舌ざわり。

　舌の中に広がる芳ほう醇じゆんな美う味まみ。

　これは普通の卵焼きではない、だしまきというやつだ。

　あぁ、なんという美味みだろう。

　だしの味が効きいているのだ。

　しかも、だしの味は、はかなくも、初冬の粉こな雪ゆきのように消えてゆく。

　その去り際の美しさが何ともいえない。

　さあ、次は何を食べようかと思案に暮くれていると教室に涼子ちゃんが入ってきた。

　涼子ちゃんは、仲良く二人で弁当を食べている俺と徳湖を見つけた。

「へえ、まだ立野が弁当を作ってるの」

　徳湖は少し険しい表情をして答えた。

「いろいろ事情があってね」

「どうしたの北浜君、いつもと違ちがって幸せそうな顔で弁当食べて」

「そうかい？　わはは」

　俺は弁当箱をおいて、今日は髪かみの毛を下ろしている涼子ちゃんに聞いた。

「どうしたん涼子ちゃん、何か用事？」

「えとね、次の時間の数学の教科書を忘れたから、良ちゃんに借りようと思って」

　行ぎよう儀ぎ悪く箸で指差して徳湖は答えた。

「西中島君やったらまだ学食から帰ってないで」

　俺は笑って言った。

「わはは。涼子ちゃん、教科書ぐらい俺が貸してあげよう」

「……いつになく北浜君、ハイやね。何かあったん？」

　目を向けられた徳湖は首を横に振ふる。

　俺は机つくえの中から教科書を出して涼子ちゃんに渡わたした。

「クラブの時に返してくれたらええから」

　涼子ちゃんは教科書を受け取る時にうっかり手をすべらして、もうすこしで弁当の上に落とすところだった。

「おっとっと。危ない。ごめんね北浜君」

　そういう、うっかり者のところも、いいなあ。涼子ちゃんは教科書をしっかりと抱かかえながら俺に言った。

「あ、今日はクラブに行かんから、授業終わったらすぐに持ってくる」

「別にかまわんけど。何か用なん？」

「うん、ちょっと図書室で勉強しようと思って」

「結構なこってすな。いやはや学生さんは勉強が第一、第一」

　俺は年寄り臭くさくうなずいた。

　意い地じ悪わるな小こ姑じゆうとみたいな声で徳湖は俺に問い掛けた。

「吞のん気きに言ってるけど、雄一は勉強せんでもいいん？」

「ふっ。いつもの僕ぼくと比べてもらっちゃ困るよ徳湖さん。今回は体育にさえ、まじめに出席して出席点を取れば、問題は全まつたくない」

　急に、何を思い出したか、徳湖は涼子ちゃんに尋たずねた。

「そういや涼子。先々週の日曜日、南方とデートやったんやてね」

　慌あわてて手を振って涼子ちゃんは答えた。

「違うよ、立野。あれはクラブで使う古本を四冊さつばかり買いに行っただけやから。ほら、あん時、立野もおったやん。部長さんが古本買って来いって言った時」

「そうお。南方は、ロフトに行ったり阪急ファイブに行ったりしたって嬉うれしそうに言ってたで」

「それは、私に気を遣わさんとこ思って、南方君が言ってるだけやよ」

　いいな、涼子ちゃんの少し照れた顔。

「そういう立野や北浜君もデートぐらいしてるんやないの？」

　俺は頭をかきながら言った。

「いやあ、僕たちは、場外馬ば券けん売り場でデートしている間ま抜ぬけなアベックみたいな関係だから」

　難なん波ばの場外馬券売り場は非常に面おも白しろい。

『俺は今日の昼ひる飯めし代だいまで突つっ込こんでるねや』という緊きん張ちよう感かんあふれる、おじさんや学生さんに混じって、ＪＲＡのイメージアップ作戦にまんまと引っ掛かりやって来たアベックが見受けられる。

　まあ、ＪＲＡも競馬場に馬を見に来て下さいって言ってるのであって、場外馬券売り場に来て下さいって言ってる訳わけではない。勘かん違ちがいしてる、トンチキなアベックが全すべて悪いのだ。

　ともかく、アベックと、おじさんたちのギャップの凄すさまじさは尋じん常じようではないのだ。

　だが、この冗じよう談だんは涼子ちゃんには通用しなかった。

「へえ、二人で競馬場に馬を見にいったりしてるんや」

　徳湖が否定する。

「違ちがうって!!　雄一、冗談を言うんやったらもっと判りやすいのにしてや」

　俺はうなずいた。

「涼子ちゃん。実は僕たちは、海遊館に行ったはいいけども、駐ちゆう車しや場じようが満まん杯ぱいでそのまま帰って来た間抜けなアベックみたいな関係なのだよ」

　こういう間抜けなカップルも後を絶たないらしい。

　涼子ちゃんは笑って突っ込んだ。

「あ、二人で海遊館に行ったことあるんや」

　俺は徳湖に首をしめられそうになった。

「え、雄一。もっと気の利きいた例えが言えんのか」

　前にも言ったがキャラクター性の関係で、徳湖は涼子ちゃんにからかわれると、切り返しが難しいのだ。

　かといって、俺も急に素す晴ばらしい例えを思いつくわけではないので、話題を変える事にした。

「そういや涼子ちゃん、古本が四冊さつて言ってたけど、五冊やなかったか？　最近クラブに顔出してないけど、南方が五冊買ったって言ってたような……」

「ああ、あれね。あれは一冊、私がうっかりコーヒーこぼしてベトベトになったから弁べん償しようしてん」

　なぜだか知らんが、涼子ちゃんは慌あわてて説明した。

　そんなに凄すごい質問を俺はしたのか？

「装そう丁ていを調べるだけの本やのに？」

　一いつ瞬しゆん、涼子ちゃんの顔から表情が消えた気がした。

　……気のせいだ。

　俺は言葉を続けた。

「いやあ、涼子ちゃんは、まじめだから」

　ちょうどその時、鼻歌まじりの男が教室に入って来た。

　西中島良太だ。

　この鼻歌は恐おそらく、イデオンの終わりの歌ではないか。

　いかに今、再放送中だからといってこんな歌を歌ってたら自殺志し願がん者しやと間ま違ちがわれるぞ。

　だが、さすがは我が宿敵。この歌を力強く歌い上げるとは、さすがだ。

　西中島良太は俺たちの方を見て、ぴたりと鼻歌を止めた。

　照れるぐらいなら、始めから歌わないいのに。

　と、最初は思ったのだが、そうではないようだ。

　西中島良太は、涼子ちゃんの姿を見た途と端たんに表情を固くした。

　俺は涼子ちゃんに聞いた。

「……どうしたん涼子ちゃん。西中島良太との間に何かあったん？」

「……うん、ちょっと、ケンカしてしまってん。もう、怒おこってないと思ってたんやけど。ごめん、私、教室帰るわ」

　涼子ちゃんは逃にげるように教室から出ていった。

　俺は西中島良太を手て招まねきして呼び寄せる。

「何か用か北浜？」

「いや、涼子ちゃんとどうしてん？」

「別に何もない」

「噓うそをつけ。お前ら姉弟は、友達のように仲が良かったやないか」

「黙だまれ」

　珍めずらしい、西中島良太の本気の声。さらに口を開こうとする俺を徳湖は止めた。

「ほっといたりや。雄一。姉弟には姉弟の事情ってものがあるんでしょ。ごめんね、西中島君」

　西中島良太は何も言わずに自分の席に戻もどった。

　まあいい。徳湖の言い分にも一理ある。

　俺は徳湖の美う味まい弁当を再び食べようとした。

　あれ？

　卵焼きが一つ足りないような。

「徳湖、俺の卵焼きを取ったか？」

「そんな、馬鹿な小学三年生みたいな事するわけないでしょ。自分の食べた物ぐらい覚えといてよ」

　ほお？　どこかに、そんな小学三年生がいましたか？

「えー。あの卵焼き、無茶苦茶、美お味いしかったのに」

　聴きくとはなしに聴いてしまったのろけの言葉に、回りの連中は声を押おし殺して笑った。

　珍しく徳湖も照れて、小さい声で怒った。

「そういう、誤ご解かいを招くような事は言わんといてよ」

　誤解と言えば、聴ちよう覚かくの制せい御ぎよ以外にも俺は幾いくつかの誤解をしていたのだ。

　まず一つ。

『徳湖は料理が下へ手た』

　これはとんでもない誤解だった。

　よく考えれば判るのだが、調味魔ま導どうとは自分が再現したい味を再現するのだから、料理が下手では調味魔導師はつとまらない。

　徳湖の不ま味ずい料理は徳湖が望んだ味であるのだ。……酷ひどい話だ。

　そして、二つ。

『調味魔導食は全すべて殺人的に不味い。また調味魔導の効果が現れるのは男性だけ』

　戦せん闘とう能力や筋力の増そう大だいなどは、凡人に超人の能力を与える調味魔導である。

　たいがいのこの手の調味魔導食は不味く、女性ホルモン分ぶん泌ぴつの関係上、女性には効果が少ない。

　だが、怪け我がを治したり、人間の弱っている部分を普通の状態に戻す調味魔導。つまり治ち癒ゆ能力をアップする料理は非常に美び味みなのだ。

　これは、俺が今食べている徳湖の弁当に相当する。

　この調味魔導は女性にも効果がある。

　つまり、ゼロから上じよう昇しようさせる調味魔導食は不味くて男性にしか効きかないが、逆にマイナスからゼロに引き上げる調味魔導食は美う味まくて女性にも効果があるらしい。

　何となく、逆セクハラな感じがしないでもない。そういえばアルバイト情じよう報ほう誌しのレディースコーナーってのは男女雇こ用よう機会均等法には引っ掛からないのか？

　それはさておき、徳湖の話によれば、戦闘能力をアップするだけの調味ってのも、それほど不味くはないらしい、ただ、治癒能力をアップさせる調味と同時発動させるように仕掛けると、例の超ちよう越えつ的てきな味になるのだ。

　流る浪ろうの天才落語家にして、聴ちよう覚かく魔ま術じゆつ、その名も『言葉』（いい、いいぞ、そのまんまで判りやすくて）の使い手、左方天詳の口から魔ま人じんデイレルの情報を手に入れた徳湖は、対デイレル用に引き続いて俺に弁当を食べさせようとした。

　だが、俺はそんな攻せめてくるかどうかも判らん奴やつの為に、弁当を食い続けるのを拒きよ否ひした。

　徳湖も、俺の言い分に納なつ得とくして、とりあえず戦闘能力ではなく治癒能力をアップする調味魔導食だけを弁当にしている。

　これがさっきも言ったが美う味まいのだ。

　徳湖が憎にくたらしげに俺に愚ぐ痴ちった。

「だいたい、誰だれなのよ、パウってのは？　こんな、はた迷めい惑わくな事をしでかして。中世の魔ま女じよだかなんだかしらないけど」

　心に浮かんだ事を俺は、そのまま徳湖に伝えた。

「徳湖みたいな女やないのか」

「どういう意味よ」

「いや、何となく」

　だが、絶対に愛あい想その悪い女のような気がする。







　　　　４




　　　『二日後　実験する西中島涼子』




　オーケストラの指し揮き者しやの指揮棒ぼうのように、私の指は一つの複雑な軌き跡せきを描いた。軌跡を見た良ちゃんは、その顔に不安と恐きよう怖ふを刻みこんだまま動かなくなる。

　私は良ちゃんの背中を押おして誘ゆう導どうし、私のベッドに座らせた。両親に気づかれないように慌あわてて自分の部屋の扉とびらを閉める。時計は午後十一時を指していた。両親がわざわざ二階に上がっては来ないだろう。

　部屋一いつ杯ぱいに散乱している大脳生理学、医学の文ぶん献けんを押し退のけて、私は床ゆかに座った。

　正直、意外だった。いかに双ふた子ごとはいえ、実の親すら気づいていない私の異い変へんに勘かんづくとは。

　殺してしまうか？

　私は自分の秘密を守る為に、良ちゃんの殺害を考えたが、それはやめにした。少なくとも立野徳湖は私の正体を知らない。下へ手たに彼女の注意を引くのは得とく策さくではあるまい。

　立野が調味魔ま導どう師しとはね。

　民間伝承の文献を引っかき回して『調味魔導師』と『左方一門』の存在を探り当てるのに、たいして時間はかからなかった。

　それから莫ばく大だいな事件記事を調べ上げ、立野の秘密に気づくのはデイレルの、いや人間が潜在的に持つ、強大な情報処理能力をもってすれば造ぞう作さのない事だった。そして決め手は立野が作った卵焼きの解かい析せき。事実は明らかになった。




　嗅きゆう覚かくは香こう水すいの一つで、触しよつ覚かくは服の材質一つで、聴ちよう覚かくは音量を絞しぼったウォーキングステレオを使うだけで対人効果を打ち消せる。味覚は論外。その意味ではデイレルの視覚が最強だ。

　だが、純じゆん粋すいな格かく闘とうになった場合は味覚の、長時間戦せん闘とう能力アップが圧あつ倒とう的てきな力を発はつ揮きする。視覚という飛び道具を考こう慮りよしても視覚と味覚は互ご角かく。

　……互角では戦うわけにはいかない。

　だが、いつまでも調味魔導師ごときの影に脅おびえているつもりはない。

　私は少し手を伸のばして立野特製『卵焼き』の解析結果をもう一度、確認した。

　消化器機能の変へん換かんと、ある種の酵こう素その分ぶん泌ぴつ作用、それが調味魔導の長時間戦闘効果の鍵かぎだ。それを暴あばき、この手で調味魔導を行えれば、私は何にも負けないのだが……。




　考えがまとまらない、いらだちを紛まぎらわす為に髪かみをかきあげた。すると丁ちよう度ど、虚うつろな良ちゃんの目と視線があった。

　ああ、答えはここにあったのだ。調味魔導についての仮説は幾いくつか思いついている。それを検けん証しようすればいいんだ。良ちゃんの体を使って、人体実験を行えばいいんだ。

　私は良ちゃんの隣となりに座り、良ちゃんを抱だきしめた。

「協力してね良ちゃん。できる限り大切に使ってあげる。痛みや苦痛は感じないようにしてあげる。一いつ緒しよに調味魔導を出し抜ぬいてやりましょう」

　抱きしめたまま、良ちゃんの頭を撫なでていると胸に熱いものを感じた。見てみると良ちゃんは涙を流している。それが私の胸に付いたのだ。




　汚きたない。




　私は良ちゃんをひっぱたいた。







　　　　５




　　　『六日後　西中島良太を倒たおす北浜雄一』




「へっくしぇん!!」

「……雄一、なんやの、そのカトちゃんみたいなくしゃみは。まさか風か邪ぜ？　体には気をつけてよ」

「いやぁ、きっと誰だれかが俺おれの噂うわさをしてるんやろう」

　馬ば鹿かな事を言いつつも、さあ、またしても楽しい楽しい、昼休みがやってきた。

　今日のお弁当は何かな？

　徳湖は弁当を俺に渡わたして、自分も俺の席の隣に座った。

　徳湖が照れる顔が見たかったので俺は大声で言ってやった。

「いやあ、俺は徳湖の弁当を食べてる時が一番、幸せだなあ」

　ギャラリーから冷かしの口くち笛ぶえが飛ぶ。いつもの徳湖なら真っ赤な顔をするのだが、今日はさすがに慣れてしまったのか平然と言い返した。

「まあ、そうなの。うれしいわ。私も雄一の弁当を作っている時が一番、幸せ!!」

　再びギャラリーから口笛が飛ぶ。

　俺たちの関係を勘かん繰ぐるギャラリーの派は閥ばつは二つある。

　一つは『幼なじみの関係から、ついに二人の間に愛情が芽め生ばえてしまったのだ』派。

　一つは『違ちがう、そんなんじゃない。二人の間には聞くもおぞましき闇やみの盟めい約やくがあって、弁当のやりとりはその恐おそるべき取引の一いつ端たんなのだ、あぁ神様、助けてくれ』派。

　言っておくが俺は人の意見に（あんまり）振ふり回される人間ではない。だから好きなように勘繰らせている。

　弁当のふたを開けて中を見てみる。

　おぉ。これはまさしく照り焼きチキン。

「おぉ、徳湖、俺の大好物の照り焼きチキンが入ってるじゃないか!!」

「まぁ、そうなの。雄一は照り焼きチキンが好物だったのね？　そうじゃないかと思ってたのよ!!」

　お互いにふざけすぎて、何かアメリカテレビ映画に出てくる間ま抜ぬけな新しん婚こんさんみたいな会話になってしまった。

　俺は照り焼きチキンを口にする。




　……故こ障しよう中のエスカレーターが、あるとしよう。動いてないエスカレーターだから、普通の階段として機能するはずなのだが、止まっているエスカレーターに足を踏ふみ入れると何かつんのめる感じがする。




　……映画的手法というのがある。映画的手法の爆ばく発はつシーンを知ってるだろうか？　ロングに引いて閃せん光こうと爆風を撮さつ影えいするのだが、あえて爆発音は入れないというアレだ。




　……生まれて初めてドライアイスを触さわった時の事を覚えているだろうか？　周まわりの人々は『冷たいから気をつけろ』と忠告してくれているのだが、若さゆえの過ちで、炎ほのおなどの熱に対する危険は知っていても、冷たさが危険につながるとは理解出来ずに、触ってしまう。そして熱と同じぐらい厄やつ介かいだと知る驚おどろきの記き憶おく。




　……凄すごい骨折をした事があるだろうか？　なくても友人から聞いて知っているかもしれない。腕うでが逆に曲がるような骨折でも骨折の瞬しゆん間かんは全然痛くなく、事の重大さに気づいた途と端たんパニックになり痛みもやって来る。




　俺の悪い癖くせの、もってまわった言い回しで失礼する。以上のイメージを走そう馬ま燈とうのごとく頭の中で意識していただきたい。




　結局、何が言いたいかというと。




　徳湖の照り焼きチキンは不ま味ずかったのだ。




　今までの平和な食生活を笑い、踏みにじり軽けい蔑べつするかのような味。

　毎度おなじみ調味魔ま導どうの真しん髄ずいの味だ。

　うなじが引き千ち切ぎれるような肉の味。

　視し床しよう下部が爆発するような感覚。

　開いた瞳どう孔こうで彼ひ岸がんの彼方かなたを見つめながら硬こう直ちよくしている俺に対して徳湖は言った。

「美お味いしい？」

　あぁ、美味しいよ。




　地じ獄ごくの業ごう火かのように美味しいよ。




「そう、よかった。美味しさの秘密は放課後にたっぷりと説明するわ」




　　　　＊




　放課後。

「徳湖。どういうわけなのか、こってり説明してもらおうかい」

　徳湖は答えた。

「その前に、西中島君を探して連れてきて。出来れば気絶した状態で。私は屋上で待ってるから。説明はその後よ」

　へ？　西中島良太をどうしようというのだろう。

　俺の返事を待たず、徳湖はそそくさと屋上へ行ってしまった。

　仕方がない。俺はコンピュータ部の部屋へ向かった。

　コンピュータ部の部屋は四階なので、俺は階段を駆かけ上がったのだが、途と中ちゆうで運よく廊ろう下かを歩く西中島良太の姿を発見した。

　声をかけたものかどうか？　気絶させて連れて来いってのが気にかかる。幸い辺あたりに人影は無い、やむをえん。




・俺は階段を音もなく駆け上がり西中島良太の背後に忍しのびより俺は俺の右手で西中島良太の後頭部を死なないように後で徳湖の調味魔導で治せるように殴なぐる・




　細心の注意を払はらったおかげか、西中島良太は上う手まく気絶した。西中島良太の右手を俺の右肩かたに回し、肩を貸すふりをしながら屋上に向かった。たぶん誰にも見られていない。

　徳湖の言ったように屋上への扉とびらは開いている。

　屋上では一人、徳湖が俺たちを待ちかねていた。少し風が強い屋上で徳湖はなびく髪かみをそのままにしていた。その目に悲ひ壮そう感かんを見たのは気のせいか。

　俺は徳湖の指示通り、西中島良太をあお向けに横たわらせた。

　徳湖は急いで屋上への扉の鍵かぎを閉める。

「徳湖。どうやって屋上に出る扉の合鍵を作ってん？」

　徳湖は脇わきに置いていた自分のかばんから、弁当箱と水すい筒とうとペンライトを取り出して答えた。

「ささいな事よ。それより、雄一、どうやって気絶させたん？」

　俺は手て振ぶりをそえて説明した。

「時代劇であるように、手て刀がたなで後頭部をコンとやって」

「……それだけで気絶したん？　素人しろうとが見よう見まねでやった事で」

「そうやな」

　徳湖は真しん剣けんな顔をして、気絶している西中島良太の口に無理矢理、水筒の中の物を飲ませた？　あの液体も調味魔導食なのか？

「おい、徳湖。調味魔ま導どうは食物の形をとるんやったな？」

「そうよ。戦せん闘とう用の調味はね。これは、そういうのとは、別の調味よ」

「何をしたいねん？」

「見て、雄一」

　徳湖は意識の戻もどっていない西中島良太の頭を抱かかえ、人差し指で撫なぜるようにして、奴やつのまぶたを開いた。意識の光の無い眼球に向けてペンライトを光らせる。

「見たがどうした？」

「瞳どう孔こう反応よ」

　背筋がゾッとした。瞳孔が動いてないではないか!!

「まさか、俺の手刀で殺してしまったのか」

　徳湖は首を横に振った。

「違ちがう。瞳孔反応が無いわけやない。瞳孔反応が弱いのよ。西中島君は極度の疲ひ労ろう状態にあるのよ。普通はこんなに疲労してたら身動きなんて取れないわ」

　疲労が蓄ちく積せきされると瞳孔反応に出るのか？

　そんな話は聞いた事が無かった。だが、生命力が落ち込む程ほど、疲労してたのなら、そういう現象が起きるかもしれない。

　徳湖は、どうやって持ってきたのか、保健室の器具を幾いくつか使って西中島良太の反応を調べた。

　そして大きく息をついた。

「徳湖、結局、西中島良太が何だと言うんだ？」

「西中島君の体は衰すい弱じやくしきっている。肉体的疲労じゃなくて、神経的な疲労ね」

「そうか？　こいつがそんなに気を遣うわけがないやんけ」

「違うって。心理的な疲労やなくて文字通り神経細さい胞ぼうが疲労してるんよ。脊せき髄ずい反射が鈍にぶりまくってる」

「だからなんやねんな」

「平和ぼけしてるんやない？　西中島君は五感魔ま術じゆつの人体実験に使われていたのよ。この調子で実験が続けられてたら、近いうちに廃はい人じんになってたわよ」

　俺は息を飲んだ。

　そんな事をするのはデイレルだけだ。誰かがデイレルになったのだ。

「デイレルか？」

「やろうね」

「でも、徳湖。どうして西中島良太の異い変へんに気づいた？」

「……調味魔導の実験体を一度だけ見た事があるの。普通の人間と全まつたく同じやねんけど、眼球だけはピクリとも動かなかった。西中島君も同じ目をしてる」

　徳湖の苦々しい顔を見れば、どんな状じよう況きようで実験体を見たかは聞けなかった。

　眼球の件は言われれば思い当たったが、西中島良太の行動に不自然なものを感じた覚えはなかった。

「西中島良太は暗示か何かをかけられているのか？」

　うなずく徳湖。

「その暗示で西中島良太は、デイレルに遭そう遇ぐうして、人体実験に使われてる事も忘れてしまうのか」

「そうだと思うわ。今の液状調味で、暗示は解除したけどね」

　正直言って、デイレルが俺の前に現れるとは思ってなかった。甘あまい考えだった。

　徳湖はうつむきながら言った。平静を装よそおっているが、きつく握にぎられた拳こぶしが怒いかりを表している。

「私が甘かったのよ。銀山と戦う時に、もう少し考えておけば」

「どういう意味だ？」

「デイレルにとって、自分を消せる五感の魔術師は脅きよう威いだわ。もし、デイレルが校舎破は壊かい事件を知れば、左方天詳のように五感魔術師の存在を嗅かぎ出すでしょうよ」

　徳湖はそこまでしか言わなかったが、俺には判っていた。徳湖の正体はデイレルにばれている。それでいて徳湖の目の前に自分の実験体をうろつかせるのは挑ちよう戦せん状じように違ちがいなかった。デイレルは徳湖を恐おそれてないのだ。

　なんてこったい。俺は徳湖のあごを持ちあげて、言った。

「すんだ事は仕方がない」

　徳湖は、俺をにらみながら、くってかかった。

「なぐさめているつもり？」

　御ご冗じよう談だんでしょ。

「まさか。けど、今は後こう悔かいしてる暇ひまはない。デイレルが俺たちに気づいたのなら、それに対抗する手段を考えよう。とりあえずはコイツの意識を取り戻して、デイレルの特とく徴ちようを聞き出すべきだと思うが？　用意してるんやろ」

　徳湖はさも当然のごとく、弁当の中から幾いくつかの料理を取り出した。

　ゼリーのようなそれは、意識不明の西中島良太にでも食べられるように出来ていた。




　　　　＊




　驚おどろきの表情で西中島良太は目覚めた。

「こ、これは一体。それになんだこの気だるさは？」

　俺は静かにささやいた。

「西中島良太。お前の体は非常に疲つかれきっている。何、心配はいらない。治ち療りようする手段はちゃんとあるし、その準備も出来ている」

　西中島良太の声はくぐもっていた。

「なぜ、北浜がここにいる。立野さんも。ここは、どこだ？」

　どう説明すべきか。

「西中島良太。取引をしよう。おまえの体は治してやる。だが、その為にはお前の知ってる情報を俺に話して、俺たちに何の質問もしないと約やく束そくしてくれ」

　西中島良太は俺の目の奥おくをじっと見た。

　もし事実を隠し俺の秘密を詮せん索さくしても、治療をしてくれると西中島良太は判っている。だが、西中島良太は答えた。

「判った」

「デイレルは誰だ？」

　西中島良太は乾かわいた表情で答えた。




「デイレルは……西中島涼子。つまり姉ちゃんだ」




　泣こうが、わめこうが現実は変わらない。

　だから、俺も徳湖も泣いたり、わめいたりしなかった。

　泣いて、わめいて現実が変わるのなら、俺も徳湖も、泣きわめいただろう。

　たとえその姿がどんなに、無ぶ様ざまでもだ。
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　　　『同時　瀬せ戸と際ぎわの南方圭司』




　試験が近いせいだろうか、数学部の部室のあちこちで勉強をしている部員の姿が目についた。

　けれども図書館みたいな静せい寂じやくが、この部屋にある訳わけが無かった。僕ぼくは、うとうとしている部長さんにたずねてみた。

「部長さん。わざわざこんな騒そう々ぞうしい所で勉強をしなくても家で勉強した方が能率がいいんじゃないんですか？」

　机つくえを鉛えん筆ぴつでリズミカルに叩たたきながら、部長さんは答えてくれた。

「南方。それは違ちがうぞ。お前にも経験があるやろ？　『勉強せないかんと思えば思う程ほど、部屋の中が片づいてしまう現象』を」

　ある。

「そうですけど、それじゃせめて図書室を使うとか」

　部長さんは机を叩く音を強調した。

「静寂の中の小さな音ほど、神経に障さわるものはないねんぞ。適度な騒そう音おんの中が人間にとって一番リラックス出来るねん」

　部長さんは目を細めて笑った。

「そんなものですかね？　それはそうと例の文集はどうなりました」

　そう。文集は完成したのだ。意外と器用な部長さんの手によって見事な装そう丁てい（表紙は犬と蛇へびが絡からみ合ってるデザイン）がほどこされた。

「結構評ひよう判ばんがよくてな。特に装丁が。あの表紙の皮肉に気づいた奴やつはおらんみたいやが」

　あの蛇と犬には何か意味があったのだろうか？　何だろう。そんな僕と部長の会話を聞いていたのか、涼子先せん輩ぱいが口をはさんだ。

　今日の涼子先輩は、うなじの所で白いリボンを使って髪かみをくくっている。いつになく真しん剣けんな顔をしているような。耳にあるのは何かのイヤホンかな？

「ギヌフォールなんて普通は知りませんよ」

　部長さんは涼子先輩の言葉を聞き、驚きよう嘆たんの口くち笛ぶえを吹ふいた。

「おお!!　涼子ちゃんはクリスチャンやったか？」

　珍めずらしく無表情で、しかも感情のない声で涼子先輩は答えた。

「私は無神論者です。部長と同じように」

　部長さんも、いつもと調子が違う涼子先輩に驚おどろいたようだ。

「いや、俺おれは無神論者やなくて、神がおっても頼たよらんとこと思ってるだけでやな……涼子ちゃん。神がいなけりゃ悪あく魔まも存在しないと思うか？」

　涼子先輩は口だけで笑った。

「……どうでしょう？　けど、魔ま術じゆつ師しはいるんじゃないですか？」

　どういう意味だろう？　部長が次の言葉を発する前に涼子先輩は僕に言った。

「ねえ、南方君。私と一いつ緒しよに美術室に来てくれる？」

　僕はうなずき、立ち上がった。




　　　　＊




　涼子先輩と並んで僕は廊ろう下かを歩いた。

　先輩の耳にあるイヤホンが場ば違ちがいで不自然だった。

「涼子先輩。そのイヤホンはラジオか何かですか？」

　イヤホンを外はずしながら先輩は、いつもの笑顔で答えてくれた。

「これはね、私の弟の良ちゃんの制服につけてある盗とう聴ちよう機きの受信機なのよ」

「ははは。何か立野先輩が言いそうな冗じよう談だんですね」

　先輩は笑いながら美術室の扉とびらを開けて中に入った。

「南方君、適当に座って」

　僕は美術室の中に入ったが、中には誰だれもいなかった。薄うす暗ぐらいので明かりをつけようとしたら涼子先輩は僕に言った。

「明かりはつけないで」

　……こんな暗い部屋に男と女が二人でいるのは、ちょっと誤ご解かいされるような。

「いや、でも涼子先せん輩ぱい……!!」

　先輩は照明のスイッチにかかっていた僕の手を握にぎりしめ、そのまま僕の心臓の音を聴きくかのように、しなだれかかってきた。

「え、あ、先輩……」

　大混乱している僕の鼻に先輩の髪かみの香かおりが漂ってきた。あぁ、これが女の人の香りなんだ。……我を忘れかけた僕の耳に先輩は柔やわらかく息をかけ、そして言った。

「南方君。私の事、嫌きらい？」

　僕の頭の中で混乱が混乱を呼んだ。

「大好きです。いえ、あの、あの、その」

　先輩はゆっくりと僕から離れつつささやいた。

「本当？　もし私が悪魔だったとしても？」

　部長さんとの話の続きなんだろうか？　僕は何回も首を縦たてに振ふった。

「えぇ、もちろんです」

　教室の大部分を支配している影、その影の中でも一番密度の濃こい闇やみの中に涼子先輩は溶とけていくようだった。その影から僕の目を見つめているのは確かだ。

「もし、全世界の人間が私を殺そうと、やっきになっても、私を愛してくれる？」

　もう、その時には先輩の言葉をいちいち深く考える余よ裕ゆうなんてなかった。

「はい、何があろうが」

　先輩は闇の中で微笑ほほえんで、うなじのリボンをほどきながら言った。

「ありがとう。うれしいわ」

　そして力の抜ぬけた僕の手をとり、その手を先輩の胸のふくらみへ……。




　その時だ。

「チェストオ!!」

　という掛け声と共に教室の扉は開かれた。
















　廊ろう下かの明かりが教室の中を切り裂さいた。

　空手の気合いをかけて扉を開くような人は一人しかいない。

　そこにいたのは北浜先輩だった。その後ろにいるのは立野先輩。
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　僕は慌あわてて手を引っ込めた。北浜先輩は部屋の中に入りつつ大きな声で言った。

「ぬう。放課後の教室に呼び込み、純情な少年の助すけ平べ心ごころをくすぐり、利用しようとするとは何と極ごく悪あく非ひ道どうな手を使うのだ」

　？　何だか知らないが立野先輩が北浜先輩の頭をどついている。

　どつかれた頭を撫なでながら北浜先輩は続けた。

「えーと。ともかく南方から離れるんだ。デイレル」

　いってる事はいつもの北浜先輩のセリフだった。だが、少し北浜先輩の顔に緊きん張ちよう感かんが見えたような。まるで、いつも通りの自分を演じようと必死になってるように見えた。

　涼子先輩は平然としている。真っ赤な顔をして、おたおたしてるのは僕だけだった。

　いつもの表情で、しかし少しうわずった声で立野先せん輩ぱいは、沈ちん黙もくを守る涼子先輩に問い掛けた。

「涼子。もう、人は殺した？」

　とんでもない質問に涼子先輩は、明日の天気予報を教えるぐらいの軽い口調で答えた。

「あんたたちが、良ちゃんを助けたんやったら、まだやね」

　その答えを聞いて、北浜先輩のこめかみがひくついた。それから眉み間けんにしわがより、北浜先輩の目の色が変わった。黒目がより黒くなったんだ。

「わお。僕ぁジェントルマンだから、女性に暴力を振ふるったりしないんやが、仕方があるまい。軽い怪け我がならドクター立野が必殺料理で治してくれるから、勘かん弁べんしてくれよ」

　北浜先輩が疾しつ走そうする猫ねこのような俊しゆん敏びんな動きで、涼子先輩に迫せまる。そして肩かたを入れながらの裏うら拳けんを涼子先輩に放った。しかし涼子先輩は裏拳の速度と同じ速度で後ろに飛びすさっていたのだ。北浜先輩はそんな涼子先輩の動きに驚おどろきもせずに、さらに間合いを詰つめていく。間合いを詰めた次の攻こう撃げきは、涼子先輩のヘッドスリップでかわされ、北浜先輩は唐とう突とつに転んだ。恐おそらく涼子先輩の足あし払ばらいを食らったんだ。

　涼子先輩は跳はねた。転んだ北浜先輩が涼子先輩の足をつかむのを防ぐ為だった。空を切る北浜先輩の手。涼子先輩は転んでいる北浜先輩のノドの上に着地する。自動車が蛙かえるをひき殺した時のバクンという乾かわいた音がした。バランスをとる為に涼子先輩は右足を北浜先輩のノドから床ゆかに移す。

　それが一いつ瞬しゆんのうちに始まり、終わった。涼子先輩の手にはまだリボンが握にぎられたままだった。僕には何も出来なかった。

　地面に捨てたタバコの火を消すように、涼子先輩は北浜先輩のノドボトケを踏ふみにじった。北浜先輩は動かなくなった。

　それから涼子先輩は立野先輩のところに、ゆっくりと向かう。僕の体は石のように身動きが取れなかった。




　涼子先輩は立野先輩の胸ぐらをつかみ、軽々と持ち上げた。

「結構気づくのが遅おそかったわね、調味魔ま導どう師しさん」

　胸を締しめ上げられ、苦しそうな声で立野先輩は言った。

「何を、望んで、いるの。デイレル」

　涼子先輩は鼻で笑って答えた。

「……最初に思いついたのは、このＨ市中の五歳さいの子供を皆殺しにする事。面おも白しろいじゃない。時が経てば学校には空白の学年が出来たりして、それが、何年何十年と続けばやがてＨ市には、年寄りと五歳未満の子供しかいなくなるのよ。明らかに存在する殺人犯を捕らえられなけりゃ、警けい察さつという機構も崩ほう壊かいするでしょ。Ｈ市から法は消えてなくなる」

　下水管に蠢うごめくナメクジを見る目で涼子先せん輩ぱいを見て、立野先輩は言った。

「デイレル、らしい、考えね。あんたは、自分より、弱い者を、いたぶる、ことしか、出来ないのよ」

　涼子先輩は手をはなした。床に落ちた立野先輩は打った腰こしをさすっている。

「けど、その前にする事があった、私の存在を脅おびやかす五感の魔ま術じゆつ師しの始末やね」

　肝きもが据わっているのか立野先輩の口調はいつもの調子に戻もどっていた。

「……だったら殺しなさいよ。今の私なら充じゆう分ぶんに殺せるでしょう」

「……五感の魔術師たちを捜さがして暗殺するのは今の私にとっては簡単よ。けど、私は考えた。私は最強のデイレルなんだ、他の矮わい小しような五感の魔術師に倒たおされるんだったらデイレルという存在自体が無意味なのではないかってね。私は自分の力を試してみたいわ。

　その為には立野、私を倒す為に全力を尽つくしてみない？

　嫌いやなら別にいいけど、明日の午後十一時、Ｔ駅前の廃墟ビルで待ってるわ。そこで戦いましょう。

　援えん軍ぐんを呼びたければ呼んでもいいわ。良ちゃんから聞き出したけど、左方天詳っていう落語家は聴ちよう覚かくの魔術師なんでしょ？　彼を呼んでもいい」

　涼子先輩は勝ち誇ほこった顔をして教室から立ち去ろうとした、が、途と中ちゆうで何かを思い出したのか、再び立野先輩の所に戻った。

「そうそう。立野。いいことを二つ教えてあげる。

　私は女性ホルモンに影えい響きようされずに××消化酵こう素そを分ぶん泌ぴつする調味を発見したわ。私は北浜君と同じぐらいの時間、戦える。これが一つね。もう一つは、

　立野、あなたと私は同じ目をしてる、西中島涼子じゃなくデイレルの方とね。あなたの本質と私の本質は似てると思わない？」

　自信に満ちた、冷たい笑い声を残して、今度こそ涼子先輩は去っていった。

　その後ろ姿を見送って、立野先輩は教室の机つくえに座った。

　それから大きく息を吐はいて言った。

「雄一。起きてるんでしょ」
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　　　『同時　ちょいと悩む北浜雄一』




「雄一。起きてるんでしょ」

　少し心配させようと思ってなかったと言えば噓うそになる。まあ、取り乱した徳湖を見たいと思ったわけではないが。

　本当はデイレルが徳湖を殺そうとする時に現れる隙すきをついて、デイレルに不意打ちを食らわせようと考えて、死んだ真ま似ねをしていたのだ。

　俺おれのノドボトケは、踏ふみ潰つぶされたが、踏み壊こわされた訳わけではなかった。調味魔ま導どうのカバー範囲だったのだ。

　それでも鈍にぶい痛みを覚えつつ立ち上がる。

　視界のすみに完全に度を失っている哀あわれな南方の姿が見えた。俺は徳湖に言った。

「最悪のパターンか？」

　げ。ノドを潰されたせいか声が一オクターブ低くなってる。昔のネズミ男みたいな声になっちまった。

「そうね。ま、思いつくだけでも最悪のパターンは三、四種類あったけど、そのうちの一つってところよ」

　ノドの調子を取り戻もどそうとグゲ、グゲ言ってる俺にかまわず、徳湖は話を続けた。

「それよりもショックだったわ」

「何が？」

　徳湖は、うなじの所で自分の髪かみの毛をもてあそんだ。

「涼子がデイレルになったって聞いた時、私の中になんだか、悲ひ壮そうな使命感みたいなものが生まれた。『涼子を助けるんだ』ってね。けれども実際にデイレルに会って、あの反ヘ吐どが出そうな精神にぶちあたったら『涼子を助けるんだ』が『デイレルを消し去ってやる!!』っていう単純な怒いかりに変わってしまった。もしかして、私は自分勝手でわがままで、いやみったらしい、いやな女なんやないかって思ったわ。本当に私とデイレルは似てるんじゃないかってね」

　俺はキザなセリフを吐はいた。

「お前の言った事は、半分当たってて半分当たっていない。徳湖は自分勝手でわがままな女やが、いやみったらしい、いやな女なんかじゃないさ」

　徳湖は笑った。

「ネズミ男に口く説どかれたのは初めてやわ」

　俺はケケケと笑った。

「デイレルに対する怒りと、涼子ちゃんを助けようとする気持ちは相あい反はんする物やない。涼子ちゃんを助けたいから、お前は余よ計けいにデイレルに腹が立ってるんや。

　それはそうと徳湖。対デイレル用の調味ってのはないのか？」

　首を横に振ふったので、徳湖の髪は揺ゆらめいた。

「私は今までの調味に手を抜ぬいた事は無い。あれが私にできる最高の調味なのよ。……それにこれは私たち、五感の魔ま術じゆつ師しの問題なのよ。関係無い北浜君を巻き込むなんてできないわ」

「……何を言ってるんだ。僕が君を見捨てるなんてできる訳わけないよ」

　俺と徳湖はゲラゲラと笑った。




　教室から出ながら俺は言った。

「さて、早めに左方天詳に連れん絡らくを取らなければなるまい」

「そうね」

　そこに南方の声がかかった。

「待ってください!!　いったい涼子先せん輩ぱいはどうなってしまったんですか!!　教えて下さい!!」

『赤ちゃんはどこから来るの？』そう聞かれた親の心境がよく判った。さて、この坊ぼうやをどうやって言いくるめる？
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　　　『二十八時間後　嵐あらしの前の北浜雄一』




　時刻は午後十時三十分。

　指定された廃はい墟きよビルの前、狭せまい空き地。

　弁当を食い終わった俺おれはゆっくりと弁当箱のフタを閉めた。

　俺の向かい側の、廃はい棄きされた資材に腰こしをかけて南方は必死になって弁当を食っている。

　その前で珍めずらしく髪かみを結った（後頭部で髪をくくり、それを一度折り返した形。正式名称は知らない。自じ慢まんじゃないが、俺が知ってる女性の髪のくくり方はシニョンと三つ編あみとポニーテールだけだ）徳湖が、南方に調味魔ま導どうの注意点を教えている。

　徳湖は上も下もジーンズを着て、袖そでをまくっていた。腰が細いのでよく似合っている。

　俺は何気なく、徳湖が持ってきた小型のクーラーボックスを開けて中を見てみた。

　……いざという時に使えるように、ある程度、調味済ずみの材料に幾いくつかの料理道具が入っている。

　俺たちの姿にこのクーラーボックス、これで釣つり竿ざおでもあれば、アウトドアライフをエンジョイする三人組に見えるかもしれない。

　だが、俺たちの動きやすい服ふく装そうは、川魚を捕まえ、塩をまぶして焚たき火びで焼いて『いやあ、大自然の中で食べる御飯は格別だねえ』なんて間ま抜ぬけな会話をする為ではなく、史上最悪の、魔ま人じんデイレルと渡わたり合う為のものなのだ。

　史上最悪。最初、デイレルのはったりだと思ってた、この言葉は事実だった。

　きのうの晩ばん、左方天詳に電話をした俺は最悪の事実を知らされた。先代のデイレルがパウ・デイレルの書に何か細さい工くをし、次のデイレルが真のデイレルになるように仕向けたのだ。これにより、左方一門の首脳部は自分たちの身の安全を計る為に、デイレルに一切の干かん渉しようを行わないと決定した。

　つまり、落語家の援えん軍ぐんは無し。

　いやだねえ。大人って汚きたないや。




・がさという音を聴く時・




　俺は背後の気配に言った。

「それでも来ると思いましたよ。天詳さん」

　いつもの安物のジャケットを着た、左方天詳は、にっこり笑った。さて南方の事をどう説明しようか。




　左方天詳の姿を見つけたのか、南方は軽く挨あい拶さつをした。

「先日はどうも」

　口だけの笑顔で、天詳は挨拶を返した。

「あ、どうも左方天詳です……。北浜君、ちょっとこっちへ来てください」

　俺は物もの陰かげへ連れていかれた。

　いかん、左方天詳の目が真しん剣けんだ。

「判ってますよ。天詳さん、部外者を何で巻き込むんだ!!　って言いたいんでしょ？」

　黙だまって落語家はうなずいた。

「話せば長くなるんですが、簡単に言うとですね、あの南方圭司ってのは涼子ちゃんにホの字なんですよ」

　口調が天詳に似てしまった。俺は続けた。

「あの弁当を食う顔を見てくださいな。お姫ひめ様を助けようとする白馬の騎き士しって気き迫はくでしょう？」

　天詳がやっと口を開いた。

「だからと言って、わざわざ関係の無い人間を巻き込む事はないでしょう」

　俺は溜ため息をついて説明した。

「きのうも電話で言いましたけど、デイレルが、あの南方に手を出そうとした所を助けに入って、戦ったんですよ。

　だから涼子ちゃんが尋じん常じような状態で無いのから徳湖の正体も全部知られて、しかも今日の場所と時間まで知ってるんです。ほっといたら、あいつは一人でもここに乗り込んでましたよ。それならば、徳湖の弁当を食わせた方が安全だと思って」

　今は言い争っても仕方ないと思ったのか天詳は言った。

「……北浜君のことだから、説せつ得とくはしたんでしょ？」

「自分でも嫌いやになる程しました」

「……正直言って、私もとやかく言える身分じゃないんですけどね。まさか上じよう層そう部ぶが逃にげに入るとは。私が直接連れん絡らくすれば、兄弟弟で子しも力を貸してくれると思うんですが、上がそんなんですから全然、居場所が判らないんですよ」

　まあ、色々と大変なんだろう。

「本当なら天詳さんもここに来てはいけないんでしょ？」

「上の命令はそうですが、そんな無責任な事が出来ますか」

　それだけ聞けば充じゆう分ぶんだ。とぼけた中にも強さを秘めた言葉が心強い。天詳はもう一度、南方の姿を見た。

「もう、南方君についてとやかく言いませんが……どうみても彼は若すぎますよ。戦いに耐たえられますかね？」

　何を寝ね惚ぼけている。南方が若い？

「南方と俺は一つしか歳としは違ちがいませんよ」

　懐ふところから出した扇せん子すで、天詳は自分の頭をコツンと叩たたいた。

　だが俺に座ざ蒲ぶ団とんをくれる程、左方天詳は陳ちん腐ぷな男ではない。




　そして、それぞれの思いを胸に俺たちはビルの中に入っていった。

　南方圭司は涼子ちゃんへの愛の為。

　左方天詳、立野徳湖は己の技の誇ほこりをかけて。

　そして俺は付き合いで。

　……いや、俺はＨ市の全五ご歳さい児じの命を守る為に。




　俺の目的が一番、崇すう高こうではないか。







　　　　９




　　　『二分後　発はつ狂きようする北浜雄一』




　このビルは某ぼう商事会社が建設していた。

　だが、建設途中に会社は倒とう産さんしてしまい、この有り様。

　壁かべや床ゆかはコンクリートが露ろ出しゆつしていて、粉くさい臭においが充じゆう満まんしている。

　もちろん、照明なんてものは全まつたく無い。本来、窓をはめる為の穴から町の明かりが差し込こんできて、それが唯ゆい一いつの光源。

　はっきり言って事故が起きても不思議ではない場所なので、ビルの回りはバリケードやら有ゆう刺し鉄線でガードされている。

　俺たちの隊列は、先頭に左方天詳、その真後ろにクーラーボックスを担いだ徳湖、徳湖の右に南方、そして左に俺という形を取っている。

　歩きながら徳湖は天詳に言った。

「ねえ、天詳さん。少し食べとかない？　五分とは言わんけど、三分ぐらいは連続で戦えるようになるよ」

　天詳は笑って答えた。

「駄だ目めですよ、そんな刺し激げき物ぶつを食べたら舌が回らなくなります」

「……多分、涼子は対聴ちよう覚かく用の仕掛けをしてるはずやから、天詳さんも純じゆん粋すいな格かく闘とうをメインにした方がいいと思うんやけど」

　これだ。たまに徳湖は人のプライドを逆さか撫なでする言葉を吐はく。

「そこはそれ、私にも『言葉』の使い手という誇りがありますし」

　徳湖は自分のセリフに対して、しまったという顔をした。しかし天詳は続けた。

「それに、駒こまの種類は多い方がいいと思います。何が起こるか判りませんからね」

　なんやかんや言っても、こういう土ど壇たん場ばに一番慣れているのは左方天詳だった。

　俺たちは細心の注意の上に注意を重ねてビルをのぼっていった。




　　　　＊




　一階、二階、三階、四階、と何の仕掛けも無かった。

　意外でもなんでもない。

　デイレルは、自分の影に脅おびえる俺たちを楽しんでいるのだ。

　無いトラップに細心の注意を払い、そろそろと姑こ息そくなまでに用心深く歩く俺たちを、さぞ満足に思ったことだろう。

　鉄がむき出しになった階段を登り、俺たちは最上階の五階にたどりつく。

　柱だけで壁の無い、吹ふきさらしのビルの中にデイレルはいた。

　涼子ちゃんの顔と声と記憶を持っているがアレは涼子ちゃんじゃない。アレはデイレルに他ならない。デイレルは、黒のロングスカートに同じく黒のブレザーを着ていた。喪も服ふくのつもりでいやがる。

　デイレルはコンクリートの出っ張りに腰こしを下ろしていた。その手には一冊さつの本が握にぎられている。

「待ってたわよ」

　デイレルは涼子ちゃんの声、口調で言ったのだ。優しく、柔やわらかに。

「私が、今持っているのがパウ・デイレルの書よ。徳湖。読んでみる？」

　そして、くったくのない笑顔。天詳が冷静な声で尋たずねた。

「デイレル。なぜ、わざわざパウ・デイレルの書を持ってきた？」

「完全なデイレルが存在した今、こんな本に何の価値もないからよ」

　徳湖が言った。

「思い上がりと誇ほこりは違ちがうわよ」

「その意見には賛成するわ。それより徳湖、擬ぎ似じ的に作られた私の人格を見て、人間は生まれついての邪じや悪あくな者だとは思わない？　理論の限りを尽つくして構成した人格が邪悪だったのよ」

　徳湖は冷静だった。だから二人の会話は普ふ段だん、学校で行われている会話のように自然だった。会話の意味はともかく。

「自分が完かん璧ぺきな人格だとでも思ってるの？　あんたは涼子の人格に寄生しているただの寄生虫よ」

「思い上がりと誇りが違うのなら、寄生と共生も違うわ。

　私がいるおかげで西中島涼子は今までの人生からは想像もつかない人生を送れる」

「殺さつ人じん鬼きの人生よ」

「否定はしないわ」

　俺は前からの疑問をぶつけた。

「デイレル。涼子ちゃんの意識は『今』を認にん識しきしてるのか？」

「いい質問ね。ジャンボジェット機ってあるよね。とってもとっても大きい鉄の固まりの飛行機。

　とても大きいけどそれを操そう縦じゆうしてるのは、ジャンボジェット全体から見てほんのわずかな質量しか持たない操縦士と副操縦士の二人だけ。

　私と涼子は操縦士なわけよ。

　一人が操縦桿かんを握にぎってる間はもう一人の操縦士はコックピットから出てもらわなきゃならない。

　だから、今起こってる事は涼子には認識出来てない、涼子はコックピットの外で眠ねむってるようなものね。

　判る？

　私と涼子は副操縦士まで共有してるのよ。だから北浜君、私のしゃべり方はいつもの数学部の時と全まつたく一いつ緒しよでしょ？」

　確かに、部会議で報告する涼子ちゃんの口調と全く同じだ。

　安全第一主義のパイロットが、破は滅めつ主義の殺人鬼に替わったってのか。

　それを飛行機の外見から判断しろってのが無理な話だ。

　デイレルはパウ・デイレルの書を俺たちに向かって放り投げた。慌あわてて、天詳が拾う。

「好きにしなさい。焼くなり読むなり」

　俺は南方に小声で言った。

「徳湖から聞いたと思うが、ちょっとやそっとの出血じゃデイレルは倒たおせん。

　骨を髄ずいごと木こっ端ぱ微み塵じんにするつもりやなかったら、骨折でも意味がない。

　狙ねらいは奴やつの筋を傷める事や、ねんざでも何でもいい。

　狙って出来るもんでもないが、覚えておけよ。いいな」

　南方の首が、かすかに動く。

　俺はもう少し付け加えた。

「デイレルの体の自由を奪ったら、奴を羽は交がいじめにして天詳さんがデイレルを消去してくれるのを待つ。

　天詳さんが動けないようだったら徳湖の調味魔ま導どうだ。

　そして最後に、一番重要な事。

　俺らがそう狙ってるのを、デイレルは百も承知やって事や。行くぞ!!」

　俺と南方は動いた。




・俺は走り南方も走るのを確認する俺は天詳を中心として左に南方は右に走る・




　天詳を中心にして、俺と南方は左右に別れた。
















　徳湖は階段の横ではがゆそうにしている。我が慢まんするんだな。とりあえず今のところ徳湖の出番はない。

　天詳がゆっくりと右の懐ふところから扇せん子すを取り出した。

　乾かわいた音を立てて扇子は一気に開いた。

　射るような目つきで天詳はデイレルを見つめている。

　デイレルはまだ動かない。

　しばらくの沈ちん黙もく。

　ついに仕掛ける天詳。

　素早く扇子を口の前に持っていき、幾いくつかの言葉を吐はく。

　扇子によって方向性をもたされた言葉は俺や南方の所まで届とどかない。だが、確実にデイレルを捕らえたはずだ。




　やはり沈黙。




　デイレルが静せい寂じやくを破って言った。

「無む駄だよ。聴ちよう覚かく魔ま術じゆつの対応策は既すでにしてあるわ」

　光の加減と俺の居る場所のせいか、デイレルの耳の裏に何か低周波治ち療りよう器きのような物が貼はってあるのが見えた。

　恐おそらく、あれで耳の近くの骨に振しん動どうを与えて、聞こえてくる声の音程を多少狂くるわせてるんだ。

　あれをとっぱらえば、天詳の『言葉』は通用するのか。

　けどよく考えたら、あの機械を外はずせるぐらいなら、そのまま、うなじを殴なぐって気絶させた方が早いではないか。

　俺は、俺と天詳と南方の三人で作る三角形の中心にデイレルを置くべく、場所を移動する。

　背後を取られるのをデイレルは嫌きらうと思ったが、呆あつ気けないほど簡単に俺たちはデイレルを包囲した。

　今の布ふ陣じんは次のとおりだ。

　デイレルと徳湖を結ぶライン上には天詳が立っていて、デイレルは体を天詳の方に向けてる。

　デイレルの右真横から少し後ろにずれた所には俺、その逆には南方がいる。

　完かん璧ぺきな布陣ではないか。




・軽く間合いを見ながら俺はデイレルとの間合いを少し詰つめる為に動き出した瞬しゆん間かん南方も同じように思考を疾しつ走そうさせて間合いを詰める時に天詳は思考の疾走を使わずに間合いをほんの少し詰めた天詳の疾走可能時間は短時間だ仕方があるまいデイレルがついに動いたデイレルは懐から何かを取り出したので俺は間合いを詰めるのをいったん止める南方も止める・




　じりじりと包囲網もうを詰めると、デイレルが懐ふところから何かを取り出した。

　どうやらペンライトらしい。

　カチリとスイッチを入れる。

　普通のペンライトにしては光がきついようだが、ペンライトに違ちがいない。

　デイレルは片手で器用にスイッチを入れたり切ったりしながら、ペンライトを振ふり回す。

　残像と共に浮かび上がる図形。

　まずい。

　視覚魔ま法ほうだ。

　素早くデイレルは空中に図形を描き続けていく。

　天詳の話では視覚魔法は、そう単純な図形で出来るものではないらしい。

　最後まで書かせてたまるか。




・俺は走り南方も走り俺は自分の体が動きやすいような動きをする事にだけ心を専念して動く動く動く俺の拳こぶしの間合いに入ったので俺は拳を放つ・




　天詳との戦いで悟さとった事がある。

　格かく闘とう技ぎの構えとか形というのは結局、人間の肉体を有効に使う為のロスの少ない動作にすぎないのだ。

　問題は素人しろうとがそれを真ま似ねるとロスだらけで、スピードもへったくれも無い攻こう撃げきになってしまう。

　だから俺は自分の体が動きやすいように努めている。

　デイレルは俺の拳を小首を傾かしげる動作でかわし、そのまま手で払はらいのけるように動かした。

　払いのけられた俺の手に南方の力んだ拳がぶち当たる。

　拳が俺の二の腕うでに当たった瞬間に出来た南方の脇わき腹ばらの隙すき。

　デイレルはそこへ肘ひじ打うちを入れる。

　反射的に、ぐうと息を吐はき南方のバランスが崩くずれかける。

　このまま、デイレルに畳たたみ掛けられたら南方の内臓は破は裂れつしてしまう。

　俺は南方の援えん護ごに回った。




・俺は重心が極度に上がってしまった南方の足を素す早ばやく払い転ばせると同時に俺はデイレルと南方が作る直線の真ん中に強引に割り込んだときデイレルは南方に食らわした肘打ちの動作から途と切ぎれる事もなく天詳に向かって走る・




　デイレルの動きは華か麗れいだった。

　南方に食らわせた肘打ちで弾はずみをつけて自分の肉体を天詳の方へ押おし出したのだ。

　デイレルの動きに気づき、天詳の目からも焦しよう点てんが消える。

　デイレルの手のペンライトが光る。

　デイレルは天詳に向かい走りながら、ペンライトで図形を描く。

　俺の目は、視覚魔ま法ほうを恐おそれた天詳の目が、一いつ瞬しゆん、デイレルからそれたのを見み逃のがさなかった。

　まずい。

　突つき出された、デイレルの中指と人差し指で作られる鋭えい利りな武器。

　その鋭利な武器をデイレルは天詳に突き刺した。

　脚きやく力りよくと加速力と腕わん力りよくをその指先に集中し天詳の体へ。

　天詳は寸前で体をかわそうとした。

　デイレルは冷静に判断してたんだろう。

　まず、最初は心臓を狙ねらおうとして、心臓だとカウンターを食らうと判断して次は肺はいを突き破ろうとした。

　体を守ろうとする天詳は自分の両手を胸の前で交差した。

　そのガードのせいで肺を突き破るのも困難だと判断したデイレルは仕方無く、別の臓器に狙いをすまして指をさした。

　俺は解かい剖ぼう学がくを全まつたく知らない。だが、それでもデイレルの行った攻こう撃げきは、体のどこへでもいいから当てる攻撃ではなく、しっかりと目標を持った攻撃であると理解出来た。

　指は、その臓器と他の臓器を結び付ける管を切断したか、もしかしたら臓器の一部を磨すり潰つぶしてしまったかもしれない。

　デイレルの天詳に対する攻撃を、視界のすみで知覚した南方は、火がついたようにデイレルに向かって駆かけ出した。

　気持ちは判る。

　愛する者が傷つけられるのを見るのは誰だれだって心苦しい。

　同じように愛する者が他人をなぶっているのを見るのも同じように苦しいのだ。

　血と胆たん汁じゆうを吐き出しながら、天詳はゆっくりと倒たおれていった。

　南方の動きに気づいたデイレルは素す早ばやく指を抜ぬき体勢を建て直す。

　デイレルを天詳から遠ざける為、南方は、なぎはらうようにデイレルの胴どう体たいを蹴けった。

　吹ふっ飛ぶデイレル。

　だが、完全な防ぼう御ぎよ体勢の上からの打だ撃げきはデイレルを押おしたに過ぎない。

　デイレルにはダメージは無いと考えるべきだ。

　横目で見ると、天詳は腹を押さえながらも懸けん命めいに立ち上がろうとしていた。

　無理だ。

　気絶していないからといって天詳の傷が浅いはずがない。あんな体じゃ思考の疾しつ走そうなんていう急きゆう激げきな運動は不可能だ。しばらくは『言葉』を使って治ち癒ゆに専念するしかない。

　腹立たしさとやりばの無い怒いかりに俺は襲おそわれていった。

　だが、困った事に俺は怒おこって強くなるなんて便利な体質じゃない。

　怒って強くなれるぐらいなら、最初からそうしている。

　南方はデイレルと打ち合っている。

　俺も走った。




・俺は走り走り走り加速をつけ脚きやく力りよくをのせ腕うでの筋肉を引き絞しぼる走る走る俺はデイレルによく見えるように俺の人差し指と中指を立てて鋭えい利りな刃物替わりにする・




　まずい。またしてもデイレルはペンライトを振ふり回して図形を描いている。途と端たんに南方の攻撃にスピードが無くなっていく。南方もやはり視覚魔ま法ほうを警けい戒かいしているのだ。

　デイレルの真横から近づく俺には視覚魔法は関係あるまい。俺はデイレルから目を背そむけずに走った。

　と、突とつ然ぜん、スプリンクラーが液えき体たいを吐はき出した。

　馬ば鹿かな、使われていないスプリンクラーがどうして。……デイレルが仕込んでいたのか？

　だとすれば、ただの水のはずがない。

　ま、まさか!!　硫りゆう酸さんか!!

　スプリンクラーから吹ふき出した硫酸は部屋全体に飛び散った。

　南方、天詳、そして徳湖の絶ぜつ叫きようが俺には聞こえた。

　デイレルの高笑いも聞こえる。

　俺は辺あたりを見た。

　俺の視界に徳湖の姿が入る。徳湖の髪かみが溶け出していた。目を背けるひまもなく、一瞬にして徳湖の顔の皮ひ膚ふが爛ただれ、溶け落ちていく。

　むきだしになった顔の筋肉を徳湖は押さえた。押さえた指が、溶けかけの筋肉を突つき破った。ピンク色の頰ほお骨ぼねが顔を出す。骨にぶちあたった指先の爪つめが取れる。黄色く濁にごった眼球が流れ出した。眼球に続いて脳の一部が流れていく。徳湖の肉にく汁じゆうがはぜる音が聞こえる。

　う。あ。あ。あ。あ。

　あ。

　アァァァァァァァァァ!!

　とくこがにくのしるをしたたらせながらとけていっている。

　あ。

　アァァァァァァァァァァ!!




　　　　＊




　アァァァ!!　あめいいと。アアアアアア!!

　らくんてめ。アアアアア!!　たけてししんいきとんくにとははん。アア!!　へんきく。

「へんきく」

「いいんすす」

「いいんすす」

「のけれ」

「のけれ」

　意味のない単調な言葉。誰かが言葉を伝えて、もう一人がそれを繰くり返している。

　懐なつかしい言葉だ。心が安らぐ。

「いんたふんほほん」

「いんたふんほほん」

　繰り返しているのは俺の声だ。最初の声は誰だろう？……左方天詳だ!!




・俺は目を開ける・




　天詳は苦しそうな顔をしていた、口くち許もとは血で汚よごれたまんまだ。

　天詳は怪け我がのせいか、脂あぶら汗あせを流しながら俺に言った。

「油断したな北浜君。デイレルは南方君ではなくて君に対して視覚魔ま法ほうを使ったんだよ。大だい丈じよう夫ぶかい」

「幻げん覚かく？」

「似たようなものだ。

　いきなり錯さく乱らんした君を南方君がここまで投げ飛ばしてね、私が『言葉』で治したんだよ」

　背中に少し、熱を持った緊きん張ちよう感かんがある。投げられた衝しよう撃げきなのだろう。そうだ南方はどうなってる。

　俺は回りを見み渡わたして、始めて徳湖が横に座って俺を心配そうに見つめているのに気がついた。口を開こうとする徳湖を黙だまらせ、南方を探す。いた。デイレルと戦っている。南方の右肩が赤く染そまっている。時間の感覚がマヒしているが、俺が錯乱してから、一分もたっていまい。

　どちらにしろ、デイレルの相手は南方だけでは無理だ。

　俺は立ち上がろうとした。

　そしてその時、天詳のジャケットの奥おくにある、アレに気づいた。驚おどろきを察したのか天詳は説明した。

「最後の手段ですよ」

　俺は立ち上がりつつ言った。

「絶対にそれは使わないでください」

　天詳は答えない。

　俺はデイレルに向かい走った。




・俺はデイレル目指して走る走る走るデイレルは寸前に俺とデイレルの間に南方が来るように仕向けた俺に背後を見せている南方は俺に気づかない・




　デイレルは南方を盾たて替わりにして俺の攻こう撃げきを防いだ。

　南方がふいに真横に飛びのいた。

　呆あつ気けにとられる俺の前にデイレルの拳こぶしが飛んだ。

　デイレルは南方に攻撃をする為では無く、南方の体で死角になっていた俺に攻撃を仕掛けた。




・俺はとっさ・




　鈍にぶい音がした。

　逃にげ損そこねたのか。

　ボディビルダーがよく自分の胸の前で左右の両拳を合わせてムキムキと動かす筋肉の左の方。あれだ、デイレルの拳は、そこに当たったのだ。

　切断はされなかったが、少し筋肉が潰つぶれて肩かたの骨が脱だつ臼きゆうしかけている。

　それと心臓に近い部分の打だ撃げきだったので、俺は呼吸が出来なくなって、地面にうずくまった。

　だが、その倒たおれるモーションの途中、力を振ふり絞しぼり、デイレルのみぞおちを、えぐり蹴けった。

　さすがのデイレルもこれには動作を止めるしかない。

　俺は叫さけんだ。

「南方!!」

　今の、南方の体勢からならデイレルを転ばせ、そのまま膝ひざの皿さらを割れる。

　南方がデイレルに襲おそいかかる。




　勝てる!!
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　　　『同時　痛つう恨こんの南方圭司』




　北浜先せん輩ぱいが僕ぼくの名前を叫さけんだ。

　目の前でデイレルが、うずくまっている。何とか足の骨でも折れれば僕たちの勝ちだ。




・僕は走りデイレルの横により足の骨を踏ふんで折ろうと・




　デイレルは言った。

「南方君？　どうしたの？　やめて!!」

　首をしめられそうな涼子先輩の声。

　涼子先輩だ。

　僕の動きは一いつ瞬しゆん止まった。

「み、南方ぁぁぁぁ!!」

　北浜先輩の怒ど号ごう。

　僕の迷いが全すべていけなかったんだ。

　跳はねるように立ち上がりながら、デイレルは右の拳こぶしを僕の腹に叩たたきつけた。腹筋が少し裂さける音が聞こえる。

　僕は突つき上げられるように体を吹ふき飛ばされた。

　バウンドしながら僕の視界はグルグル回っていく。

　デイレルのつぶやきが聞こえた。

「やっぱし勝負にならんね。そろそろ終わりにしよう。いい加減疲つかれたわ」

　デイレルは笑いながら小首を傾かしげた。

　立野先輩はデイレルの言葉を聞いて、どんな顔をしたんだろう。

　僕は立野先輩の表情を見ようとした。そして恐おそろしい物をみてしまった。

　立野先輩の横で、思い詰つめた顔をした天詳さんが懐ふところから銃じゆうを取り出したのだ。




・僕は天詳さんの構えた銃の銃口がどこを狙ねらっているのか見てみるとそれはデイレルの頭だ・




　天詳さんはデイレルを、いや涼子先輩を殺そうとしている!!

　止めなければ。




・僕は瞬間的に立ち上がり天詳のところへ向かい駆かける駆ける駆ける・
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　　　『二秒前　決断する北浜雄一』




　南方のトンチキが!!

　もう一度怒ど鳴なりたかったがやめた。

　もうどうしようもあるまい。

　一応、立ち上がれるだけの気力を溜ためて俺は徳湖の方を見た。

　こんな目を背そむけたくなる状じよう況きようを、しっかりと見つめている。

　結構。

　目を背けてたら承知しない。

　まだ、立ち上がれない天詳の姿も目に入った。

　膝ひざ立だちになり、思い詰めた顔をしている。

　落語家さんよ。

　何か起死回生の方法でもあるのか。

　天詳の目が何かを覚かく悟ごしたように見える。

　天詳が懐に手を突つっ込こむ。

　アレか!!

　銃だ!!




・銃口を見ればデイレルの頭を狙ねらっている・




　視界に猛もうスピードで天詳に向かい走る南方の姿が見えた。

　一つの決断を胸に、俺も疾しつ走そうした。
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　　　『三秒前　誤算したデイレル』




　左方天詳が銃じゆうを抜ぬいた。

　やはりね。

　左方天詳は南方君や北浜君と違ちがって、デイレルの抹まつ殺さつを第一に考えているのは判っていた。

　私の憂うれいはそこにあった。

　もしも左方天詳が負けを覚悟し、銃火器で涼子の殺害をくわだてたらどうするかという悩なやみだ。

　だが、手はうってある。

　だから、南方君をこの戦いに巻き込んだのだ。

　良ちゃんの口から私の正体を知った北浜君と立野が、私を探すのは判りきっていた。そして私に詰つめ寄るのも明白。もし、そこに私に好意を寄せる南方君がいれば、彼もこの戦いに参加するのは当然の帰結だ。

　愛って悲しいよね。

　全すべては計画のうち。

　天詳が銃を抜いたのなら、北浜君と南方君は必死になって私をかばうだろう。

　五感の魔ま術じゆつによって肉体の行動力が上がった二人の手にかかれば、天詳の武器はたやすく解かい除じよできる。

　かりに、一発ぐらい天詳の銃が火を吹いても、充じゆう分ぶんな距きよ離りと発射の瞬しゆん間かんさえ見られれば、少なくとも生命活動にとって致ち命めい的てきな部分に弾だん丸がんが当たるのは防げる。

　全ては計画のうち。

　最初に天詳を殺せなかったので、北浜君と南方君に与えるダメージは移動能力に係わらないように気をつけていたのだ。だから治ち癒ゆ能力を阻そ害がいする図形を使い、北浜君がのどを押おさえて窒ちつ息そくする作戦はやめていた。

　そして、馬鹿なあいつらは悟さとるのよ。

　自分たちの感情のしでかしてしまった事の重大さに。

　この時、私を殺さなかったから、自分たちがなぶり殺しになる。

　そう気づいた時の奴やつらの顔が見たい。

　見たくて堪たまらない。

　南方君が天詳に体当たりした瞬間に銃が火を吹ふいた。




・私は銃口を避さける・




　天詳は私の頭を狙ねらっていたようだ。

　だが、弾は私の右肩かたをかすめたのみ。南方君の体当たりで狙いがそれたのだ。

　次の弾を撃うつ前に北浜君も天詳に飛び掛かるだろう。全ては私の思いのままだ。




　二回目の銃声。三回目の銃声。四回目の銃声。五回目の銃声。最後の銃声。




　私の体に広がる、熱い部分。

　当たるはずのない五発の弾丸は私の体に命中した。

　なぜだ!!




　北浜君は南方君を羽は交がいじめにしている。




　自由になった天詳が弾を発射したのだ。

　馬鹿な。

　北浜君は天詳が致命的な部分を外すとでも思ったのか？　そんな馬鹿な。

　天詳の五発の弾丸のうち、二発は生命活動にとって重要な部分を破は壊かいしている。

　このままでは私は死ぬ。
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　　　『五秒後　絶ぜつ叫きようを聞く北浜雄一』




　デイレルの体から血がにじんでいた。

　デイレルは、なんでこんな算数の問題を間ま違ちがえたのか？　と、いちいちなじる小学校の馬鹿な教師みたいな口調で叫さけんだ。

「自分たちが何をしたか判ってるのか？　貴様らは私を殺したのだぞ。

　私がいかに完かん璧ぺきに肉体を制せい御ぎよできるといっても、こんな致ち命めい的てきな部分を破壊してしまったら、もう死は避さけられないんだぞ!!」

　力が抜ぬけていくのか、デイレルは懺ざん悔げする信者のように足を折る。そして、懺悔ではなく恨うらみの言葉を続けた。

「この肉体は後あと、二十分で死ぬ。私にもどうしようもない!!　血を止められない!!　体液の循じゆん環かんが狂くるっていく!!　なぜ、貴様らのような虫ケラが私の命を止められるのだ!!」

　極限まで見開いた目でデイレルを見つめていた南方は、俺おれの腕うでを振ふりほどいて救いを求めるような声で笑った。

「い、嫌いやだなあ。北浜先せん輩ぱい。何か手段があるんでしょ？　僕ぼくの知らない何かが」

　俺は口を開かなかった。ひきつった笑顔に涙を流し、救いを求め南方は辺あたりを見回す。そして徳湖に向かって言った。

「ねえ、立野先輩は前に言いましたよね。

　ちょっとやそっとの怪け我がは、調味魔ま導どうを使えば治ち療りようできるって。涼子先輩の怪我も治るんでしょ？」

　徳湖は答えない。徳湖の沈ちん黙もくは死の宣告と同じ意味を持っている。

　口から血の泡あわを吹き飛ばしながら、デイレルは絶叫した。

「判っているのか貴様らぁ!!　お前たちは全員人殺しだ!!」

　絶叫の後には始末におえない沈黙。

　南方の涙は止まらない。

「何で涼子先輩が死ななければならないんです？　涼子先輩に何の罪があるんですか!!」

　再び南方は俺を見た。

　俺は何も言わない。

　デイレルは朱しゆ色いろの涎よだれを垂らしながら、最後の叫びをあげた。

「貴様らは罪の無い女を殺したんだぞ!!　まだ、何の罪も犯していない女を撃うち殺したんだ!!」

『まだ』だと？

　天詳が立ち上がった。

「……西中島涼子として死なせてあげましょう。デイレルなんかではなく」

　南方は誰だれに言うとなくつぶやく。

「……なんで涼子先輩がこんな目に会わなければ……」

　天詳はデイレルの脇わきに座り耳元で『言葉』を発した。デイレルは全まつたく抵抗しない。

　読ど経きようのような天詳の『言葉』が終わり、デイレルは消え去った。涼子ちゃんの汚よごれた口もとを天詳がハンカチでぬぐう。

　涼子ちゃんは床ゆかに倒たおれて、眠ねむっているように動かない。

　涼子ちゃんは、息をしている。それがもう三十分も持たないのだ。

　南方は大声でわめきたて、己の拳こぶしを床に何度も何度も打ちつけた。

　裂さけて血まみれになる南方の拳を俺は止められなかった。

　そして、少しは落ち着いたのか、南方が同意を求めるようにしんみりと俺に言った。

「……仕方がなかったんですよね。

　北浜先輩。

　このまま、デイレルに体を乗っ取られたまま、何人もの人間を殺してしまうより。

　今ここで罪を犯す前に死んでいってしまうほうが。

　涼子先輩は人が傷つくよりも自分が傷つく方を選んだんでしょう。

　もしも何人か殺した時点で誰かがデイレルを消し去っても、涼子先輩は罪の意識で潰つぶれてしまうでしょうし。

　だから、北浜先輩は僕の邪じや魔まをしたんですね」




・俺の左拳が南方の頰ほほを殴なぐり胸ぐらをつかんで怒ど鳴なる・




「やかましい!!　何をきれいごと並べてやがる!!　お前は目の前の真実から目を背そむけようとしてるだけや!!

　その目でよくみてみろ、ここにおるのは、涼子ちゃんを射殺した男、それを助けた男、射殺するのを防げんかった男がおるだけや!!　涼子ちゃんはこのまま死のうとしてる!!」

　俺の目から涙が流れた。涙と一いつ緒しよに感情もほとばしった。それをぶつける相手が南方ではなく自分である事は判っていた。だが、俺は南方に言った。

「み、南方……頼たのむから……頼むから……涼子ちゃんの死に理由をつけたりせんでくれ……」

　涙が止まらない。

「南方ぁ……涼子ちゃんの死に理由をつけて……涼子……ちゃんの死……を納なつ得とく……せんでくれ……頼む……から……」

　俺の顔は涙でぐしゃぐしゃになった。




　鉛よりも重い沈ちん黙もくの中で俺の嗚お咽えつだけが響ひびいた。




　突とつ然ぜん。低い笑い声があがった。

　デイレルが復活したかと思ったが、涼子ちゃんは静かに眠ねむっている。

　天詳や南方も俺と同じように笑い声の主を探っている。

　俺の頭の中にとんでもなく不吉な仮説が巡った。

『徳湖が視覚魔ま法ほうの中に涼子ちゃんを救う術法がないかと思い、パウ・デイレルの書を読んだ』という仮説だ。

　徳湖を見る。

　そして徳湖の背後に立つ、一人の男を発見した。

　銀山だ。

　銀山はさらに声を上げて高らかに笑った。

「ざまあない。左方の一門から要よう請せいを受けて来てみたらこのざまか？　本来なら調味魔ま導どう師しはデイレルなんぞに関わりを待たぬのに、立野徳湖が巻き込まれたと聞いて、やってきたらこのありさまか。

　その娘むすめを助けるなど造ぞう作さもない。立野徳湖には無理だろうが、俺には可能だ!!」

　振ふり向いて、銀山の姿に驚おどろきを隠かくしきれずに徳湖は言った。

「そ、そんな事が出来るわけがないでしょ!!　視覚魔法で治ち癒ゆ不可能な症状を調味魔導でどうするって言うのよ!!　最強の五感魔法で不可能な事を他の五感魔法で解決できるわけが」

　銀山は徳湖を見下した口調で答える。

「俺は噓うそは言わん。だが、時間が無いのは確かだ」

　もったいぶっていやがる。

　だが銀山の望みは判った。

「立野徳湖。その娘の命を助けて欲しくば、俺に『秘伝の味』の調味を教えろ。一分以内に返答しろ」

　やはりそう来たか。徳湖の顔から血の気が引く。きっかり三秒。三秒だけ徳湖は考えて返事を出した。

「そんな事で『秘伝の味』の秘密を教えるとでも思ったの？」

　南方の顔が驚きに歪ゆがむ。銀山は鋭するどく眼を細めて、徳湖に言った。

「立野徳湖。今、自分が何を言ってるのか判っているのか？　友を見殺しにしようとしているのだぞ」

「ふん。あんたにそんな事を言われる筋すじ合あいはないけどね。

　考えてもごらんなさいな。

　調味魔導数千年の『秘伝の味』を、友人の一人や二人の命と引換えぐらいで白状出来るもんですか」

　怒いかりにまかせて、徳湖に襲おそいかかろうとする南方を、俺はやっと押おさえた。

　なぜ、そんな外げ道どうな結論を出した、徳湖をかばったか？




　徳湖の声は哀あわれな程に震えていたからだ。

　徳湖の、あんな声を聞いたのは始めてだった。か細く弱い消え入りそうな声。

　震える声、震える唇くちびる。徳湖は涙を流さず、声で泣いていた。

「それが返答だな。立野徳湖」

　銀山は冷れい酷こくに言い放った。







　　　エピローグ







　　　『追つい憶おくする北浜雄一』







　人の死は、生き残った者の心を変えてしまう。特にそれが愛した者だった場合はなおさらだ。

　いや、まだ愛とすら言えない状じよう況きようだったのだから、南方の絶望は俺おれには想像出来ない。

　南方は涼子ちゃんの死によって確実にかわっていった。




　なんてね。




　大おお噓うそだ。結論から言おう。西中島涼子は死んでいない。

　徳湖の返答のあと、銀山がどうしたかというとだ……。




　　　　＊




　徳湖の返答を聞き、銀山は笑う。

「ふはははは。お前は友を見捨てるのだな。それが結論というわけだ」

　大きい大きい笑い声だ。徳湖の目には涙が浮うかぶ。だが、徳湖は泣かなかった。あいつは耐たえられない事に、耐えようとしているのだ。

　徳湖は泣かなかった。

　ただ、懸けん命めいに銀山の言葉、そして自分が見捨てた友の死に耐えようとした。

　長い笑いが止まった。

　銀山の声が強くなる。

「少しは自覚があるようだな。よかろう。

　お前を『秘伝の味』の継けい承しよう者しやとして認めてやろう」

　場ば違ちがいな発言。その言葉がこの場所でどんな意味があるというのか。

「娘むすめの命は助けてやろう。そして己の非力さを思い知るがいい。

　お前が自分自身を、調味魔ま導どう師しなどとおこがましくて言えなくなるような、真の調味魔導を見るがいい。

　さて、全員俺の指示に従ってもらう。断るなら娘は死ぬ」

　俺たちを見て、銀山は南方を指差した。

「まず左方天詳。お前は、娘とその男に絶対の安静をもたらす『言葉』を使え」

　南方は自分が、銀山に指定されて驚おどろいたようだ。

　南方をどうするのだ？　俺は言った。

「銀山。何をする？」

「手術だ。具体的に説明する時間がないので概がい略りやくだけ説明する。娘の破は壊かいされた幾いくつかの器官をその男の器官に代用してもらう。その間に娘に調味を仕掛け、生命力を生命の維い持じではなく、破壊された器官の機能復活に全すべて振ふり向ける。ある程度、機能が回復したら元に戻もどす。その男を一時的な代用臓器として使う。文句はないな」

　南方に人工臓器の真似まね事ごとをやらすのか!!

「無茶な!!」

「構いません!!」

　南方が答えた。ならば俺は何も言えない。

　上着の内ポケットから、幾つか薬品のような物を銀山は取り出した。

　天詳は、横たわる南方と涼子ちゃんの耳元で『言葉』を使い始める。

「立野徳湖。俺は手術を行うから、お前は俺の指示した調味を作れ」

　さすがの俺も行われようとしている事態の異様さに、気が動転した。

　こんな設備も何もない場所で、開腹手術を始めようというのだ。どう考えても正気の沙さ汰たではない。

　銀山が俺をにらむ。

「北浜だったな。間ま抜ぬけた顔をしている余よ裕ゆうはないぞ。お前は立野の調味に必要な材料を集めてくるんだ」

　天詳が叫さけぶ。

「安静状態にしました。五時間は麻ま酔すいと同じ効果があります」

　銀山の指示はテキパキとしていた。

「『言葉』で体たい液えき関係を制せい御ぎよ出来るか？」

「何とか」

「じゃあ次は出来るだけ出血を抑おさえろ」

　銀山は再び懐ふところから四角く薄い箱を取り出した。中には怪あやしげな道具が詰つまっている。

　刃は物ものみたいな物もあるのでこれで手術を行うのか。

　徳湖が銀山に伝える。

「治ち癒ゆに使う調味材料は大体持ってきているけども」

　銀山は徳湖のクーラーボックスをのぞき見た、そして首を縦たてに振ふる。

「北浜。必要な材料は全すべてあった。お前に用は無い。帰れ」

　帰れるわけがない。それじゃ、お先に失礼します、なんて出来るか。
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　あれを手術と言って良かったのだろうか。

　目の前で知り合いが二人も、皮ひ膚ふを裂さかれ血管や内臓を引きずり出され、無理矢理に結合させられたりしたのだ。さらに乳白色の細い、無数のチューブが二人を結んだりしていた。

　俺は自分の心の何か大切な部分が壊こわれたのかと疑った。俺は、その手術を平然と見守ったのだ。

　飛び散る臓物、くくりあわされる血管。それをたどれば見知った顔。それを見て平気なのだから、異常者だと思われても仕方がない。

　調味が一段落したのか、徳湖は俺の横に座った。そして手術現場を見て言った。

「あまり、違い和わ感かんがないよね。私の中の何かが狂くるってしまったのかな」

　聞いていたのか銀山は忙いそがしく作業しながら答えた。

「当たり前だ。生命を助ける為の作業なのだぞ。肉体が生命を維い持じする為に懸けん命めいになる働きを利用してるのだ。

　現代医学の外科手術などと一いつ緒しよにするんじゃない。これは古代から行われている、秘法なのだ。

　いいことを教えてやろう。デイレルがもしこの現場を見れば寒気を覚えただろうよ。むき出しの生命が衰すい弱じやくもせずに生きようとしているのだからな。

　あれは生命が燃え尽つきていく輝かがやきを見るのが好きなのだ」

　結構詳くわしいではないか。無関係を装よそおっていても、やはり調味魔ま導どう師したちもデイレルについては研究してたのだろう。

「銀山。どうしてデイレルは邪じや悪あくだったんやろうか？　人の本性は悪なのか？」

　生体接着剤のフタを開けながら、意外と雄ゆう弁べんに銀山は語った。

「人の心は本来、無色透とう明めい。その無色透明を絵の具を混ぜて作ろうとして完成したのがデイレルなのだ。

　混じりっけの全まつたくない物とあらゆる物が混じった物は共通点が多い。

　ただ、方向性は全く逆になる」

　むう。哲てつ学がく的てきな話はちょいと苦手だ。

　俺は話題をかえ、現在、目の前で行われている手術について尋たずねた。

「けど、こんな手術には無理がありすぎやせんか。南方と涼子ちゃんの血けつ液えき型がたは違ちがうやろうし、バイ菌きんや拒きよ絶ぜつ反応の問題もあるんでは」

　徳湖が答える。

「私が今まで必死になって作った調味は何のためだと思う？」

　調味魔導は何でもありか？　俺の頭の中に与よ太たオカルト雑ざつ誌し（あるだろ、月刊崑こん崙ろんとかそういうの）の記事が蘇よみがえった。

『戦せん慄りつの極秘情報!!　古代インカ人の頭ず蓋がい骨こつに手術の跡が!!』

　……槍やりか何かが頭に刺ささったんではないか？

『衝しよう撃げき!!　フィリピン心しん霊れい手術に密着ルポ、心霊医の手にガン細さい胞ぼうが!!』

　……皮ひ膚ふを破らずにガン細胞を取ってるのになんで血が出る？

『驚きよう愕がく!!　外科設備無しで開腹手術を行う料理人と、それをサポートする落語家!!」

　…………。

　俺の背中にもたれかかって徳湖は言った。

「雄一。どうせまた、下らないことを考えてるんでしょ？」

　正解。

　徳湖は疲つかれたのか眠ねむそうに目をこすった。

「ちょっと背中を借りるわよ。少し疲れたから仮か眠みんを取る」

　そう言って一分も経たたないうちに、徳湖は俺の背中で軽い寝ね息いきを立て始める。

　そんな徳湖を銀山はちらりと見た。

「……肝きもの据わった女ではあるな」

　そこが、いいんではないか。
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　数時間の後、手術は終了した。俺に起こされ寝ねぼけまなこをこすって徳湖は言った。

「銀山は？」

「Ｙ市の病院に連れん絡らくを取りにいった」

　銀山の話によると調味魔導師たちは、たまに金持ちの病気を治して法外な治ち療りよう費ひをぼったくるそうだ。それに使う病院が全国に数か所あるらしい。

　Ｈ市の隣となりの隣のＹ市にある某ぼう病院もその一つで、銀山はそこに二人が入院するのを勧すすめた。

　徳湖は立ち上がり、並んで眠っている涼子ちゃんと南方の横に座る。そして涼子ちゃんの上着を少しめくり傷口を確認した。

　隣で天詳が興奮した口調で徳湖に語りかけている。

「凄すごいですよ、立野さん。調味魔導を使ってるんで普通のと比べる訳わけにゃいきませんが、銀山の縫ほう合ごう技術ってのは超ちよう一流でしたよ」

　天詳の言葉を押おさえて徳湖は言った。

「銃じゆう創そうは？」

「ええ、それもまず判らないようにしてあります」




・階段を駆かけ登る六人の足音・




　現れたのは、少なくとも外見上は普通の救急隊員だった。

　救急隊員は手慣れた動作で二人を担たん架かに乗せていく。その中でリーダー格らしき男が口を開いた。

「銀山氏から話はうかがってます。このお二人には、最高級の治療をさせて戴いただきます。これが病院の連れん絡らく先さきです。お二人の家庭には交通事故として連絡を入れておきます」

　天詳は受け取った名刺を俺に渡わたした。意外にも俺の知っている病院の名前がそこには書かれている。俺の記き憶おくに間ま違ちがいなければ、ベッド数二百ぐらいの普通の病院だ。

　リーダー格の男は事務的にしゃべったのだが、それは、この状じよう況きようでは悪い印象を与えるものではなかった。

　最後にリーダーさんは徳湖に向かった。

「立野さんですね。

　銀山氏から『二度と俺の前に姿を現すな』と伝えるよう承うけたまわっております。それでは失礼します」

　捨てゼリフを伝言するとは銀山もなかなかやるではないか。銀山の希望どおり徳湖はムッとした。




　救急隊員とほぼ同時に、俺と徳湖と天詳もビルを出た。夜明けまでにはまだ少し間がある。

　かすれた声で天詳は俺と徳湖に言った。

「どうせだから見ていきませんか？　区切りがついていいと思いますよ」

　一いつ瞬しゆん、何を言いたいのか判らなかったが、天詳の懐ふところから出されたパウ・デイレルの書を見て納なつ得とくした。これを始末せねば。

　細かい廃はい材ざいを集めて簡単な焚たき火びを始め、パウ・デイレルの書をくべた。

　赤い炎ほのおが黒い表紙に絡からみつき、炎はさらに大きくなっていく。だが、いつまでも続く訳わけもなくやがて炎は小さくなり、後には灰が残った。

　大きな大きな溜ため息を天詳はついた。

「これで、やっと終わったんですね。長かったデイレルとの戦いに終しゆう止し符ふが打たれたんですね」

　それぞれの思いを胸に一同は沈ちん黙もくした。

　その沈黙を左方天詳の明るい声が破る。

「いろいろと立野さんと北浜君には迷めい惑わくかけちゃいましたね。まあ、許してやって下さいな。二人とも体には気をつけて。それでは」

　手を振ふり、笑顔で天詳は去っていく。

　かくてＨ市の平和は守られたのである。

　俺と徳湖は家路についた。
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　日の出前の、青あお闇やみの道路。

　家路につきつつ、俺と徳湖は色々と話をした。

　徳湖は疑問を俺にぶつけた。

「銀山はどうして、私たちに力を貸してくれたんやろう」

　俺の頭に浮うかぶのは最初に銀山に会った時の表情。そして手術中の雄ゆう弁べんな銀山の表情。

　手術中の銀山の顔は、初めて会った時より何か吹ふっ切れていた。

「銀山は『秘伝の味』の正体に気づいたんではないか？」

　歩きながら髪かみをほどいていた徳湖は、その動作をぴたりと止めて、俺に言い返した。

「どういう意味よ」

「俺や徳湖や銀山は、よく似た人間なのかもしれんな」

　はぐらかされた形の徳湖は黙だまっていない。

「私の質問の答えになってないわ」

　俺は黙って歩いた。答えが返ってこないと徳湖は思ったのか、話題を変えた。

「……南方には嫌きらわれてしまった」

「『私は誰からも好かれたい』なんて思うような女か？　君は？」

「そんな事を言ってるんやないよ。目の前で友人を見捨てるような人間を、南方は軽けい蔑べつするやろうと思ったのよ。雄一だって軽蔑してるでしょ」

　柄がらにも無いことを言いやがったな。

「南方は若い」

　徳湖は自分の頭をかいて、俺の言葉の意味を考えたようだ。

「素直なだけなんやないの？」

　ああ。そうだ。

「そうとも言えるな。俺や徳湖や銀山から見れば、素直な奴やつや」

　徳湖は歩く速度を上げて俺の前に出た。そして俺の目を見て言った。

「何が言いたいのよ、さっきから？　あんたらしくもない。私と、雄一と銀山になんの共通点があるってのよ？」

　そこまで言うなら教えてやろう。

「徳湖。天詳がデイレルを射殺しようとした時、どうして南方に邪じや魔まをさせないようにしたのか判るか？」

「南方が言ってたとおりなんでしょ？　涼子に人殺しとしての業ごうを背負わせたくなかったから……」

　俺は首を横に振ふった。

「いいや。南方を止めたのは、自分が死にたくなかったからや。俺の命が大事やったからやな」

　俺の魂たましいまで見み透すかしたような声で、徳湖は言った。

「噓うそだわ」

「ああ、大噓や。お前が『友人の命ぐらいと秘伝の味は交換出来ん』と言ったぐらいに大噓や」

　徳湖は口をつぐんだ。俺は続けた。

「俺も徳湖も人の命を第一に考える人間や。時には冷れい酷こくなまでにな。

　デイレルが勝った時に死ぬ人間の数と、デイレルが一人死んだ時とやったら、どう考えてもデイレル一人の命が消えるほうが助かる命は多いわな。俺はそう考えて天詳のデイレル射殺に手を貸した。

　徳湖も似たようなもんやろ。

　俺は『秘伝の味』の正体が何か知らんし、知ろうとも思わん。

　けれども『秘伝の味』を下へ手たな使い方したら多くの人間の、命にかかわる事態になるんやろ？　涼子ちゃん一人を見捨てれば他の多くの人間の命を助けられる。

　違ちがうか？」

　答えは返ってこなかった。だが、俺の発言に間ま違ちがいは無いだろう。さらに続けた。

「銀山が天山を殺したのは、怒りに身を任せたからや。

　銀山は、ああいう男やから罪の業を背負っても、自分の行動に後こう悔かいはせんと思う。

　俺と戦った後、冷静になってから、銀山は『秘伝の味』とは何かを調べて、何らかの結論に達したんやろう。

　銀山も冷酷に、人の命を第一に考える人間やったのと違うか？」

　徳湖は否定した。

「そんな人間がどうして師し匠しようを殺したりするのよ!!」

「だから、それは怒りに逆上したからや。『秘伝の味』の正体を知った銀山は、徳湖にそれを継けい承しようするだけの資格があるかを知りたかってんや」

　賢かしこい徳湖は俺の次の意見を察知した。

「師匠を殺害した罪つみ滅ほろぼしに涼子を助けたとでも言うの？」

「そうや。お前から一つの命を奪ったから、逆に一つの命を与えた。もし、お前に継承者の資格有りならば、天山の行動は間違ってなかった。ならば自分は天山を誤解で殺してしまった、その罪滅ぼしに涼子ちゃんを助けたんや」

　徳湖は足を止めてうつむいた。仕方無しに俺も足を止めた。

「それで、銀山を許せっていうの？」

「いいや。とうの銀山も、許して欲しいなんて思ってないやろな。ただ、自分の中の何かにけりをつけてんやろ」

　ひと思いに、泣いて暴れてくれたほうが俺にとっても楽だった。

　だが徳湖は、再び静かに歩き始めた。継承者として徳湖が背負っているものの重さに、俺の気は滅め入いりそうになった。




　俺たちは、黙だまって歩き続けた。どれぐらいたっただろう、ついに朝日が昇のぼり始めた。

　徳湖の肩かたに左手を回し、右手で朝日を指差しながら俺は言った。

「見てごらん、徳湖。なんて綺き麗れいな朝日なんだ」

『何を間ま抜ぬけな事を言ってるのよ。朝日は綺麗だけど毎日昇ってるわ。判ったら、この手を離しなさいよ、このトンチキが!!』

　とでも言って俺にかみついて欲しかった。だが徳湖はしみじみと答えた。

「ええ、とても綺麗ね」
















　意外な反応に俺は驚おどろいた。徳湖は笑いをかみ殺しながら、まじめな顔をして言葉を続けたのだ。

「私たちはいつもの日常生活の始まりがこんなに美しいなんて、ついつい忘れてしまうのね」

　？　とても徳湖が言いそうにない言葉に俺は困こん惑わくした。そんな俺の表情を徳湖は楽しんで、さらに続けた。

「ところで、雄一。いつもの日常生活が始まるんだから今日も学校はあるのよ」

　!!　ころりと忘れていた。

　待てよ。さっきの徳湖の仮か眠みんは、学校の事を考えていたのか!!　なんて女だ。

「あぁ、徳湖君。何だか知らないが僕は急に体の調子がおかしくなってきたよ。悪いが今日は欠席すると先生に伝えてくれないか」

　よく考えたら、俺は完全な徹てつ夜や明けではないか。こんな睡すい眠みん不足でヘロヘロな状態で学校になんぞ行けるか!!

「……別に構わないけど、今日の体育は持久走のタイムを取るんやなかった？　確か体育は、それを試験替わりにするんやなかったっけ？　どうしたの雄一。顔色が悪いわよ」

　運命は何な故ぜ、こうも過か酷こくに俺を責め立てるのだろうか？　これがＨ市を魔ま人じんデイレルの魔の手から救った男に対する仕打ちなのか？

　ああ、もう全すべてが嫌いやになった。

　俺は徳湖の両手を握にぎり、目を見つめて言った。

「徳湖。駆かけ落おちしようか？」

　負けじと俺の手を握り返し、目も見つめ返して徳湖は答えた。

「……やなこった」

　け。

　俺は笑いながら毒づいた。







　　　あとがき







「こんにちは。立たて野の徳とく湖こだ。今回は対談形式で、あとがきをお送りする。まずは作者からの挨あい拶さつ」

「よお」

「よお、じゃない!!　もっと気の利きいた挨拶は出来んのか？」

「やあ」

「面めん倒どうだからいちいち突っ込まないぞ。なんだったら、あとがきのスペースで左さ方かた天てん詳しように一席、演じてもらってもいいのだからな」

「しかし、あとがきなんざ書いた事がないから、何を喋しやべっていいのかよく判わからん」

「うむ。では基本を教えてやろう。『この本を買おうかな？』と考えて、あとがきを立ち読みしている読者には『よし、買おう』と思わせ、本書を読み終えて、あとがきを読んでいる読者には『ああ面おも白しろかったな』という余よ韻いんを味わわせる文章を書けばいいのだ」

「するってえと、『食くう前ぜん絶ぜつ後ご!!　の本当の黒幕はボブだ』とか『消えた凶器の正体は、氷で作ったナイフだ』とかは言ってはいけないわけだな」

「…………」

「ごめんなさい、噓うそです。まじめにやりますからゆるしてください。そんな目でみるんじゃないよう。そんなに気の利いた、あとがきが書けるぐらいなら『審査員特別賞』なんかもらってないよう。どうして『審査員特別賞』には賞金がないんだよう」

「判った判った。だったら、この『食前絶後!!』の裏話でもしてもらおう」

「……どうでもいいが、あとがきで作者と登場人物が会話をするって、ジュブナイルの基本やよな」

「おいおい、口調が変わったぞ」

「さっきの『──だよう』口調は、筒つつ井い康やす隆たか馬鹿若者口調というんだぜ」

「噓をつけ!!　とりあえず裏話を」

「ちなみに『アハハハハハ……ウム……イヤァマッタク……』は夢ゆめ野の久きゆう作さく笑いという」

「頼むから真面目にやってくれ。さもなきゃ、私はもう帰るぞ」

「では裏話。立野徳湖、お前の名前は最初から立野徳湖ではなかった」

「おお、いいねえ。いかにも裏話っぽくて。最初はどんな名前だったんだ？」

「金かね子こ信のぶ子こ」

「……おい」

「ついでに『食前絶後!!』も後でついた名前で、最初は『金子信子の楽しい夕食』というタイトルだったのだ」

「冗じよう談だんもいい加減にしろ」

「いや、これは実話だ。しかし『あまりにあんまりだ』という意見があったので、現在の形に落ち着いたのだ。つまり立野君、君のモデルはあのタコ親父おやじだったのだ」

「お前のモデルはタコ親父なのだ!!　その事実は十七歳の可か憐れんな乙女おとめの胸に、深刻な傷を負おわせた。『ああ、神様、徳湖は一体どうしたらいいの!!』泣き崩くずれる徳湖の……」

「自分で描びよう写しやするな。お前は桑原和男か。名前のモデルは彼だが、外見のモデルは他にちゃんと考えた」

「だれだ？」

「千せん堂どうあきほ」

「お!!」

「に、しようと思ったが、それじゃリアリズムに欠けるので、その案は却下した。君のソバージュはその名残なごりなのだ。結果として『外見』はそこらへんにいる小娘にし『性格』での描写に力を入れて、個性を出すことにしたのだよ」

「個性が出てるかどうかは、読者諸君の判断にまかせよう。そういや、この『食前絶後!!』が、あんたの処女単行本になるわけだ。て事は、あんたの素す性じようはほとんど知られてないね。そこいらの所もきいておこう」

「素性というほど、たいした物ではないが。第四回ファンタジア長編小説大賞で『審査員特別賞』を受賞した。で、現在に到いたる」

「その説明では『食前絶後!!』が受賞作品のようなイメージがあるが」

「いや、違う。受賞作品は『喪も中ちゆうの戦士』だった」

「おぉ、一部で話題を呼んだ、あの怪作『喪中の戦士』か。実際にはどんな物語だったのだ？」

「世の中には知らなくていい事があるんだよ」

「……隠されると余計に知りたい。それにどうして『喪中の戦士』は単行本にならないのだ？」

「そこまで言うのなら読んでみな。ほれ」

「…………」

「どうだ？」

「…………」

「どうした？　感想を言いな」

「さあ、それでは、これからの抱ほう負ふについて語ってもらおうか」

「話題をそらすな」

「…………。判った。『喪中の戦士』に関する感想は『ノーコメント』だ。今後一いつ切さい、私に向かって『喪中の戦士』の話はするな。これは命令だ」

「よかろう」

「ラストに何か、締めの言葉をお願いする」

「ではまた」

「言うと思った」
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　　　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　いかがだったでしょうか、調ちよう味み魔ま導どうという奇き抜ばつなアイデアから生まれた奇抜な小説は、お楽しみいただけましたか。ひょっとして、読者の中には徳とく湖この作った調味魔導食をぜひ食べてみたいという、奇特な方がいるのではないでしょうか。

　著者のろくごまるには、第四回富士見ファンタジア長編小説大賞で、審査員特別賞に輝いた人物です。

　彼の受賞作のタイトルが「喪も中ちゆうの戦士」だったことをご存じの方は、あまり多くないかと思います。

　作品の内容は結構ハードなものだったのですが、授賞理由はほとんど調理（その当時はまだ調理だった）魔導というアイデアと、作品自体の文章がとっても変だったことで決まったといってもおかしくありません。審査員の先生方からも賛否両論が出まして、はっきりいって問題作だったわけです。

　ただ、落とすには何かひっかかる妙なノリと、この調理魔導というアイデアで賞を勝ち取ったといえるでしょう。




　この作品はプロローグのみ、月刊ドラゴンマガジンに掲けい載さいされたもので、他は書き下ろしです。

　特別賞を受賞した作品にあった妙なノリと、調理魔導というアイデアを生かして一本短編を書いてもらったところ、これが本当に変な小説に仕上がって送られてきました。雄ゆう一いちと徳湖とのかけあいは、ただの幼なじみの会話とは思えない、でも恋人同士のそれともちょっと違う。まるで夫婦めおと漫まん才ざいのような絶ぜつ妙みような関係です。その際、作品中の魔法のかけ方が〝味〟に由ゆ来らいしているので、調ちよう味み魔ま導どうとなったのです。

　編集者としては、大勢の読者に受けるヒット作を作っていかなければいけないのですが、送られてきた作品は、どちらかというと一般受けしないかもしれない。でも、変で面白い。えーい、載っけてしまえ。というわけで掲載されました。結果はやっぱり賛否両論。予想どおり、大問題作ではありました。

　しかし、この妙なノリと、結構シリアスな内容とが渾こん然ぜん一いつ体たいとなったおかしさは捨てがたく、ついに文庫となりました。それはまるで、調味魔導食を食べたときのような〝味〟があったのです。

　書き下ろしが大部分であるため、短編ではわからなかった雄一と徳湖のアヤしい関係や、調味魔導の秘密、そして調味魔導継けい承しよう者しやの前に現れたおそるべき敵などがわかっていただけたことと思います。

　とりあえず雄一と徳湖の活かつ躍やくはこれで終わりですが、ひょっとしたら何かの拍ひよう子しで、また「さっぱりとしたアスファルト味」のそぼろや、「柔らかい地じ引びき網あみ味」のシーフードサラダが復活するかもしれません。ともあれ、ろくごまるにも作家として第一歩を踏み出したばかり。というわけで……。

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、友達に勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！




　なお、はげましのお便りは、次の宛先までお送りください。

〒一〇二─八一四四

東京都千代田区富士見　一─一二─一四

　　富士見書房　ファンタジア文庫編集部　気付

　　　ろくごまるに　（様）
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プロローグ　　月刊ドラゴンマガジン１９９３年５月号



















口絵・本文イラスト　九月姫
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